

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第五章　生存確率






　町のあちこちから火煙が上る。鳴り響く鐘の音と女性の叫び声。嫌な気分が俺の中で高まっていく。

「ヒロ君！　急いで！　何が起きてるのか、確かめるのよ！」

「分かってます！」

　レオナさんを肩に乗せて丘を駆け下り、農村部から町の中心へと向かう。

　走っている途中、血相を変えて逃げまどう男性が目に入った。俺は方向転換して、彼に近付く。

「どうした!?　一体何があったんだ!?」

「うるさい、どけえええええええええ!!」

　……俺は男性に突き飛ばされて、地面を転がった。立ち上がり、尻についた砂を払う。すると今度は家財道具を風呂敷に詰めて、逃げている女性がいたので話しかけてみる。

「ちょっとすいません!!　一体、何があったんですか!?」

「うるさいわね、どいてちょうだい!!」

　……またも俺は突き飛ばされた。立ち上がって、同じように尻についた砂を払い……それから大声で叫ぶ。

「いや誰か説明してくれよ!!　何が起きてんのか分かんねーじゃんか!!」

　レオナさんが憤る俺の耳元で囁ささやく。

「人間なんてパニックになると、こんなものよ。誰もが自分の身が大事。いちいち他人に状況説明なんかしてくれないわ」

「でもコレ、ゲームでしょ!?　説明がないと、どんなイベントか分かりませんよ!!」

「うん。じゃあホラ、あそこに鍛冶屋があるわ。剣のサビ取りがてら、店主に聞いてみましょう」

　鍛冶屋に入ると、ヒゲを生やした店の主人らしき中年の男性が慌てながら、仕事で使う道具のような物を大きな箱に詰め込んでいた。近くにある炉の中に火は既になく、消し炭があるだけ。鉄を打つ叩たたき台だいの上にも何も載っていない。

　俺は店主におずおずと尋ねる。

「あのー。剣がサビちゃって。サビ取ってくれませんか？」

「バカか、お前!!　今それどころじゃあねえんだよ!!」

「す、すいません！　じゃあサビは取ってくれなくていいです！　でも教えてください！　一体、何があったんですか？」

　店主はバカを見るような目を一瞬した後、叫ぶ。

「ゴブリンが攻めてきたんだよ!!」

　俺はレオナさんと顔を見合わせた。その後、店主に確認する。

「いや、あの……テッドの町ってゴブリンが入れないように堀で囲ってるんじゃ……？」

　レオナさんも俺の隣で「そうよ」とコクコク頷うなずいている。店主は荷造りする手を止めず、面倒くさそうに言葉を吐く。

「五十年に一度の大だい干かん魃ばつで堀の水が干上がっちまったんだよ！　それで奴やつら、堀を楽々横切り、町門を壊して侵入してきたんだ！　人を襲うわ、民家は壊すわ、やりたい放題よ！」

　鍛冶屋の言葉にレオナさんは口に手を当て、驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

「ゴブリン襲来……！　こんなイベントがあるなんて……！」

　そんなレオナさんとは逆に、俺の気持ちは高揚していた。

　つ、ついにモンスターが出現したのか！　今まで幼おさな馴な染じみに襲われたり、幽霊に祟たたられたり、変態に拷問されたりとかそんなんばっかだったけど、これでやっとモンスターと戦えるんだ！　ようし、ようやくまともなゲームになってきたぞ！

　俺は興奮しつつ、店主にお願いする。

「あのー、やっぱり剣のサビ取ってくれます？」

「お前、話聞いてたのかよ!!　ゴブリンが攻めてきたんだぞ!!　そんな暇ねえよ!!」

「いやそうかも知れないけど、サビを取ってくれたら俺もゴブリンと戦えるんですよ！」

「知らねえよ！　大体サビつくまで放っておく方が悪いんだ！　日頃から自分の剣を大事にしねえからだろ！」

「でもコレ、手に取った瞬間からサビてたんです!!」

「はぁ？　その剣、お前のじゃねえのか。何ど処こにあったんだよ？」

「俺の部屋です!!」

「!!　ふざけてんのか、お前!?　ああ、もうバカに関わっちゃあいられねえ!!　とにかく俺は逃げる!!　磨きたきゃ、そこに砥と石いしがあるから勝手にやってろ!!」

「えぇと、やり方は？」

「砥石を手に持って根本から剣先に向けてシュコシュコ擦こするんだよ!!　バカ!!」

　それだけ言うと、店主は店を出て行ってしまった。

　仕方なく鞘さやから剣を抜き、サビて真っ茶に変色した刀身を砥石で擦ってみる。

『シュコ、シュコ、シュコ、シュコ、シュコ、シュコ』

　む！　なかなか頑固なサビだな！　全然、取れないぞ！

「に、逃げろおおお！　早く逃げろおおおおお！」

「いやあああ！　誰かあああああああああ！」

　……擦こすっている最中、そんな叫び声が俺の耳に届く。ゴブリン襲来で、外は阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化している。

『シュコ、シュコ、シュコ、シュコ、シュコ、シュコ』

「うわあああ!!　ゴブリンだああああああああ!!」

　……外でゴブリンに遭遇したであろう人の悲鳴が聞こえる。

『シュコ、シュコ、シュコ、シュコ、シュコ、シュコ』

「ママぁ！　ママ、何ど処こなの!?　ママ────!!」

　……小さな女の子の泣き声も聞こえる。

『シュコ、シュコ、シュコ、シュコ、シュコ、シュコ』

　……そして、俺はサビたままの剣を地面に思い切り叩たたき付つけた。

「やってらんねええええええええええええええ!!」

「ど、どうしたの、ヒロ君？　急に叫んだりして？」

「どうしたもこうしたもないですよ!!　町の人たちがモンスターに襲われてる最中に砥と石いしで剣、研いでるＲＰＧの主人公います!?」

「でもサビを取らないとその剣、使えないわよ？」

「棍こん棒ぼう代わりにはなりますよ！　とにかく俺、行ってきます！」

　外に行こうとすると、俺の顔の前でレオナさんが両手を広げた。

「ダメよ!!　絶対にダメ!!　ゴブリンは鬼のように強いのよ！　ってか小鬼だけど！　とにかく外に出ちゃあダメよ!!」

「れ、レオナさん？」

　レオナさんの差し迫った表情に違和感を覚えた。俺がアリシアに危うく殺されそうになっていた時ですら、ここまで狼狽うろたえてはいなかったと思う。

「ゴブリンと戦えば、アナタに勝ち目はない！　１２０％確実に死ぬ！　ゴブリンはそれほどまでに強い敵なのよ！」

「で、でも、町の人が──」

　するとレオナさんは真顔になって、静かに言葉を発する。

「ヒロ君、落ち着いて聞いて。今まで黙っていたけど……実はこのキワクエ内で死んだら、アナタの身にとても大変なことが起きるの」

「えっ……！」

　そ、そういえば……今更だが、俺はこのゲームで死んだらどうなるのかを知らない！

「ま、ま、まさか!!　ゲームオーバーになったら、現実でも死んじゃうとか……そ、そういうことなんですか!?」

　心臓をバクバクさせながら尋ねたのだが、レオナさんは首を横に振った。

「マンガやライトノベルの読み過ぎよ。いくら『ＺＺ指定のリアルを極めたゲーム』といっても、所詮は市販されている家庭用フルダイブＲＰＧ。流石さすがにそんなデスゲーム的展開はありえないわ」

「じゃ、じゃあ一体？」

「……壊れるの」

「何がですか？　も、もしかして、か、体の一部がですか？」

「いいえ。違うわ。このキワクエのプレイ中に死ぬとね……」

　レオナさんは、ぼそりと呟つぶやく。

「ソフトとハードが同時に壊れるのよ」

「!!　ソフトばかりか、ハードまで!?　そんな!!」

　デスゲームとは違う意味で俺は戦慄していた。キワクエのソフトは定価で一万円。現在使用中のハード『ＶＲ・ＮＸ』は定価で十万、中古でも五万はする高価なものだ。

「いやどんなゲームですか、コレ!!　こんな仕様でよく当時、問題になりませんでしたね!?」

　レオナさんは大きな溜ため息いきを吐き出した後、物憂げな表情をした。

「ヒロ君……落ち着いて聞いて」

「は、はい」

「薄々気付いていると思うけど……これは『最低のクソゲー』よ」

「ついに……言っちゃいましたね……!!」

「『プレイヤーが死んだらハードも死ぬ』──このゲームシステムのせいで、十年前、多くのユーザーがメーカーに対して訴訟を起こしたわ。メーカーである『シュクエニ』は巨大な権力と豊富な資金でどうにかそれを握り潰したらしいけどね。やってみて実感してるでしょうけど、キワクエには他にも色んな問題がアリアリ。やがて『最低最悪の超絶クソフルダイブＲＰＧ』として、キワクエは歴史の闇に葬られたの。……ね？　このゲームを売ろうとすると逆に買い取り料まで取られるという訳がこれで分かったでしょう？」

「だから、そんなゲームをなぜ俺に定価で売ったんですか……！」

「それはともかく、ヒロ君。いったんログアウトしましょう。あまり攻略サイトに頼るのはよくないけれど、今回ばかりは仕方がない。帰ってオーベルダイン歴れき程ていを見て、どういった方法を取るのがこのイベントに対してベストなのか考えるのよ」

「は、はぁ……」
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　死んだら十万円以上の損失という経済的リスクを考えると、確かにログアウトして攻略法を見た方がいいのかも知れない。

「ヒロ君。トリプルタッチしてみて」

　レオナさんに言われ、何もない空間を人差し指でチョンチョンチョンと叩たたく。すると背景が透過され、セーブメッセージが現れた。

「よかった。セーブは可能みたいね。じゃあ離脱しましょう」

　レオナさんはログアウトを急がせるが、俺はどうしても外の様子が気になっていた。

「あの、レオナさん！　ちょっとだけ！　ほんのちょっとだけ見てもいいですか？　ゴブリン！」

　懇願するように手を合わせる俺に、レオナさんは仕方なさそうに頷うなずいた。

「そこの扉の隙間から、チラ見するだけよ」

「すいません！」

　ワクワクしながら扉をゆっくり開き、外を窺うかがう。やがて遠くの方、視界に映った生物に俺は喫驚した。

　それは今までプレイしたフルダイブＲＰＧのゴブリンとはまったくの別物だった。

　黒い体毛に覆われた猿のような小柄な体たい躯く。黄色く濁った目玉と、ひしゃげた鼻。口元から覗のぞく牙。片手に棍こん棒ぼうを持ち、ゴブリンはゆっくりと徘はい徊かいするように町を歩いていた。

「す、すげえ!!　すっげえリアル!!　新種の野生動物みたい!!」

　興奮してそう叫んでしまい、レオナさんに窘たしなめられるが、俺の視線はその一匹のゴブリンに釘くぎ付づけだった。

　やっぱり思った通りだ！　ＮＰＣも本当の人間そっくりだから、きっとモンスターもリアルだと思ってたんだよな！　いやー、これはマジで早く戦闘してみたい！

　動物園の動物を見るように呑のん気きにゴブリンを眺めていた俺だが、しばらくして気付く。

　ゴブリンがゆっくりと歩を進める先には、

「うわああああああああああん!!　おかあさん!!　おかあさ─────ん!!」

　年端もいかない女の子が道の上で腰が抜けたようにしゃがみこみ、迫るゴブリンに怯おびえて泣いていた。

「レオナさん！　アレ見て！　女の子が！」

　咄とつ嗟さに扉を大きく開き、出て行こうとする俺の髪をレオナさんが引っ張った。

「行ったら殺されるってば！　いいの？　最新ＶＲハードは十万円！　ちなみにウチのショップでは十二万九千八百円よ！」

「何そのボッタクリ!!　たとえ壊れてもレオナさんとこでは買いませんからね!?」

「とにかく此こ処こは割り切って考えましょう！　襲われてるのは、ただのＮＰＣ！　『人間の知的機能を代行できるようモデル化されたソフトウエア・システム』よ！」

「いやそんな身も蓋もないこと言わないでくださいよ！　外見は幼い女の子じゃないですか！　それに……俺もうイヤなんです！　ＮＰＣだからって、俺の前で人が死んだり、殺されたりするのを見るのは！」

「ひ、ヒロ君……アナタ……」

「もう誰も死なせたくないんです!!」

　俺は歯を食いしばっていた。そう。マーチンを亡くした時のような思いは二度としたくないんだ！

「ヒロ君ってば……ロリコンなの……？」

「!?　何でだよ!!　違うわ!!」

　もう無視して女の子を助けようと、レオナさんを振り払った時、

「あっ！　見て、ヒロ君！　衛兵隊よ！　町内衛兵隊が来たわ！」

　軍服を着た衛兵が三人、ゴブリンと女の子との間に割って入った。衛兵たちはゴブリンに向け、剣を構える。

「このバケモノめ！　それ以上、近付くと叩たたき斬るぞ！」

　今、猿のように小柄なゴブリンを囲うのは屈強な男たち。ゴブリンは萎縮して動きを止めたように見えた……が、

「うわああああああっ!?」

　突如。衛兵の一人が叫び声を上げた。「何だ？」と思い、その衛兵を見れば、剣を握りしめていた筈はずの右腕がない！

「グルルルル……」

　そして猛獣のように唸うなるゴブリンの口にくわえられていたのは、剣を持ったままの衛兵の右腕だった。ゴブリンは不ま味ずい物でも食べた時のように、その腕をベッと地面へ吐き捨てる。

「き、貴様!!」

　腕を失い、痛みと出血で叫ぶ衛兵を残し、二人の衛兵が同時にゴブリンに斬りかかる。しかし二人の剣は空を切るのみ。ゴブリンは先程までいた場所にもういない。

　気付けば剣を振り下ろした一人の衛兵の背中にゴブリンが乗っている。そして棍こん棒ぼうを衛兵の頭部に叩たたき付つける。頭蓋の砕ける嫌な音と共に衛兵はその場にくずおれた。もう一人の衛兵が大上段に剣を掲げ、ゴブリンに突進するが、その両手首が腕から離れ、宙高く舞い上がる。衛兵が「は？」と短く言葉を吐いた時には、既に大きな風穴が胸に空いていた。

　ゴブリンの凄すさまじい戦闘力を見て、俺は総毛立っていた。

「な、何てスピードだ!!　全く動作が見えない!!　それからあと『もう誰も死なせたくない』って言ったばかりなのに早速二人死んだ!!」

　顔の傍そばで浮遊するレオナさんは静かに頷うなずく。

「これで少しはゴブリンの恐ろしさが分かったかしら。そう、普通の人間の動体視力ではあの動きは捉えられないのよ」

「そんなバカな!!　あんなのがこのゲームで一番最初に出会うモンスターなんですか!?　ゴブリンなんて普通、序盤でも一撃で倒せるような弱い敵でしょ!?」

「ヒロ君。相手は『モンスター』なのよ。モンスターって意味分かる？　『人知を超えた怪物』よ」

「いや、でも！　だったらそんなの倒せないじゃないですか！」

「どうにかテッドから脱町したプレイヤーのほとんどは、ゴブリンを倒さずに町を抜け出しているの」

　そ、そうなのか……！　だけど俺の場合、この状況だと……！

　レオナさんが難しい顔で眉間にシワを寄せていた。

「『ゴブリン襲来』──こんなイベントが発生した以上、ゴブリンとの戦闘はもう避けられないのかも知れないわね」

　げえっ!?　じゃあ俺、またしても死亡ルートに突入しちゃったの!?

　リアルな外貌のゴブリンを見た時、戦ってみたいという気持ちはあった。しかし今の惨殺シーンを見てしまった後、俺はほとんど戦意を喪失していた。

「レオナさん!!　ゴブリンを倒したプレイヤーは今までいなかったんですか!?」

「いいえ。ごく僅かだけどいたわ。そうね。私の知る限り、当時ゴブリンの動きについていけたのはカムイと『ＳＨＯＷ・ＨＥＹ』だけよ」

「カムイは知ってますけど、その『ＳＨＯＷ・ＨＥＹ』ってどんな人なんですか？」

「ボクシングのプロライセンスを持っていた男性よ。ちなみにＳＨＯＷ・ＨＥＹこと藍あい田だ翔しよう平へいはその後、現実世界で東洋ボクシングチャンピオンになった。後年、インタビューで『今まで対戦した中で一番強かったボクサーは？』と聞かれた翔平は『ゴブリンです』と答えたらしいわ」

「ゴブリンはボクサーじゃないだろ!!」

　それはともかく、そんな限られた天才しかゴブリンに勝てないのかよ!!

　俺は畏怖の念を抱きつつ、ゴブリンを見やる。ゴブリンがゆっくり歩む先には、最初に腕を食いちぎられた衛兵と幼い少女が震えている。
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「お、俺、とにかく助けてきます！」

「ちょっと本気!?　死にたいの!?」

「隙を突いて二人を逃がします！　それくらいならできるかも知れないし！」

「ふぅ」と息を吐いた後、レオナさんは髪をかき上げ、クスリと微笑ほほえむ。

「ったく。ヒロ君ってばそんな熱い男だったっけ？　いいわ。もしも死んでハードが壊れたらおまけしてあげる。十万五千円にね」

　ウインクしてくるレオナさんに「割引しても普通の店より高いんですね」とは言えなかった。

「その前にヒロ君、あそこを見て。ズボンが置いてあるわ。さっき鍛冶屋の店主が荷物をまとめていた時に忘れていったのね。アレを借りましょう」

「あのオッサンのズボンっすか……！　な、何かヤダな。それに今は一刻も早く助けに行った方がいいんじゃ……？」

　躊ちゆう躇ちよする俺の頬ほおをレオナさんが軽く叩たたく。

「ホラ！　ヒーローがアンモニア臭いと格好付かないでしょ！」

　それでも逡しゆん巡じゆんしていると、レオナさんの顔が鬼のように赤くなった。

「さっさと穿はいて！　穿けっ!!　穿きなさいっ!!　いい加減にしてよ!!　アナタ、ずっとオシッコ臭いのよ!!　この間からずう────────っと!!」





　　　　　　　　　◆






「おかあさん、おかあさ──────ん!!　助けて──────!!」

　ゴブリンにジリジリと、にじり寄られて泣きわめく少女。すぐさま鍛冶屋を飛び出したかったが、レオナさんが逸はやる気持ちの俺を宥なだめた。

「落ち着いてヒロ君。まずは姿の見えない私がゴブリンに背後から近付き、注意を逸そらすわ。その隙にアナタがあの子を助けるのよ。いい？」

「わ、分かりました！　そうですね！　せめて、あの子だけでも助けないと！」

　……ちなみにレオナさんとワチャワチャ会話し、しかもズボンまで穿き替えている間に、腕を無くした衛兵のＮＰＣはゴブリンに殺されていた。

「衛兵のことは残念だけど仕方ないわ。気持ちを切り替えましょう」

　はたして本当に仕方なかったのだろうか。悠長にレオナさんと会話せず、ズボンを穿き替えなければ間に合ったのではないだろうか……湧き上がるそんな疑問を心の中でねじ伏せる。

　いや集中！　今は女の子を救うことのみに集中だっ！

「じゃあ行くわよ!!」

　レオナさんが妖精の羽を広げ、ゴブリンに向かい飛び立った。そして敵から少し離れた位置でホバリング。そこからゴブリンの頭に小石を投げつける。ゴブリンは「？」と辺りをキョロキョロと窺うかがっている。

　──今だ！

　レオナさんが作ってくれたチャンスを活いかし、俺は女の子の元まで一気にダッシュ。駆け寄った刹那、女の子を抱きかかえてゴブリンと反対方向に逃げた。

　よし！　思いの外、うまくいったぞ！

　元陸上部の経験がちょっとは活きたと思った。だが、絶望はすぐにやってきた。俺の目の前には何と、

「グルルルルルルル……！」

　俺を見据えて唸うなる、もう一体のゴブリンが！

　ば、バカな!?　くそっ!!　二匹いたのかよ!!

　俺は立ち止まり、女の子をゆっくり地面に下ろす。

　もうダメだ！　一体どうしたら……！

「お、おにいちゃん？」

　不安げな表情でそう呼ばれた時。女の子の容姿が不意に、幼い頃の楓かえでと重なった。

「……逃げろ」

「えっ？」

　戸惑う女の子に俺は大声で叫ぶ。

「逃げろって言ってるだろ!!」

　走るのを急せかすように女の子の背を強く押した。

「う、うんっ！　ありがとう！」

　逃げ出す女の子。それと同時に、新たに現れたゴブリンの目が妖しく光り輝いた。そしてその視線の向かう先に気付いた俺は唇を噛かむ。

　ゴブリンは俺ではなく、逃げ出した女の子を見ていたのだ！　そして腰を低くし、攻撃態勢を取った！

　おいおい、マジかよ!?　どうせ狙うなら俺を狙えよ!!

「ま、待て……!!」

　逃がしたばかりの女の子に駆け寄りながら、ちらりとゴブリンの様子を窺う。だがゴブリンの姿はもう俺の視界には映らない。今、ゴブリンは俺の動体視力を超えた恐るべきスピードで女の子に突進しているのだろう。

　ダメだ!!　間に合わない!!　ち、畜生!!　いくらＮＰＣでも、幼稚園児みたいな女の子が無惨に殺されるシーンなんて見たくねえよ!!

「くっそおおおおおお!!」

　叫び、走りながら、俺は女の子に手を伸ばす。それが無駄な動作だと内心、感じつつ。そう……きっと俺の手が届く前にゴブリンの爪が彼女を斬り裂くだろう。

　だが。

　──あれっ!?

　届かない筈はずの俺の手は、ゴブリンが到達するより早く、女の子の背中に触れていた。体当たりするようにして女の子の体を抱きかかえ──そのまま倒れ込み、地面を転がる。

　すぐさま半身を起こすと、ゴブリンが先程まで女の子がいた場所で、空を切った攻撃の手をそのままに俺を睨にらんでいる。

　な、何だったんだ、今の？　一瞬、俺……自分とは思えないほど俊敏な動きをした気がしたけど……？

　レオナさんが傍そばに飛んできて、耳元で大声を出す。

「す、すごいじゃない、ヒロ君!!　何よ、今の!?　プロスポーツ選手並みのダッシュだったわよ!?」

　俺自身よく分からない。走りにはそれなりに自信があるが、今のはダッシュとか加速とかそういったレベルの話じゃない。まるで瞬間移動のように、気付けば俺は女の子との距離を詰めていたのだ。

　──ひょっとして『火事場の馬鹿力』ってやつか？　いや、でも此こ処こはゲーム世界だろ？　じゃあ何だ？　『バグ』？　今のはゲーム中に起こったバグなのか？

　しかし、ゆっくりと考えを巡らす暇はなかった。今、俺たちの目の前には二匹のゴブリンが戦闘態勢を取ったまま、唸うなっている。

「はは……。が、頑張りましたけど、状況はまったく好転してないというか……も、もうコレ、ダメっすよね？」

　半ば諦めた俺の隣で、だが、レオナさんはニコリと微笑ほほえむ。

「いいえ。大丈夫よ」

　絶体絶命の状況にもかかわらず、余裕の表情のレオナさん。その意図するところが分からず戸惑う俺の前に、金色の鎧よろいをまとった戦士が颯さつ爽そうと現れた。

　二匹のゴブリンを威嚇するように睨む鋭い眼光はあの時、俺に見せた穏和な瞳ではない。だが鳶とび色いろの髪の毛と甘いマスクの横顔は疑うことなく……

「テスラ！」

　テッド町内衛兵隊隊長テスラは俺を振り返らず、二匹のゴブリンへと歩を進める。獰どう猛もうだったゴブリンがまるでテスラに気け圧おされたかのように後ずさった。

「ギギッ!!」

　叫んだ後、逃げようと素早く踵きびすを返したゴブリンたちだったが、

「雷鳴神速ライトニング・エクストリーム……！」

　呟つぶやいた瞬間、テスラの姿が消え、稲光りする軌道がゴブリンへと向かって描かれる。輝く軌跡が消えた時、二匹のゴブリンの上半身と下半身は分離していた。そしてゴブリンの死体の背後で剣を鞘さやに戻すテスラ。

「す、すっげえええええ!!　ゴブリンを一瞬で二匹も倒した!!」

　興奮して叫んだ俺を振り返り、ようやくテスラはニコリと笑った。レオナさんが俺の耳元で自信ありげに言う。

「人の身ながら、天賦の才と徹底した訓練によりゴブリン以上の俊敏さを手に入れたテッド最強の衛兵──それがテスラ＝ウォルフ＝カーマインよ。戦闘モードの時にまとう金色の鎧よろいが高速移動時、稲妻が走ったように見えることから『雷鳴のテスラ』と呼ばれているの。序盤で出会う最強のＮＰＣね」

「へえ！　レオナさん、詳しいんですね！」

「イケメンだからね」

　うっとりとテスラを眺めている。まぁその気持ちは分からなくもない。強くてその上、容姿も端麗。同性の俺でも見み惚とれてしまう。

　テスラは、駆け寄ってきた数名の衛兵に隊長らしく指示を飛ばしていた。

「君たちはこの女の子を家まで送り届けてやるんだ」

「はっ！」

「残りの者は延焼被害を受けている民家の消火に当たれ」

「かしこまりました！」

　衛兵に連れられていく女の子が俺に笑顔で手を振っていた。

　──助かって本当に良かった……。

　レオナさんが言ったように、ただのＮＰＣのキャラクターかも知れない。だがあの時、俺の脳裏で女の子と幼い頃の楓かえでが重なった。そして、絶対に助けたいと心の底から思ったのだ。

　──ははっ。何だかちょっとだけＲＰＧの主人公になった気がするな。

　晴れやかな気分でそう思った時、胸元が光った。

「ヒロ君！　新しい称号よ！」

「は、はいっ！」

　レオナさんに言われて、俺はペンダントを取り出す。




『幼女大好き親友殺しロリータコンプレツクス・ベストフレンドキラー』




「!?　何でだよ!!」

　晴れやかな気分は瞬時に吹き飛んだ。ペンダントを地面に叩たたき付つけようとする俺をレオナさんが宥なだめる。

「まぁまぁ。私だって客観的に見ていて、そう思ったもの。ヒロ君、あの小さな女の子に欲情したのかなあ、って」

「してねえわ!!　そんなやましい気持ちで助けたんじゃありませんよ!!　ああ、もう!!　せっかく良い気分だったのに台無しだよ!!」

　深い溜ため息いきを吐つく。ふと気付くとテスラがじっと俺を眺めていた。レオナさんの姿や声はＮＰＣには見えないし聞こえない。

　──ヤバっ……変な奴やつだと思われちまう！

　しかしその心配は杞き憂ゆうだった。テスラは俺の腰に携えた鞘さやを見つめている。

「ヒロ……君も剣士なんだな」

　そして俺の傍そばに歩み寄り、手を握ってきた。

「えっ？　な、何？」

　焦る俺に真摯な目を向けてくる。

「ぶしつけな願いですまない。だが今は一人でも多く、町を守ってくれる戦士が欲しいんだ」

「せ、戦士？」

「ヒロ。君さえよければ傭よう兵へいとして一時的に町内衛兵隊に入ってくれないか？　無論、相応の報酬は出す」

　テスラの頼みに俺の胸は高鳴った。

　傭兵!!　ＲＰＧクエストの定番じゃないか!!　しかもテスラと一緒に戦えるとか……そんなの考えるまでもない!!

「入る!!　いや、是非入らせてください!!」

「そうか！　ありがとう！」

　二つ返事で引き受けた俺にテスラは感謝し、その一方レオナさんは口をあんぐりと開けていた。

「ちょ、ちょっとヒロ君!?　いいの!?　オーベルダイン歴れき程ていを見てから決めた方がよかったんじゃない!?」

　テスラに気付かれないように小声でレオナさんに囁ささやく。

「いやだって傭よう兵へいとか、ようやくゲームらしくなってきたじゃないですか！　それに今、テスラと離れて一人でいる方が危ないと思いません？」

「まぁ……そうかも知れないけど……」

「大丈夫ですって！　ログアウトしたら家のパソコンで読んでおきますから……」

「ではヒロ。準備ができたら僕についてきたまえ。ガバン様の屋敷の敷地内には衛兵たちの訓練所がある。そこに案内しよう」

「ああ、うん。でもテスラ。その前に……」

　傭兵になることを約束した俺は、レオナさんにまた明日ログインすることを伝え、いったんログアウト処理をしたのだった。





　　　　　　　　　◆






「……そういや、まだやってるのか？　例のクソゲー」

　昼休憩に貴たか文ふみからそう聞かれ、俺は笑いながら答える。

「まぁね。いや、相変わらず不満だらけなんだけどさ。最近知った情報だと、ゲームオーバーになったらハードも一緒に壊れるらしいんだ」

　すると貴文は飲んでいた紙パックの牛乳をストローと一緒に吐き出した。

「そんなゲームあるのかよ！　ツッコミどころ満載なんだが！」

「あるんだよ、それが」

「もうクソゲーって範はん疇ちゆうじゃないだろ。絶対やりたくねえよ、そんなゲーム……」

　俺は「うんうん」と頷うなずきながらパンをかじる。貴文が怪け訝げんそうな顔をして俺を見つめていた。

「ヒロ。お前、ちょっと楽しそうだな」

「そうか？」

「物事に不満並べてる時ってのは、それにハマる一歩手前だって言うしな」

　貴文の言葉に、今度は俺が飲んでいたお茶を吐き出してしまう。

　──は、ハマってる!?　俺が!?　キワクエに!?




　貴たか文ふみと別れて、学校からの帰り道。キワクエについて改めて考えてみた。

　極僅かなプレイヤーしか先を進めることのできない超高難度。加えて、ゲームオーバーになればハードすらオーバー。『キワクエはクソゲー』──それは疑いようもない事実だ。だが、たとえばマーチンの一件。あれはよくよく考えれば、俺自身の選択ミスが引き起こした出来事である。そもそも俺があの場から逃げ出したりしなければ、また違う展開もあったのかも知れない。

　ハマってるってことは流石さすがにないと思う。けれど、最近はほんの少しだけあのゲームを楽しく感じていることも事実だった。

　──よし！　今日も帰ったらキワクエやるか！　けどその前にカムイのサイト、見なくちゃな！

　コンビニに寄って、プリンを買った。気分の良い時は何となく財布の紐ひもが緩んでしまう。加えて明日明後日は連休で学校は休み。そういうこともあって、リラックスした気分でパソコンを起動し、プリンを食べながら、俺はオーベルダイン歴れき程ていを閲覧していた。

　何の気なしに『ゴブリン襲来について』と書かれた見出しをクリックする……。







『よう、ゴミ虫。テメーやっちまったな』




　現れた一行目を見て、プリンを食べる手が止まった。カムイは珍しく長く続く文章を書いていた。




　まず第一にだ。テッドの町を出るには様々なルートがある。一般的なルートだと、町の奴やつらの依頼を聞いて数々の仕事をこなし、人望を集めていって、町王ガバンの許可を得てから外に出る方法だ。めんどくせーが、これが一番確実な方法だな。

　もしくは無む理り矢や理り脱町して、外にいるゴブリンから逃れつつ、あるいは数匹倒しつつ、フローラ城を目指す。これは格闘技経験者、それもかなりの手て練だれでなければ不可能な荒技だ。

　他にも方法はあるが、その中でも最悪なのが、ゴブリン襲来イベントだ。一匹でも手こずるゴブリンが数十匹同時に現れる。そいつらをどうにか倒して町を出なきゃならねー。

　発動条件だが『親友殺しベストフレンド・キラー』の称号を持っていて、なおかつ『テスラと仲良くなる』。更にいくつかの偶然が重なった時に起こる激レアなイベントだ。別に誉ほめてねーぞ。つまり、こうなるのは最高に運の悪いプレイヤーってこった。ハッハー、バーカ！

　まぁゴブリンが襲来した後も、選択肢はいくつかある。生き延びる確率順にオススメの選択肢を書いておいてやるから感謝しろよ、このボケナス！




◎生存確率10％──四日間隠れてゴブリンをやり過ごす。どこかの家の下に穴を掘って隠れると良いだろう。だがこれでプレイヤーは永久にテッドの町から出られなくなる。ざまあねえな、このモグラ野郎！




◎生存確率５％──仲間と一緒に戦う。ＮＰＣの仲間五十人くらいにあと、リアルプレイヤーの仲間も同じくらいいるならオススメだ。数で圧倒できる。まぁそんなに仲間は集まらねえだろうな、このボッチ野郎！




◎生存確率０・１％──傭よう兵へいとなり町内衛兵隊に入り、テスラと共に戦う。実はこれがとんでもなく最悪な選択肢だ。大天才の俺ですらこの選択後のクリアは難しい。ハッキリ言って凡人でバカでアホでデブでハゲなお前らじゃあ絶対無理だろう。死ね！　一刻も早く死ね！




[image: ]

　……プリンを食べるのも忘れ、俺は鼻をヒクヒクと痙けい攣れんさせていた。

　ってか生存率０・１％ってことはアレだろ、ハード壊れる率99・９％ってことじゃねえかよ!!　冗談じゃない!!　このゲーム止やめるなら今のうちなんじゃないか!?

　だが親切にもカムイはその下に新たなタイトルを用意してくれていた。




『ゴブリン襲来後、傭よう兵へいとなったウンコ垂れへ』──俺はとりあえずその見出しをクリックする。




　プッ!!　信じられねーバカだな、テメー！　完全にハード壊れるぞ!!　ご愁傷様、ハッハハハ!!

　だがまぁ、もしもだ。お前が『最高の親友殺しベストオブ・ベストフレンドキラー』の称号をゲットしたなら可能性はゼロじゃねえ。持ってないなら、いいか、ハッキリ言う。無理だ。死んどけ。以上。




　……えっ。その称号は、マーチンに誓いの言葉を言った時に貰もらった称号じゃないか。




『最高の親友殺しの称号を手に入れた奴やつへ』




　……そんな見出しをクリック。すると、パスワード入力画面が現れた。カムイいわく『ホントだろーな、テメー？　なら誓いの言葉を入力しろや』。

　何で攻略法にセキュリティが掛かってんだ……と訝いぶかしがりながらも俺は『死んでもずっと親友』と入力する。すると画面が切り替わり、カムイの言葉が映し出された。




　ケッ。幽霊に取とり憑つかれ、凶気の幼おさな馴な染じみから追撃される、あの状況から抜け出すとはな。ほんのちったあ誉ほめてやるぜ。お前が入力した誓いの言葉は、分からねえ奴には十年経たっても分からねえ代物だろうからな。そんなお前に特別に、キワクエの裏技を教えてやる。それを知って『ゴブリン襲来イベント』に臨むなら、生存率は０・１％から０・５％くれーには上がるだろうよ。




　!?　ほとんど変わってねーじゃん生存率!!　で、でも裏技って何だ!?




　知りてえか？　だが裏技の前に、まずはゴブリン襲来第二波までの数日間を凌しのげ。この期間はプレイヤーによっては精神を病む。だが、このくれーのことも乗り越えられねーヘタレは裏技どころじゃねえ。それが終わったらもう一度オーベルダイン歴れき程ていを開け。その時、改めて教えてやる。分かったか、カス。




　精神を病む、だって!?　ゴブリンは関係ないのにどうして!?




　話を戻すぜ。

　ゴブリン襲来は難易度ＳＳの地獄級イベントだ。だが、このイベントをクリアして初めてテッドの町の謎を知ることになる。それでこそ序盤の『パーフェクトクリア』だと俺は考える。

　ゴブリン襲来の第二波は傭よう兵へいになった五日後だ。それまでせいぜいあちこちに目を配らせ、考えろ。

　そしていいか。よく聞け。生存確率０・１％と書いたが、それでも俺はクリアした。もちろん俺が文武両道なパーフェクトヒューマンだってこともあるが、クリアした人間が世界に一人でもいるってことを忘れるな。つまり『確率は紙のように薄いが、不可能じゃねえ』ってこった。分かったな、ゴミ虫が。




　……一体どうしてだろう。

　カムイの説明がいつになく熱を帯びているように思えた。

『お前にできるのか？　俺はやったぞ？　やってみろよ』そう言われているような気がしたのだ。

　……ハードは壊したくない。

　……買い換える金などありはしない。

　……食べかけだったプリンはいつの間にか床に落ちている。

　それでも俺はキワクエにログインしようと心に決めたのだった。




　レオナさんにログインする時間をスマホで伝えてから、俺は楓かえでの部屋のドアをノックした。あからさまに不機嫌そうに、楓がドアの隙間から顔を覗のぞかせる。

「……何？」

「プリンだ。やる」

「何で、プリン？」

　眉間にシワを寄せつつも、楓はプリンを受け取った。

「今から例のＶＲゲームをやろうと思う」

「は？　売ったんじゃなかったの？　クソゲーだって言ってたじゃない」

「お前にも言われたしな。売るならせめて区切りの良いところまで進んでからにしよう、って思ったんだ」

「わざわざ、そんなくだらないこと言いに来たの？」

「明日から連休だ。だからなるべくブッ続けでやりたい。それでお前に一言、断っておきたかった……」

　俺は真剣な表情で妹を見据える。

「楓かえで。今晩も俺は叫ぶと思う。もちろん叫びたくないが、きっと無理だ。絶対に叫ぶ」

「な、何よ、その『絶対叫びます宣言』は!?　アンタふざけるんじゃ──」

「前に楓に言われた通りだ。走るのを止やめて以来、俺はずっと色んなことから逃げてきたような気がする」

　俺は妹に頭を下げてから言う。

「迷惑を掛けると思う。けど、やらせてくれ。こればっかりは途中で投げ出したくない」

「……意味、分かんない」

　口をへの字にして、しばらくプリンと俺を交互に眺めていた楓は、

「勝手にしたら」

　そう吐き捨てるように言った後でドアを閉めた。

　いつものように素っ気ない態度だったが、さほど怒ってはいないような気がした。

　──ありがとな、楓。

　心の中で妹に感謝しつつ、俺は自分の部屋に戻る。

　そして意を決し、ヘッドギアを装着。ベッドで目を閉じたのだった。
























第六章　妖精の力






「だから先に攻略法を見てからにすればよかったのに」

「仕方ないでしょ、もう」

　同じようにカムイの攻略サイトを見たというレオナさんが俺に愚痴る。

「とにかくまずは、ゴブリン襲来までの期間を乗り切らなきゃあね」

「うーん。一体何があるんだろ」

「それは私も分かんないわ」

　ロードした途端、歩き始めたテスラの後に続いて、俺とレオナさんはガバンの屋敷に向かっていた。

　テスラが言うには、敷地内には衛兵訓練所があり、新しく衛兵になる者は近くにある宿舎で寝泊まりするらしい。だが、そこに行く前にまずは町王ガバンに挨拶しなければならないようだ。

　広大な敷地には思い出したくもないあの地ち下か牢ろうへの入口があった。傍そばに近付くと「ウォォォォ」と獣のような声が聞こえてくる。脱獄を願う囚人の呻うめき声ごえか、それとも誰かが拷問されているのだろうか。あまり考えたくなかったので足早に通り過ぎ、俺は豪ごう奢しやなガバンの邸宅に入った。

　以前、テスラと会食した食堂を過ぎて、螺ら旋せん階段を上ると大きな扉の脇に衛兵二人が槍やりを持って直立している。テスラに一礼すると、一人の衛兵が扉を開いた。

　床には赤絨じゆう毯たんが一直線に敷かれており、その先にある玉座に腰掛けていたのは艶つややかな長い黒髪の美しい女性だった。

「ようこそおいでくださいました。私がこの町を治めるガバンでございます」

　長身で華きや奢しやな体つき。しかしながら出るところは出ており、さらに下顎のホクロも色っぽい。『ガバン』という名前の響きと『町王』という名称から、どうしてもオッサンを想像していたので面食らってしまった。

　ガバンは俺の元に歩み寄ると、いきなり強く抱き締めてきた。

「あうっ!?」

　密着された刹那、女性の柔らかさが体を伝わり、変な声を出してしまう。

「衛兵は町の宝。頑張ってゴブリンから町の人々を守ってください。そして、どうかどうかご無事で……」




　ガバンの挨拶──というか抱擁を受けた後、屋敷を出る。例によってテスラの先導のもと、敷地を歩き、衛兵訓練所に向かっているとレオナさんが耳元で囁ささやく。

「それにしてもさっきのヒロ君、ウケるんですけど。『アウッ』って何よ。外国のポップスターが急に踊り出したのかと思ったわ」

「誰がポップスターですか！　いきなり抱きつかれたら誰だってああなるでしょ！」

「へーえ。じゃあ今度、私も試してみようかしら？」

「や、やめてくださいよ！」

　なんて否定してみたものの、レオナさんにならちょっと抱きつかれたいような……いやむしろ抱きついて欲しいような……。

　そんなバカなことを考えていると、大きな建造物が見えてきた。ガバンの屋敷ほどの大きさながら、質素で殺風景な石造りの建物である。

　軋きしむ木製の扉を開け、中に入ると、板張りの道場のような場所で数十人の衛兵たちが木剣を片手に稽古に励んでいた。

　しかし、テスラの姿に気付いた一同は練習をピタリと止めて敬礼する。テスラが周りを見渡した後で口を開く。

「皆。今日は新しい仲間を紹介する。傭よう兵へいとして一時的に我が衛兵隊に入隊してくれたヒロだ。それから……」

　いつの間にか俺の隣には長身でガタイのよい短髪の男と、ひょろりとした目つきの悪い男が佇たたずんでいた。

「こちらはグラナダとパルー。彼らも傭兵だ。以上新規入隊者三名。皆、仲良くしてくれ」

　俺たちに向け、数十人の衛兵が一斉に拍手を送るが、その顔は一様に明るくない。ゴブリンがいつ攻めてくるとも分からぬ現在、悠長な歓迎モードではないということだろう。

　テスラも顔を引き締め、発破をかける。

「皆の活躍でゴブリンたちは一旦、退却した。だがいつ何時また襲ってくるか分からない。各自、有事に備えて練習を怠らぬこと」

「はっ！」と声を揃そろえ、敬礼する衛兵たち。テスラは続ける。

「今回、ゴブリンたちはガバン様の屋敷に向かっていたように思う。魔物の本能で、此こ処こを落とせばテッドの町が陥落すると察しているのかも知れない」

　そしてテスラは声を張り上げた。

「いいか！　この町を、そしてガバン様を守るのだ！　それがテッド町内衛兵隊としての我らの使命である！」

　テスラの鼓舞を受け、広い訓練場に衛兵たちの雄お叫たけびが木霊する。その後、テスラはお付きの者を従えて、扉から出て行ってしまった。

　──あ、あれ。テスラが教えてくれるんじゃないの？

　他の衛兵たちも各々訓練を再開する。何をしてよいか分からずに戸惑っていると、後ろから黒人の男が声を掛けてきた。

「まずは宿舎に案内するよ。付いてきてくれ」

　グラナダとパルー、そして俺を含めた新規入隊者はその男の後に続いた。男は歩きながら白い歯を見せて笑う。

「おっと名前がまだだったね。俺はボブ。一ヶ月前に衛兵になったばかりで先輩って言うほどでもない。気軽に接してくれ」

　俺は素直に頷うなずくが、体格の良いグラナダは皮肉な笑みを浮かべていた。

「訓練場を見回したが、たいして強そうな奴やつはいなかったな」

「グラナダさんが一番っすよ！」

　そうして二人で笑い合う。どうやらグラナダとパルーは既に面識があるらしい。

「勢いがあるねえ！　傭よう兵へいはそうでなくっちゃ！」

　ボブは怒るでもなく、嬉うれしそうに笑っていた。

　そんな感じで雑談しながらボブが案内してくれたのは、訓練場から数十メートル離れた所にある宿舎だった。俺に割り当てられたのは、二階にある質素な部屋で、中にはベッドなど必要最低限の家具しかなかった。小さなベッドの上には訓練着が置いてある。

　ふと気になって、俺の背後でヒラヒラと浮遊しているレオナさんに話しかけてみた。

「レオナさん、さっきから静かですね。一瞬いなくなったのかと思いましたよ」

「ＮＰＣがゲームの説明してる時とかって、なるべく喋しやべらない方が良いかなと思って。ヒロ君にキワクエに集中して貰もらいたいからね」

「ああ、なるほど」

　レオナさんにも一応ゲームアドバイザーとしてのこだわりがあるらしい。いやまぁ、それはともかく、

「えっと。俺これから着替えたいんで……」

「どうぞ。気にしないから」

「いや俺が気になるんですよ！」

　レオナさんに後ろを向いて貰っている間に、置いてあった訓練着に着替える。訓練所にいたＮＰＣたちと同じ格好になったと同時に扉がノック。ボブが顔を覗のぞかせた。

「着替えたか？　じゃあ戻るぞ。これから簡単な実技訓練がある」

「そ、それって剣の？」

「そうだ。知りたければ体術なんかも教えるよ」

　おおっ！　此こ処こに来てチュートリアル！　最近、妙にＲＰＧっぽいぞ！

　俺はワクワクした気持ちだったのだが、ボブは誤解したのか俺の肩に手を回してきた。

「そんなに緊張するな。まだゴブリンと戦う訳じゃない。今日は新人の顔見せみたいなもんだ。気楽にやれば良いんだ」

　いや別に緊張してる訳じゃないんだけど……。言い返そうかと思ったが、ボブは俺の肩に手を乗せたまま、神妙な顔で俺をじっと眺めていた。

「な、何？」

「ヒロはかなり細身だな。ひょっとして隠おん密みつ行動とか、そういうのが得意なタイプなのか？」

「隠密？　特にそんなことは……」

「そうか。まぁ普通にやれば問題ない。普通にやれば」

「あ、ああ……」

　ボブの意図するところが分からず、俺は曖昧な返事をした。その後、ボブの後に続いて階段を下り、玄関でグラナダとパルーに合流。俺たちは再び訓練場に戻った。

「おっと。教官が来ているな」

　ボブが呟つぶやく。広い訓練場では数十人もの衛兵が整列しており、先程テスラが立っていた場所には、赤鼻の小柄な男が木剣を持って佇たたずんでいた。ボブが俺たちに前に出るように合図する。赤鼻の男が、しかめ面をして近寄ってきた。

「新規入隊者のグラナダにパルー、そしてヒロだな！　俺がこの訓練所の教官アモスだ！　言うことを聞かないと摘つまみ出だすからな！」

　耳障りな甲高い声を張り上げる。テスラが教えてくれるのかと期待していたのに、どうやらこのアモスとかいうＮＰＣがチュートリアルの先生らしい。

　雑魚っぽいキャラだなあ、なんて内心思いながらアモスを見つめていると、ギョロリとした目を俺に向けてくる。

「おい！　テスラ様はお前を気に入っているようだが、衛兵は実力が全て！　役立たずはいらないからな！」

「はぁ」

「戻れ！」

　蝿はえを払うようにシッシッとした手つきをする。何だか、だんだん腹が立ってきた。

　つーか、イヤな感じのＮＰＣだな！　まぁ確かにゲームの教官って、こんなタイプが多いけど！

　ボブの隣に戻っても、アモスは衛兵の心構えを偉そうに皆に語っていた。ボブがこっそり俺に耳打ちしてくる。

「気にするな。アイツ、イヤな奴やつで有名なんだ」

　更にその隣にいるポニーテールの女性も微笑ほほえみながら小声で語る。

「そうそう。アモスの奴、たいして強かないのに良い格好しちゃってさ。あ、私キャシー。よろしくね」

　栗くり色いろの髪が小麦色の肌によく似合っている。キャシーは活発そうな女性だった。

「よろしく」

　俺がキャシーと握手をした途端、アモスが叫んだ。

「そこ！　うるさいぞ！」

　怒鳴られてボブは大仰に肩をすくめる。その様子を見て俺も何だかくすりと笑ってしまった。

「何だ、お前ら！　余裕かましやがって！　ようし、分かった！　ヒロ、実技訓練はお前からだ！」

　アモスは腰の木剣を俺に向かって投げてきた。俺はカランカランと足下に転がった木剣を手に取る。

「ああ、いいよ」
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　上等だ！　やってやろうじゃんか！

　正直、アモスに対して恐怖は全く感じなかった。それも当然。俺は凶暴な幼おさな馴な染じみに殺されかけたり、凶悪なゴブリンと対たい峙じした経験がある。命の危険のない木剣での試合なんか余裕だった。

　俺は不敵な笑みでも浮かべていたのだろうか。

「な、何だよ……！」

　アモスが恐れをなしたかのように少し後退する。ぷっ！　見かけ通り、気の小さそうなＮＰＣだな！

　アモスと俺が木剣を持って向かい合う。ボブとキャシーが俺に笑顔を見せた。

「ヒロ。終わったらこの後、一緒に飯食おうぜ」

「おう！」

　俺は二人に親指を立ててみせる。流石さすがにアモスがいきり立った。

「ふ、ふ、ふざけやがって!!」

　ま、さっさと終わらせるとしますか！

　俺は木剣を振り上げ、颯さつ爽そうとアモスに突進する。そして木剣でアモスの肩を狙った。頭部を狙わなかったのも自信と余裕からである。しかし……アモスは俺の攻撃をひょいと避よけた。

　──あれっ？

　俺の木剣は虚むなしく床を叩たたいた。同時に腹部に衝撃と痛みが。かわしざまにアモスが俺の腹に木剣を当てたのだ。俺は中腰になって唸うなる。

　な、何だ!?　アモスの奴やつ、結構やるじゃないか!!

「ヒロ君!!　頑張って!!」

「ヒロ！　落ち着いてアモスの動きをよく見るんだ！」

　レオナさんもボブも声援を送ってくれている。二人だけじゃない。今、訓練場の衛兵たちの視線は全てこの試合に向いていた。無様なところは見せられない。俺は立ち上がると今度は慎重に構える。

「んん？　素人みたいな構えだな」

　アモスは警戒しながらジリジリと近付いてくる。そして様子見のような感じで木剣を軽く叩き付けてきた。俺とアモスはしばらくチャンバラのように木剣を打ち交わす。弱そうに思えたアモスの乱打。なのに木剣を持つ俺の腕がしびれてくる。やがてアモスの攻撃に耐えきれず、俺は木剣を落としてしまった。

「おいおいおい。余裕ぶってたから強いのかと思ったら……」

　今まで警戒していたアモスの顔が愉悦に歪ゆがむ。

「ヒロ……お前、弱よぇえじゃねえかよっ!!」

　そうして。武器を無くした俺の脳天に、アモスの容赦のない一撃が振り落とされた。

「ぐうっ！」

「ひ、ヒロ君っ!?」

　レオナさんの叫び声を聞きつつ、俺はバタリと床に倒れる。痛覚は現実より鈍いとはいえ、かなりの衝撃だった。いや、精神的なショックのせいで、より一層の痛みを感じたのかも知れない。

　倒れた俺の周りで衛兵たちがざわついていた。

「マジでアイツ弱くね？」

「アモスにあんな簡単にあしらわれた奴やつ、初めて見たぜ」

「どうして衛兵に志願したんだ？　町人以下じゃないか」

　そんな声を聞きながら改めて周りを見渡して……ようやく俺は気付いてしまう。視界に入る衛兵たちはみな筋骨隆々。ボブは勿もち論ろん、細身のキャシーだって、腕にしっかり筋肉が付いている。見るからに普通の女性のそれではない。

　そんなキャシーが、憐あわれむような顔で俺を眺めていた。気まずくて視線を逸そらすと、レオナさんが俺の近くに飛んできて耳元で囁ささやく。

「ヒロ君。大丈夫？」

「は、はい。それにしてもアモスって強いんですね。あんなヴィジュアルだからてっきり弱いのかと……。ってか今のって、ゴブリンと戦う前のチュートリアルみたいなもんじゃないんですか？」

「キワクエに初心者向けのチュートリアルなんか存在しないわ。アモスだって弱そうに見えても衛兵訓練所の教官。そんなプロに対して全く格闘技経験のない高校生が良い勝負するなんて普通はあり得ないわよね。漫画じゃあるまいし」

「いやだからそんなところまで、リアルに再現する必要ないでしょ!!」

　少し見直しかけていたキワクエだが、やはりクソゲーだったのだと再認識した。すると、不意に「おおっ！」と、どよめきが。見れば、俺と一緒に入隊したグラナダが、腰を抜かしたアモスの前で仁王立ちしている。俺がレオナさんと話している間にグラナダとの打ち合いが始まっていたらしい。

　グラナダがアモスを見下してニヤリと笑う。

「どうした、先生。こんなもんかい？」

「ちゅ、中止！　訓練は中止だっ！」

　脇腹を押さえ、逃げるようにして訓練場を出て行くアモス。見逃してしまったが、どうやらグラナダがアモスを圧倒していたようだ。

「やるなぁ！　グラナダ！」

「ああ！　すげえ仲間が入ったもんだ！」

「グラナダならゴブリンだって倒せるかもな！」

　衛兵たちがグラナダを囲む。俺と正反対にグラナダの評価は爆上がりしていたのだった。レオナさんがポリポリと頬ほおを掻かく。

「あらら。教官がいなくなっちゃったわ。どうやら休憩タイムみたいね」

「ですね」

　俺はとにかく気持ちを切り替え、立ち上がるとボブとキャシーの所に向かった。後で一緒に飯を、と誘われていたからだ。しかし食堂の場所を尋ねてもボブは苦笑いして、俺から目を逸そらす。

「悪い。ちょっと用事が出来ちゃって」

「え……」

　そしてボブは足早に訓練場を出て行ってしまった。キャシーがボブの後を追いながら、俺の方を心配そうに眺めていた。




　訓練場の隣には食堂があり、そこで俺は一人寂しく支給されたパンを頬張っていた。レオナさんが肩にちょこんと乗ってくる。

「完全にハブられちゃったわねえ。まぁヒロ君、見るからに浮いてるもんね。普通の高校生が傭よう兵へいなんかになれば、こうなるのは当然。何も考えないで志願しちゃうからよ」

「うう……」

　全くもって言い返せない。ちょっと考えれば確かにその通り……なのだが、テスラに誘われた時はよくある感じのゲームイベントだと思ってしまった。しかし、キワクエはリアルに忠実なゲーム。平和な日本の高校生が突如、傭兵なんかになって活躍できる訳がなかったのである。

「でもまぁたった五日間よ！　それを耐えればこのイベントは終了！　カムイの裏技だって聞けるんだから！」

　明るい声を出したレオナさんに同意するように頷うなずく。

「そ、そうっすよね。初日からこんなんじゃ、カムイにバカにされちまう」

「その意気よ、ヒロ君！　頑張りましょう！」

　食堂を出ると、日も落ちていた。皆、宿舎に向かって歩いているので俺も付いていく。ボブが言っていたように今日は顔見せで、本格的な訓練はどうやら明日かららしい。

　二階の自室に向かうと、扉の前でキャシーが佇たたずんでいた。前髪をいじりながら少し、はにかむ。

「ヒロ。今日は大変だったね」

「うん、まぁ」

「元気出しなよ。強くなって見返してやればいいのさ」

　そうしてキャシーは俺に手を振って歩いていった。レオナさんが俺の肩を小さな肘で突く。

「味方だっているじゃない」

「はい！」

　少しやる気を取り戻し、部屋に入る。レオナさんが小さなシングルベッドを指さした。

「じゃあヒロ君。明日まで寝るとしましょうか」

「え。ゲームの中で寝るんですか？」

「他にもフルダイブＲＰＧ、やったことあるでしょ？　ゲーム内の睡眠って、別に珍しくなくない？」

「まぁ確かに」

「ひょっとして寂しいの？　添い寝してあげよっか？」

「い、いえ！　結構です！」

「あーら残念」

　レオナさんは今、フィギュアサイズ。人形を枕の隣に置いて眠るような感じになるのは避けたかった。というか現実のレオナさんの大きさだったとしても一緒に寝るのは、それはそれでマズい……ような嬉うれしいような……！

　もし断らなかったらどうなったんだろう。そんなことを思っていると、何だかドキドキしてくる。ちらりとレオナさんを見ると、椅子の上で俺の服を毛布代わりにして横たわっていた。スースーと寝息が聞こえてくる。

　ええっ!!　もう寝たの!?　早っ!!

　羨ましい性格だなあ、と思いつつ俺はシーツを被かぶる。レオナさんを見習って寝ようとしたが、静かになると敷地内にある牢ろう獄ごくから囚人の呻うめき声ごえが此こ処こまで聞こえてくる。俺はなかなか寝付けなかったのだった。




　ゲーム内二日目。

「ヒロ君。起きて。朝よ」

「あ……はい……おはようございます……」

　不思議な感覚だった。他のフルダイブＲＰＧをプレイ中、宿屋で寝たことはあるが、その時はまるで時間の経過を感じなかった。『寝たと思った次の瞬間、朝を迎えている』というのが通常なのだ。だが、キワクエの中での睡眠は実際に数時間は寝たような感じで頭がぼうっとする。俺は眼めを擦こすりながら言う。

「こういうところまでリアルに忠実なのか……」

「実際、現実世界じゃあ一分も経たってないでしょうけどね。当時最先端の脳科学技術で長時間眠ったように錯覚させてるのよ」

「キワクエって無駄にハイテクっすよね」

「そんなことよりヒロ君。皆、もう訓練場に行ってるみたいだけど」

「ええええええっ！　マジっすか！　早く言ってくださいよ！」

　慌てて着替えて訓練場に走る。昨日は格好悪いところを見られて、その上今日は遅刻とか最悪じゃないか！

　訓練場に入ると沢山の衛兵たちが既に木剣を打ち交わしていた。とりあえず教官のアモスを探してみる。アモスは、対戦相手の衛兵に木剣を振るうグラナダの隣に立っていた。

「いやあグラナダ君は筋が良いね～！　そうそう、その調子！　そのまま続けていれば良いから！」

「アモスの奴やつ、もう取り入ってるわ」

　レオナさんが呆あきれたように呟つぶやく。グラナダに負けたアモスは、長いものには巻かれろとばかりにニコニコと笑いながら揉もみ手でをしていた。だが、俺が近付くとコロッと顔色を変える。

「何だお前。まだいたのか」

「いるよ、そりゃあ！」

「ヒロ君！　イヤなＮＰＣだけどアモスは教官！　ここは下した手てに出ましょう！」

「は、はい……！　ええっとアモス教官、俺は何をすれば？」

「ふん。素振りでもしとけよ」

「素振りですか。それ続けてれば突然、必殺技が閃ひらめいたりします？」

「ああ!?　あるかよ、そんなこと!!　子供かお前は!!」

「でもテスラは『雷鳴神速ライトニング・エクストリーム』って技を持ってたし。あれって必殺技でしょ？」

「天才をお前みたいな凡人と一緒にすんな！」

　アモスはバカにしたような顔で大きな溜ため息いきを吐ついた。

「はーあ。テスラ様も何でこんなド素人を衛兵に……」

「とにかくちゃんと教えてくださいよ。俺、一生懸命練習しますから」

「あのなぁ。ちょっと練習しただけで強くなれると思うの？　そんなことあったら数年間ずっと鍛えてる俺たちがバカみたいだろ？」

「そ、そりゃあそうっすけど」

「勘違いすんなよ。俺たちは即戦力が欲しいから傭よう兵へいを募集したんだ。訓練所ったって実際、各自どのくらい技量があるのか計って、ゴブリン討伐チームを作る時の参考にしてるだけだ。基礎もできてない奴やつに一から教える場所じゃねえんだよ」

「はぁ」

「それに、いくらやったってダメなもんはダメ。人間には向き不向きってのがあるんだ。動きを見りゃあ分かる。ヒロ、お前全然センスないよ。八十歳超えたばあさんが踊り子になりたいって言っても無理だろ？　そんな感じだ」

　ぐうっ!!　おばあちゃん扱い!?　俺、ゲームの主人公なのに何でＮＰＣにこんなこと言われなきゃならないんだよ!!

　それでも周りの衛兵たちに対して、俺が体格も経験も何もかも劣っているのは事実だった。言い返せないでいると、アモスは違う衛兵のところに行ってしまった。レオナさんが肩をすくめる。

「正論っていえば正論よね。とりあえず言われた通り、素振りでもしてればいいんじゃないかしら」

「はい……」

　訳も分からず木剣を上下に振る。こんなことで強くなれるのか甚だ疑問である。

　しばらくするとレオナさんが嬉うれしそうな顔で俺の前に飛来した。

「ヒロ君！　グラナダとパルーがこっちに来るわ！　相手してくれるんじゃない？」

「マジっすか！」

　だが近くまで来ると、グラナダは嘲るように笑って俺を指さした。

「パルー、知ってっか？　コイツ、親友を殺したんだってよ」

「マジ？　親友殺しが衛兵とかそれってアリなの？　僕たちも寝首かかれそうじゃん？」

　パルーもニヤニヤと同調している。

「い、いやまぁ、その話題はもう。テスラもあれは事故だって言ってくれてるんで」

　引きつった笑いでそう返すが、二人は聞いていない。突然、グラナダがいかつい顔を俺に近付けてきた。

「オメーよ。俺たちの足、引っ張んじゃあねえぞ？」

「え……」

「弱虫が一人混じってると、規律が乱れるって言ってるの。分かんないの？」

　二人にすごまれ、目を逸そらし、

「は、はい……」

　俺は情けない声で返事したのであった。

　二人がいなくなってからレオナさんが声を荒らげる。

「何よ、アイツら！　アモスより嫌な感じのＮＰＣじゃない！」

「はは……ホント、リアルですよね……」

　グラナダとパルーの嘲るような顔は、俺からカツアゲをする時の谷たに城しろと三み科しなとを思い起こさせた。やる気が削そがれ、その場にただ佇たたずむ俺だったが、キャシーが笑顔で近付いてくる。

「ヒロ。私で良かったら稽古の相手をするよ」

「あ、ありがとう！」

　まるで地獄で仏に会ったような気分だった。レオナさんが耳元で囁ささやく。

「仲間がいるって心強いわよね！」

「ですね！」

　頷うなずいて、レオナさんに微笑ほほえむ。だがレオナさんの姿が見えないキャシーは怪け訝げんそうに俺を見ていた。

「どうしたの、ヒロ。止やめる？」

「い、いや！　やろう！　ってかお願いします！」

　俺が頭を下げるのを見て、キャシーは楽しそうに笑っていた。




　ゲーム内三日目。

　昨日はキャシーのお陰で、どうにかまともな練習をすることができた。といってもズブの素人の俺は、木剣の持ち方や構えなどを教わることで精一杯だった。今日からキャシーに実践的な技を教えて貰もらう予定だったのだが……

　──うう……最悪だ……！

　今──俺は木剣を持ったグラナダと対たい峙じしていた。アモスの提案で衛兵同士、一対一で練習試合をする運びになってしまったのだ。そして俺の相手は、ガタイのよい同期のグラナダだった。

「始め！」

　アモスが言うや否や、

「ぜやああああああああっ!!」

　怒号のような野太い声でグラナダは俺に突進、木剣を振り下ろす！　間一髪よけたが……いやいやいや！　練習の域、超えてんだろ！　あんなの当たったらゴブリンと戦う前に体が壊れちまう！

　俺はグラナダと距離を取って、どうにか体勢を立て直す。キャシーとの練習を思い出しながらグラナダに斬りかかったが、

「何だぁ、そのへなちょこな攻撃は!!」

　グラナダの胴を狙った俺の木剣は軽く払われ、後方へ弾はじき飛とばされた。

「そこまで！　勝負ありっ！」

　アモスがグラナダに向かい、片手を上げると、見ていた衛兵たちがドッと沸いた。

　自信満々に手を上げて声援に応えていたグラナダは、俺の傍そばまでゆっくり歩み寄ってきて、打って変わった厭いや味みな表情を見せる。

「ヒロ。お前、衛兵隊辞めろや。お前なんかいてもクソの役にも立たねえ」

　戸惑っているとパルーも俺に近付いてきて呟つぶやく。

「出て行くのが嫌ならさー、これから毎日お金ちょうだいよ？」

「ああ、そうだな。そうしたらいさせてやってもいいぜ？」

　下卑た笑いを交わしつつ、二人は俺の元から去っていった。呆ぼう然ぜんと立ちつくす俺の前に妖精のレオナさんが舞い降りる。

「最ッ低！　何なの、あの典型的なイジメっ子タイプのＮＰＣは！」

「イジメっ子……確かに……」

「ヒロ君もちょっとは言い返してやりなさいよ！」

「いや。俺、どうもああいうタイプは苦手で……」

「ヒロ君……？」

　似たような奴やつらにリアルで付きまとわれていることを知らないレオナさんは、ただ不思議そうな顔で俺を見つめていた。




　休憩になってから訓練場を出る。肩を落として歩く俺にレオナさんが語りかけてきた。

「ずいぶんとくたびれてるわね」

「まぁ……カムイもこのイベントは『精神を病む』って書いてましたから……」

　そう。ゴブリン襲来前に一ひと悶もん着ちやくあろうことはオーベルダイン歴れき程ていにより前もって知っていた。しかし……その内容は俺の想像の斜め上だった。

　──これじゃあ、現実で谷たに城しろと三み科しなにやられてることと大差ねえじゃんか……。

　溜ため息いきを吐つくと、レオナさんが小さな体の大きな胸をどんと叩たたいた。

「安心して！　私、ヒロ君が練習してる間にいいものを発見したんだから！」

「へ？　それって？」

「こっちよ！」

　飛ひ翔しようするレオナさんに付いていく。広大なガバン邸の敷地内にはまだ俺の行ったことのない場所が多くある。そして、目の前の小さな建物に掲げられた看板を見て、俺は喫驚した。

「え、『衛兵相談所』……？　何なんですか、コレ？」

「訓練所は荒くれ共が集う場所。色々な悩みが噴出するわ。荒すさんだ衛兵の心を癒いやしてくれる場所、それがこの衛兵相談所──だと思う」

「『思う』って、知らないんですか!?」

「だって、私もこんなイベント初めてだもん。でもきっと今のヒロ君にピッタリな場所だと思うわ」

「い、いいですよ、こんなの」

「ヒロ君！　アナタ、お金せびられてるのよ！　ゲームだからって、こんなこと許しちゃダメ！」

「わわわっ！」

　レオナさんに髪の毛を引っ張られつつ、無む理り矢や理り、相談所に連れて行かれる。中には丸めがねを掛けた男性が、テーブルを前にして腕を組んでいた。

「そこに座って」

「あ、はい」

「それで君はどういったことで悩んでいるのかな」

「え、ええっと。俺、最近衛兵になったんですけど、人間関係がうまくいかなくて」

「人間関係ねえ。具体的には？」

「教官に適当にあしらわれて、同期の仲間にもバカにされてまして……」

「ヒロ君！　お金の話もちゃんとしなさい！」

「あ、あとその……仲間に、お、お金をせびられていましてですね……」

「ふむふむ。もっと詳しく教えてくれるかな」

　告白すると同時に、恥ずかしくて情けない気持ちに襲われる。しかし、もしかするとこれで現状が打破できるかも知れないと俺は前向きに考えた。

　俺が詳細を話している間も相談員は羽ペンを動かしていた。そして、話し終わると、相談員は羽ペンをテーブルに置き、目を細めて俺を見た。

「こういうこと言っちゃあなんだけど、それって君にも責任があるんじゃないの？」

「ええっ!?」

「聞いた話を総合すると、君が実力もないのに衛兵になったところから全てが始まっているよね？」

「だってテスラに誘われたから、」

「断れば良かったんじゃない？」

「そ、それはまぁ」

「君にできるアドバイスは衛兵を辞めることだね。他にも進む道はたくさんある訳だし。……はい、じゃあ次の方」

　衛兵相談所を出た後、俺は地面を激しく踏みつけた。

「何にもなんねえ!!　一体、何の為ための相談所なんだよ!!」

　現状を改善するどころか『辞めろ』とぶっきらぼうに言われたことに俺は憤っていた。レオナさんは、怒る俺とは逆に冷静に呟つぶやく。

「まぁ実際、世の中の悩み相談ってこんな感じでほとんど解決しないのよね」

「!?　じゃあどうして行けって言ったんですか!!」

「でも胸の内を打ち明けて、気分はスッキリしたんじゃない？　それに今日、相談をしたことによって後々良い結果に繋つながるかも知れないわ」

「ホントですか？　うーん。そうだと良いんですけど……」

　レオナさんと話していると、キャシーが駆け寄ってきた。相談所の建物と俺の顔を交互に見て、目を瞬かせる。

「ヒロ。体の調子でも悪いの？」

「いや、そういう訳じゃなくて普通に相談を、」

「此こ処こは病気や怪け我がなんかで体の不調を抱えている人が行く場所だよ。普通の相談なんか、するだけ時間の無駄よ」

　愕がく然ぜんとしてレオナさんに視線を向けると、素知らぬ顔で「ピュー」と口笛を吹いていた。使えねえな、このゲームアドバイザー！

　レオナさんに不信の目を向けていると、キャシーはおもむろに胸元から銀色のペンダントを取り出した。大事そうにその星形のペンダントを握りしめている。

「それは？」

　俺が尋ねるとキャシーはニカッと笑った。

「私はね。辛つらいことがあったら教会で神様に祈るんだ。そしたら良いことがあるんだよ」

「へえ」

「あんまり気にすることないさ。マイペースで頑張りなよ」

　そう言い残してキャシーは去っていった。

「神様か。キャシーって案外、信心深いんだな」

　呟つぶやいてからレオナさんを見ると、なぜか目を輝かせている。

「ヒロ君！　早速、私たちも教会に行きましょう！」

「ええっ！　ホントにお祈りするんですか？　俺、別に信仰心とかありませんけど！」

「バカねえ！　今のは明らかなフラグじゃない！　イジめられて困っていて、相談所に行ったけどダメ──そんな時、仲間のＮＰＣが教えてくれたのが『教会で神様に祈る』ってイベントでしょ！　ゲーム攻略の定石じゃない！」

「そ、そう言われてみると、確かにフラグかも！」

「町の教会の場所は知ってるわ！　ヒロ君、付いてきて！」




　レオナさんの後を追うこと数分。町の中心から少し離れた場所にその教会はあった。キャシーが持っていた星形のペンダントをまんま大きくしたオブジェが天てつ辺ぺんに掲げられている。俺は大きな両開きの扉を潜くぐって中に入った。

　赤絨じゆう毯たんの先には石の女神像が佇たたずんでいる。教会の中は凛りんとした空気が張り詰めており、信心深くない俺でも荘厳な雰囲気を感じてしまう。

「ヒロ君。あそこよ」

　女神像の下にある祭壇には、修道服を着た女性が立っていた。近付くと、彼女は俺を透き通るような瞳で見つめてくる。

「私はシスター・マリアンヌです。汝なんじの悩みを打ち明けなさい」

「は、はい」

　まるで懺ざん悔げをするように、俺は衛兵生活の悩みを彼女に相談した。相談している間も、シスターは慈愛に満ちた眼まな差ざしを俺に向けていた。

「アナタの周りに黒いモヤのようなものが見えます。今から清めの儀式を行いましょう」

　そう言ってシスターは姿を消した。

「清めの儀式って何なんですかね？」

「うーん。洗礼みたいな感じじゃないかしら？」

　なるほど、洗礼か！　聞いたことがあるな！

　一体どんなことが起こるのかと緊張していると、シスターは大きなタライを持ってヨタヨタと歩いてきた。中には水がなみなみと入っている。そして次の瞬間、

　バッシャアアアアアア!!

　シスターは有無を言わさず俺の顔面に冷水をブッかけてきた！

「!!　つおっ!?」

　顔面に思いっきり食らったので、鼻や口にも水が入ってしまった。

　──こ、これが洗礼!?　罰ゲームの間違いだろ!!

　空のタライを抱えたシスター・マリアンヌは何食わぬ顔で言う。

「聖水を浴びることによってアナタの体は清められました。これからはきっと万事うまくいくことでしょう」

「あ、ありがとう……ございます……？」

　ボタボタと水を滴らせた体で、俺はとりあえずシスターに頭を下げて礼を言ったのだった。




「はっくしょん!!　うう、寒い……!!」

　キワクエ内の気温は冬ほど寒くはないが、かといって夏ほど暑くもない。教会を出ても俺は震えていた。レオナさんが呑のん気きそうに微笑ほほえむ。

「良かったわね、ヒロ君」

「タライの水、ぶっかけられただけのような……これで何か状況が変わったんですかね？」

「間違いなく良い変化がある筈はずよ！　シスターだってそう言ってたじゃない！　明日が楽しみね！」

　うーん。アモスがまともに教えてくれるようになったり、グラナダとパルーが改心したりするのかなあ。

　そんな淡い期待をしつつ、俺は宿舎に戻ったのだった。




　ゲーム内四日目。

　昨日の教会の効果も知りたかったので、俺はアモスに思い切って尋ねてみる。

「あ、あのう。俺の練習相手、いませんかね？」

「チッ」と舌打ちした後でアモスはアゴをしゃくる。その先には一人の衛兵が暇を持て余していた。俺が声を掛けるまでもなく彼は近付いてきた。

「やるか？」

「はい！」

「ヒロ君！　よかったじゃない！　早速、お清めの効果があったわね！」

　俺は笑顔でレオナさんに頷うなずく。

　──やっぱり効果あったんだ！　いやあ、寒い思いした甲か斐いがあったな！

　そうして初めてキャシー以外の相手との練習が始まったのだが……

「ぐはあっ！」

　俺は対戦相手の突きを食らって悶もん絶ぜつ。無様に床に倒れ伏した。アモスが汚いものを見るような眼まな差ざしを、うずくまる俺に向ける。

「お前ってホント弱いよなあ。やっぱり一人で素振りしてろ。永久に」

「うう……」

　け、結局こうなるのかよ……！

　突きがみぞおちに入ったせいで起き上がれない。レオナさんが心配そうに見守る中、グラナダとパルーがやってきた。

「全く憐あわれだな」

「弱いってホント罪だよねえ」

　カラカラと二人で笑い合った後、パルーが俺に手を伸ばしてきた。

「はい。ヒロ。お金」

「え……？」

「集金だ。昨日言っただろ？」

「か、金なんかない……」

「おいおい。約束だろ。破るのかよ」

「仕方ない。こうなったらお仕置きだね」

　パルーが俺に木剣を突き出す。

「立ちなよ。僕が相手してやるよ」

　木剣を取るのを躊ちゆう躇ちよしていると、レオナさんが大声で叫ぶ。

「ヒロ君！　コイツ、弱そうよ！　やっちゃいなよ！」

　た、確かに！　グラナダじゃなくて、コイツなら！

　グラナダは長身でガタイも良いが、パルーの体格は俺と大差ない。まだ先程、練習相手をしてくれた衛兵の方が強そうである。俺は木剣を構えてパルーと対たい峙じする。

「それじゃあいくよー」

　呑のん気きそうな声が聞こえたと思ったその瞬間。パルーは既に俺の懐に飛び込んでいた。

　──は、速っ!?

　ドッと木剣が腹に入る。見かけ通り腕力はないらしく、痛みはさほど感じない。だがパルーは素早い動きで俺を翻弄し、隙を見ては木剣の連打を俺に食らわせた。

「ううっ！」

「あはは！　ホラホラ、どうしたのー!?」

　雨あられと繰り出される攻撃に耐えきれず、俺は体勢を崩して倒れてしまう。

「まだまだいくよー!!　あはははははは!!」

　その後もパルーは、倒れた俺に馬乗りになって木剣を何度も叩たたき付つける。

「や、やめてくれ……」

　俺は頭を腕でかばいながら、為なす術すべもなく攻撃を浴び続けた。

「アモス教官！　こっちです！」

　永遠に続くように思われたパルーの連打。しかしキャシーがアモスを連れてきたことで、パルーの動きが止まる。

「どうした？　一体何事だ？」

　パルーは俺からどいて立ち上がると、アモスにニコリと微笑ほほえむ。

「何って練習っすよ、練習」

「そうそう。ヒロは練習相手、なかなか見つからないみたいなんで。だから俺たちが付き合ってあげてたんだよ」

　グラナダも一緒に笑い合う。その様子を見て、アモスはこくりと頷うなずいた。

「そうか。なら問題ないな」

「そ、そんな……だって今のは明らかに……」

　愕がく然ぜんと呟つぶやくキャシーを無視するように、

「各自、訓練を続けろ！」

　アモスはそう言い放ち、去っていった。




「いてて……」

　パルーに叩かれたところが青アザになっている。休憩になって訓練場を出ると、惨めな気持ちは徐々に苛いら立だちへと変わっていった。俺は浮遊するレオナさんに感情をぶつける。

「つーか全ッ然、状況、変わってなくないですか!?　相談所行って、聖水まで浴びたのにむしろ悪くなってるっていうか!!」

　だがレオナさんは逆に怒ったように、キッと表情を変えて俺を見据えた。

「相談員も神様も心の支えになっても現実には動いてくれないし、助けちゃあくれないわ！　いい、ヒロ君！　現実に問題を解決するのはあくまで自分自身！　他人なんかに甘えちゃあいけないのよ！」

「!?　アンタが行けって言ったんでしょうがああああああああああああああああ!!」

　大声を張り上げると、周りの衛兵たちが俺を奇異の目で眺めた。そして、

「あれあれ。一人で何を叫んでるのかなー？」

「ヒロ。お前、遂ついにおかしくなっちゃったのかよ？」

　ギクリとして振り向くと、またしてもグラナダとパルーである。そして驚くことに彼らの真ん中には……

「きゃ、キャシー……？」

　居心地悪そうに佇たたずむキャシーがいた。

　──まさか……こいつらキャシーにまで……!?

　だとしたら絶対に許せない。俺の中で、怒りの感情が恐怖を超えようとしていた。パルーが楽しそうに俺の顔を覗のぞき込こんでくる。

「ねえねえ。君たちってどういう関係？」

「キャシーは俺の友達だ！」

「へー。友達かあ」

　そしてパルーは蛇のような顔をキャシーに向ける。

「友達ってことは、キャシーもこれからヒロみたいな扱いをされることになるけど……大丈夫？」

　パルーの悪意に満ちた笑顔に、キャシーは小刻みに震えていた。

「ねえ、キャシー。ヒロはそう言ってるけど、本当にヒロとは友達なの？」

「わ、私……」

「キャシー。ホラ、はっきり言ってやれよ」
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「私は……」

　グラナダにも促され、キャシーは俺から目を逸そらして叫んだ。

「私、ヒロと友達なんかじゃない!!」

　途端、グラナダがキャシーの肩に腕を回す。

「ハッハッハ！　よく言ったぜ、キャシー！」

「あははははは！　友達だと思ってたのはヒロだけだったみたいだね！」

　パルーもそう言って笑い転げていた。そして……

「ホホホホホ！」

　なぜかレオナさんも空中で楽しそうに笑っていた。

　──!?　いや何でアンタが笑ってんだよ!!

　そうしてグラナダたちと一緒にキャシーは歩き去っていった。ポツンと残された俺の耳元でレオナさんが言う。

「ヒロ君……元気？」

「!?　元気なんてある訳ないじゃないですか!!」

「だ、だよね。あからさまないじめっ子より、今まで仲良くしてくれていた子の裏切り──これはこたえるわね」

「いや……キャシーは悪くないですよ。あんなこと言われたら誰だって……」

　そう思っても心は重苦しかった。正直なところ「ヒロは私の友達よ！」と二人に言って欲しかった。

「まぁまぁ。ここは気持ちを切り替えていきましょう。これはゲーム。別に実際、イジメられてる訳じゃないし」

「……」

「ヒロ君？」

「そう……ですね……」

「そうそう！　それにゴブリン襲来まで、あとたった一日じゃない！」

「まだ一日もあるんですか……」

　一分一秒が途方もなく長く感じる。明日もまたアモスやグラナダ、パルーに会わなきゃいけないと思うと胸が痛くなる。キャシーにだってもう会いたくない。

　──これってゲームだろ。なのに、どうしてこんな辛つらい思いしなきゃあならないんだよ……。

　俺の心は折れかけていた。谷たに城しろや三み科しなに金をせびられている時のようなイヤな気分が、腹の底から這はい上あがってきて止まらない。

　俺はレオナさんの目を見ずに呟つぶやく。

「俺……もう……やる気無くなってきました……」

　難易度インフェルノのゴブリン襲来イベント。この傭よう兵へい同士の軋あつ轢れきも、ややもすると、その難易度に含まれるのかも知れない。ただ俺にとってこれは攻略以前の問題で、現実の延長線上のような忌まわしい感覚を味わわされていた。

「ヒロ君……」

　暗い気分で俯うつむく俺の目の前に、レオナさんがふわりと飛ひ翔しようした。そして珍しく真剣な顔を見せる。

「あまり脇役がしゃしゃり出たくはないんだけど……仕方ない。ここはどうやら私の出番ね。この状況は私が何とかしましょう」

「何とかって？　こんな状況、一体どうやって……」

「安心なさい！　妖精の聖なる力を見せつけてやるから！」

　そしてレオナさんは飛び立ち、どこかに行ってしまった。




　ゲーム内五日目。

『妖精の聖なる力』とは一体なんなのだろう。

　憂鬱な気分で訓練着に着替えて部屋を出る。すると宿舎が騒がしいことに気付く。一階に下りるとグラナダが大声で叫んでいた。

「畜生が!!　ねえっ!!　俺の靴がねえぞ!!」

　昨日、下げ駄た箱ばこで脱いだ筈はずが朝には消えてしまっていたらしい。

　衛兵たちが協力して一生懸命探したが、それでもグラナダの革靴は見つからなかった。グラナダは仲間にとりあえず換えの靴を用意して貰もらったようだ。

　宿舎を出て、皆で訓練場に向かう途中。パルーが頓狂な声を上げる。

「お、おい!!　ひょっとしてアレ──グラナダ君の靴じゃね!?」

　敷地内の道には汚水を流す側溝があり、なんとそこに泥だらけの革靴が捨てられていた。

　衛兵の一人が鼻を摘つまみながら言う。

「ひでえ！　一体誰がこんなことを！」

　パルーは顔を青ざめさせて、悲惨な靴を指さしていた。

「こ、この靴、確かグラナダ君のおじいちゃんが傭兵をやるって言った時、作ってくれた靴だったんじゃ？」

「チィッ!!　何ど処このどいつだ!!　くだらねえことしやがってよ!!」

　強気にそう言い張ったグラナダだが、少し涙目になっていることに俺は気付いてしまった。

『グラナダの靴、汚水まみれ事件』──しかし、これは単なる序章に過ぎなかった。




「ねえっ!!　俺の剣がねえぞ!!」

　今度は訓練場で、グラナダがそう叫んでいた。訓練場の脇には小部屋があり、そこに金目の物や真剣を置いておく決まりだったのだが……

「此こ処こに置いといた筈はずなんだよ!!　一体誰だよ、クソがあっ!!」

　グラナダは辺りに物を投げ散らかし、怒り心頭の様子だった。遠目に見ていた衛兵の誰かが「おいおい。またアイツかよ」とバカにするように呟つぶやく。

「ああ!?　誰だ、いま笑った奴やつは!?」

　グラナダが集団に睨にらみを利かせると、部屋は静かになった。

　気まずい雰囲気の中、一人の衛兵が空気を読む。

「それでグラナダの剣ってどんな外見なんだ？　皆で探そうよ？」

　探すという提案を持ちかけられては憤る訳にもいかなかったようで、グラナダは渋々、盗まれた剣の特徴を告げた。どうやらグリップ部分に竜の紋章が入った鋼の大剣らしい。

　靴の時と同様に衛兵たちとパルー、そして俺もグラナダの大剣を探した。訓練所内はもちろん、外へ出て周辺をくまなく、更には靴のあった側溝まで……だが散々探してもグラナダの剣は見つからなかった。

「……もういい」

　一度、皆で小部屋に戻った時、ぼそりとグラナダが呟いた。衛兵たちも「また明日にするか」と同意する。

「ちょっと俺……用たしてくるわ」

　疲れがドッと出たのだろうか。覇気のなくなったグラナダはトボトボと訓練場の隣にあるトイレに向かい、そして、

「なんじゃこりゃあああああああああああ!?」

　絶叫した。

　パルーも他の衛兵たちも、もちろん俺もグラナダの元へと急ぐ。一足早くトイレに駆け込んだパルーは次の瞬間、頓狂な声を上げた。

「お、おい!!　ひょっとしてアレ──グラナダ君の大剣じゃね!?」

　大便器の穴に、竜の紋章の入った大剣が突き刺さって直立していた。その様子を見た一人の衛兵が大声で叫んだ。

「大変だ!!　大剣が大便に突き刺さってんぞ!!」

　便器と言っても、中世のような世界観のキワクエ。地面に空いた穴に汚物を落とすだけの簡易的すぎる代物であった。おそるおそるグラナダがグリップを握り、剣を便器から抜くと、案の定、刀身は汚物で真っ茶に染まっていた。

　グラナダは無言でブルブル震えていたが、不意にウンコ塗まみれの大剣を放り捨て、俺の胸ぐらを掴つかんできた。

「ヒロおおおおお!!　テメーの仕業かああああああ!!」

「!?　ち、違う!!　俺じゃない!!」

「テメーだろ!!　テメーが腹いせに、こんなことしやがったんだろうがああああああああああ!!」

　ひいぃぃぃ!?　何で俺がこんな目に!?

　だが名前も知らない衛兵たちが何な故ぜだか俺の前に躍り出た。

「おい、やめろよ。ヒロはずっと俺たちと一緒にいたぜ？　剣を隠す暇なんかなかった筈はずだ」

「ああ。それにヒロだって、さっきからお前の剣を探してくれてたんだ。八つ当たりはよせよ」

　窘たしなめられたグラナダは俺の胸元から手を放すと、

「……すまねえ」

　俺の目を見ずに謝った。グラナダの巨体はその時、とても小さく感じられた。

　だが、事件はこれだけでは終わらなかった。突然、トイレの隣から女性の叫び声が聞こえたのだ。

「あんれええええええええ!!　アタイの下着がねえだべえええええええ!!」

　血相を変えて部屋から飛び出してきたのは、看護服姿の小太りで年配の女性であった。

「どうしたんだ？　救護のオバチャン？」

　パルーが尋ねる。聞いたところ、更衣室に置いてあったオバサンの下着が何者かに盗まれたという。ちなみに下着の特徴は、

「アタイの心のように純白の下着だよう!!　お尻のところに花の刺し繍しゆうさ、入れてあんだあ!!」

　衛兵たちが度重なる盗難に「泥棒でもいるんじゃないか」と、ざわざわしていたその時。パルーがまたも頓狂な声を上げた。

「お、おい！　グラナダ君の荷物袋に入ってるアレ──ひょっとして救護のオバチャンの下着じゃね!?」

　皆の視線がグラナダが担いでいる荷物袋に集中する。荷物袋の口からハミ出ていたのは花の模様が付いた白い布のような物体であった。

　オバサンが素早く、その布を抜き取って叫ぶ。

「こ、こりゃあ間違いなくアタイの下着だあ!!　ってことは……いっやだァ──ッ!!　この人がアタイの下着さ、盗んだんだよォ────ッ!!　きっと家に持ち帰って『性的なイヤらしいこと』に使うつもりだったんだべさァァァァァ!!」

　もの凄すごい勢いでグラナダを糾弾するオバサン。流石さすがにグラナダも顔を真っ赤にして反論する。

「ふざけんな、クソババア!!　お前みたいな不細工で死に損ないの下着なんかで欲情するかよ!!」

　だが、それがいけなかった。その一言がオバサンだけでなく、周りの衛兵たちの反感を買った。

　ゴツい体格の衛兵がグラナダに睨にらみを利かす。

「おい。お前、いい加減にしろよ？　俺たちがケガした時、助けてくれる救護の人に向かってよくもそんなことが言えるな？」

「だ、だって、このババアが──」

　違う衛兵がグラナダに叫ぶ。

「下着泥棒め!!」

「ち、違うって言ってんだろ!!」

「じゃあどうしてお前の荷物袋に救護のオバチャンの下着があるんだ？」

「知らねえ!!　知らねえよっ!!」

　皆が鬼のような顔でグラナダを睨んでいる。四方八方から突き刺さる視線に、グラナダは微かすかに震えているように思えた。さらに屈強な体格の衛兵が畳みかける。

「お前、ちょいと強いからっていきがるなよ？　正直、お前くらいの奴やつは上位のチームにはいくらでもいるんだぜ。何ならいま此こ処こで試してみるか？」

　挑発され、戸惑うグラナダを別の衛兵が指さした。

「ってかさぁ。いま気付いたけどグラナダの顔……何だかゴブリンみたいだよな？」

「ははっ！　それは確かに言えてるぜ！　コイツは確かに『ゴブリン顔』だ！」

「そうだ、そうだ！　グラナダは、靴も無くて剣はウンコ塗まみれのゴブリン野郎だ！」

　激しい言葉の暴力。響き渡る嘲笑。抉えぐるような冷たい視線。

　耐えきれなくなったのか、グラナダはパルーを振り返った。

「い、行こうぜ、パルー」

　しかし、頼みの相方はグラナダから目を逸そらした。

「俺に話しかけんじゃねーよ!!　このウンコ塗まみれのゴブリン野郎!!」

「ぱ、ぱ、パルー!?」

「先輩方、行きましょう！　こんな奴やつと喋しやべってるとゴブリンが伝う染つりますよ！」

「そ、そんな……！　待って……待ってくれよ……！」

　そしてパルーと衛兵たちは、ぞろぞろとその場から去っていく。俺としてもグラナダと二人きりで取り残されるのが嫌だったので、集団の中に紛れてその場から逃れた。

　少しだけ気になって後ろを振り返ると、

「うぐっ！　あぐうっ！　ひっく！　ううっ！　あっふうっ！」

　通路に取り残されたグラナダは一人、泣きじゃくっていた……。




　訓練場に行き、いつものように素振りをする。やがて重役出勤のアモスが来て、皆を集合させた。神妙な顔でコホンと咳せき払ばらいする。

「あー、静粛に。つい先程グラナダから連絡があった。一身上の都合で衛兵隊を辞めるとのことだった」

　──ぐ、グラナダ、衛兵辞めちゃった……!!

　あまりに呆あつ気けなくグラナダが逃げ出したことに驚いてしまう。イジメるのは好きでも、イジメられるのには慣れていなかったらしい。

「それでは各自練習を……おやおや！　これはテスラ様！」

　アモスの顔が一転、柔和になる。訓練場の入口にはテスラが佇たたずんでいた。テスラはツカツカとアモスに歩み寄る。

「訓練を中断させてすまない。だが、こんなものが僕の机に置いてあってね」

　テスラは一枚の紙をアモスの前にひらつかせた。

「要約すると、グラナダの靴を盗んで除隊に追い込んだのはアモス──君だと書かれている」

「そ、そんなバカな！　どうして俺がそんなことを！」

「手紙にはこうも書かれていた。数日前、グラナダとの訓練で劣勢になったアモス教官はその時からグラナダを憎んでいた……と。そうだね、パルー？」

「へっ？」

　急に話の矛先を向けられてパルーはあたふたとしている。

「これは君が僕に送ったのだろう？」

　テスラが掲げた手紙を俺も目を凝らして見つめる。文の最後にはパルーの名前がしっかりと記されていた。アモスがパルーを睨にらむ。

「パルー……貴様ぁ……！」

「こ、こんな手紙、知らないし！　誰かのイタズラっすよ！」

「そうか。君が書いたものではないのか」

　テスラが言うと二人がうんうんと頷うなずく。しかしテスラは厳しい目をアモスに向けていた。

「アモス。僕にはこれが真実かどうかは分からない。でも君の素行が悪いのは前から知っている。今日だって随分と遅い出勤じゃないか」

「い、いやそれはですね、」

「今、此こ処こで皆に問おう。アモスは訓練所の教官としてふさわしいかどうか」

　テスラに尋ねられ、数十人の衛兵たちは静まりかえった。しかし、しばらくして、

「……ふさわしくありません」

　凛りんとした声が響く。声の主を見て、俺は驚いてしまう。キャシーが目から涙をこぼしながらテスラを見据えていた。

「ヒロはグラナダとパルーに虐いじめられていました！　なのに、ずっとアモス教官は見て見ぬ振りをして……いいえ、教官だけじゃない！　みんなも……私だって、ヒロに酷ひどいことを……！」

　キャシーが嗚咽おえつを漏らす。それが切っ掛けだった。周りの衛兵たちが口々に言う。

「そうだそうだ！　アモス教官は酷い！」

「グラナダの件は絶対、教官の仕業だ！」

「それに、ほとんど自主練ばかりでまともに教えて貰もらったことがありません！」

「お、お、お、お前ら……！」

　ほぼ全ての衛兵がアモスに対して不満をぶちまける。怒り心頭のアモスはハッと気付いたようにテスラの前で嘆願した。

「違います、テスラ様！　こいつら皆で俺をはめようとして、あることないこと喋しやべっているんです！」

　テスラは腕組みをしていたが、やがて静かに口を開く。

「グラナダの件に関して、ことの真偽は不明。証明のしようもない」

　ホッとした表情のアモス。だが、テスラは続ける。

「しかしこういう時、かばってくれる者が一人もいないのは、上に立つ者としての生き方が間違っているということだ。アモス。君はしばらく教官をやらなくて良い」

「は……？」

「次の教官が任命されるまで各自、訓練を続けるように」

　そうしてテスラは踵きびすを返した。

「そ、そ、そんなバカな！　嘘うそでしょ？　テスラ様！　待ってください！」

　アモスはテスラにすがろうとするが、テスラは振り向かずに歩き、訓練場から出て行ってしまった。

「テスラ様あああああああああああああああああああああああ!!」

　テスラが去った後、皆、各々練習を再開する。キャシーが涙目を擦こすりながら、俺の前にやってきた。

「ヒロ……ごめん……本当にごめんね……」

「い、いいよ。それはもう。それよりアレ……」

　俺たちは床に、はいつくばるようにしているアモスをちらりと見る。

「うぐっ！　あぐうっ！　ひっく！　ううっ！　あっふうっ！」

　アモスもグラナダと同じように泣きじゃくっていた。




　訓練が終わり、何とも言えないイヤな気分で宿舎の自室に戻る。

　すると、

「ア──────ッハッハッハッハ───────!!」

「うわっ!?」

[image: ]

　誰もいないと思っていた部屋から、悪魔のような甲高い笑い声が！

　ダンスを踊るようにクルクルと回りながら天井から舞い降りた悪魔──いや妖精は、俺の顔の前で小さな親指を立てた。

「ミッション・コンプリート!!　見た!?　これが『妖精の聖なる力』よ!!」

「……レオナさん」

　俺は今まで溜たまっていた鬱憤を遂ついにぶつけた。

「アンタ、やり過ぎなんだよ!!　何が『聖なる』だ!!　邪悪かつ陰険すぎるわ!!」

　だが妖精は全く悪びれない。

「何言ってるの、ヒロ君。やられたらやりかえさなきゃ」

「いくら何でもアレは酷ひどすぎますよ!!　俺、大の大人があんなに泣きじゃくってるところ初めて見ましたよ!!」

「そういえば……」

　レオナさんはアゴに手を当てて、何か考える素振りだった。流石さすがに反省してるのかと思ったら、

「パルーにもこれから追い込みをかけなきゃね！」

「!?　もういいですって!!　これ以上、バカなことしないでください!!」

「ねえ、ヒロ君。どうしてそんなに怒ってるの？　あのままにしておいたらアナタ、ゴブリン襲来の前にグラナダたちにリタイアさせられてたかも知れないのよ？」

「う……」

　そう言われると言葉に詰まる。確かにレオナさんのお陰でグラナダもアモスも消えた。傭よう兵へいのイジメイベントはクリアできた訳で……結果としては良かったのか？

　まさに、その時。俺の胸のペンダントが激しい光を放ち、輝き始めた！

「こ、これは……！」

　レオナさんと二人、息を呑のんで見守る中、新たな称号が刻まれていく。




『悪魔のように陰湿な親友殺しデイアボリツク・スパイトフル・ベストフレンドキラー』




「!?　ウオォォォォイ!!　何で全部俺がやったことになってんの!?」

「私は、あくまでもサポートキャラクターだからねえ……」

「主人公なのに『悪魔のように陰湿』って書かれてますよ!?　一体どうしてくれるんですか!!」

「まぁ、あまり気にしなくてもいいじゃない。それよりよかったわね！　この五日間を耐え切ったんだから！　明日はついにゴブリン襲来よ！　心の準備はできてる？」

「まったくできてませんよ!!　結局全然、強くなってないし!!　俺のハードは、ほぼ確実に明日壊れますよ!!」

「じゃあ……止やめる？」

　ぼそりと呟つぶやかれた後、レオナさんにジト目で見つめられ……

「ハァ……」

　俺は大きな溜ため息いきを吐ついた。

「いや、まぁ……やるだけはやってみますけどね……」

「へぇ？　ハードが壊れるのが分かってるのに続けるんだ？　矛盾してるわね。どうして？」

「だって今さら止めるってのも……せっかく、ここまできたんだし」

　頬ほおを掻かきながら言うと、レオナさんがクスリと笑う。

「ヒロ君って弱いのか強いのかよく分からないわねえ」

　そしてしばらく笑った後、レオナさんは少し顔を引き締めた。

「けど、覚悟は伝わったわ。キワクエを続けてくれてありがとう」

「レオナさん……？」

　レオナさんの表情は、いつの間にか大人の女性の憂いのようなものを帯びている。レオナさんは艶つやのある前髪をかき上げた。

「なら、私もアナタに真実を教えましょう。どうして私が、これほどまでにこのゲームをクリアできる人を探しているのかを」

『もしキワクエをクリアできる人がいたらその人と結婚したい』──以前、レオナさんは俺にそう言っていた。そして今、レオナさんは、その時と同じ真面目な表情をしている。

「ヒロ君。私はね……実は十年前、カムイに直接会ったことがあるの……」

「れ、レオナさんとカムイが……！」

　俺はごくりと生唾を飲んで、レオナさんの話に聞き入った。

「会った、と言っても、このゲームの中でだけどね。漆黒の鎧よろいをまとい、テッドの町を闊かつ歩ぽするカムイは、当時同じ高校生だった私にとって憧れの対象だった。だからカムイがテッドの町を出て行こうとする時、私はついにカムイに言ったの。『私と付き合ってください』ってね」

　少女のように、はにかみつつ、そう言った直後。レオナさんは鬼のような顔に豹ひよう変へんした。

「そしたらアイツ、何て言ったと思う!?　『俺、お前みたいなホルスタインみてーな乳の女、好きじゃねーんだよ。何にでも限度があるだろ。お前の乳は限度額超えてんだよ。とにかく興味ねー。バイバイ』なんて、ぬかしやがったの!!　何よ、限度額って!!　私のオッパイはクレジットカードじゃないってのよ!!」

　怒ったレオナさんは、繁殖期のハエのようにブンブンと、やたらめったら辺りを飛び回っていた。

「その後、アイツは難攻不落のキワクエをクリアした!!　だから私はカムイに復ふく讐しゆうを誓ったの!!　カムイがクリアしたキワクエを、同じようにクリアできた人と将来結婚してやる……ってねっ!!」

　レオナさんは腕を組んで、プリプリしている様子だったが、

「……は？　えっ？　ちょっと？　話って……それで終わり……ですか？」

「そうよ!!　だからヒロ君、キワクエ、クリアして!!　そして私と結婚しましょう!!　ハネムーンの後、神かむ居い議員の前でキスしながら、二人仲良く中指をおっ立ててやるのよっ!!」




　レオナさんと別れた後、俺は訓練場の近くで夜風に当たっていた。冷たい風に吹かれながら、先程のレオナさんとの会話を遠い目をしながら思い返す。

　……聞いて損した。何てバカバカしい理由なんだ。『振られた腹いせ』って一体どういうことだよ。普通あれだけ隠してたら、なんかこう、もっと燃えさせてくれるような重くて深い理由があるもんだろ。全然燃えねえよ。むしろやる気が削そがれたよ。

　溜ため息いきを吐つきつつ、夜空を眺める。静かになると聞こえてくる地下の囚人たちの呻うめき声ごえにもいつしか慣れてきたようだ。

「……ヒロ。まだ起きていたのか」

　いつの間にかテスラが俺の隣にいた。申し訳なさそうに俺に頭を下げてくる。

「アモスとグラナダの件はすまなかった。僕の目が行き届かなかったせいだ。辛つらかったろう？」

「い、いや、もう終わったことだし。それよりテスラもこんな時間まで残ってたのか？」

「いくら町門に監視を付け、厳戒態勢を布しいているとはいえ、いつ何時ゴブリンが攻めてくるか分からない。そう思えば気が気でなくてね」

「今夜は大丈夫だよ、きっと」

「なぜ？」

　流石さすがに『攻略サイトに第二波は明日と書いてあったから』とは言えない。

「何となく、かな」

　そう言うと、テスラはニコリと微笑ほほえんだ。

「不思議な男だな。君は」

　その後、二人でしばらく黙って夜空を見上げる。不意にテスラが口を開いた。

「ヒロ……ひょっとして君は、この町を出たいんじゃないのか？」

　ドキリ、とした。テッドで町を抜けることは脱町と呼ばれる罪になるのだ。

「い、いや何て言うか、その──」

　俺が言葉を濁しているとテスラは、まるで古くからの友人のように俺の肩に手を回してきた。

「分かるさ。僕も衛兵隊隊長なんかじゃなければ町を飛び出して、広い世界で自分の腕を試してみたい」

「テスラ……」

　テスラの本音は俺の心を動かした。そう。前からずっと思ってたんだ。テスラが仲間になってくれたら、このクソゲーもちょっとは面白くなりそうだ、って！

「テスラ!!　なら、俺と一緒に町を出よう!!」

　真剣にそう言った。テスラは俺の顔をしばし見つめた後、コクリと頷うなずく。

「そうだな。もしこの危機的状況をどうにか乗り切ることができたら……二人で一緒に旅をするのも悪くないかも知れない」

「そ、それじゃあ──」

「考えておくよ。でもまずはゴブリンの大群を何とかしないとね」

　そしてテスラは微笑ほほえむと、俺に手を振りながら踵きびすを返した。

　一瞬『テスラが仲間になるかも！』と思い、嬉うれしかったが……一人になった後、よくよく考えると言いようのない不安を感じた。

　な、何か今のって死亡フラグっぽいじゃん……！　大丈夫かよ、テスラ……？

　テスラはキワクエ内で唯一、信頼できるＮＰＣである。テスラの身を案じたが、同時にその時、俺の取るべき行動も定まった。

　──よし！　こうなったらテスラから離れず、一緒にゴブリンと戦ってやる！

　熱い気持ちでそう誓った直後、ふと、ずいぶん長時間ブッ続けでキワクエをやっていることに気付く。いくら連休で学校は休みとはいえ、少しは休憩した方が良さそうだ。それに傭よう兵へいイベントもどうにか終わったことだし、カムイの攻略を読まなければならない。

　俺はゲーム内で宿舎のベッドに寝転がりながら、ログアウト処理をした。




　──ゲーム内じゃあ五日間だったけど、実際は数時間程度だよな？

　少し不安に思いながらＶＲ・ＮＸのヘッドギアを外した俺は、

「うおおおっ!?」

　突然の光景に心臓が止まりそうなくらい驚いてしまう。妹がベッドの脇に無言で佇たたずんでいたからだ！

「な、な、何だよ、楓かえで！　どうして俺の部屋にいるんだよ！」

　叫びながら、少し前に楓が言っていたことを思い出す。

「お前……まさか本気でフルダイブＲＰＧ中に俺の口と鼻を塞いで、亡き者にしようと企たくらんでるんじゃ!?」

　すると楓は大声で怒鳴る。

「そんなことしないわよ！　いくらドアをノックしても返事がないから、アンタがフルダイブ中にポックリ逝っちゃったんじゃないかって思ったの！」

　あ、そーなんだ。流石さすがにこの間のは冗談だったらしい。ちょっと安心。

「俺ってどのくらい寝てた？」

「知らない。六、七時間くらいじゃない」

　やはりそれほど時間は経過していないようだ。ん？　っていうか六、七時間って……

「それって普通だよな？　どうして俺の部屋のドア、ノックしてたんだ？」

「そ、それは……あの時のアンタ、まるでフルダイブＲＰＧと心中でもしそうな勢いだったから……だ、だからほんのちょっとだけ気になったのよ！」

「ああ。つまり心配してくれたのか」

　言った途端、楓は顔を真っ赤に染めた。

「違うわよ！　フルダイブＲＰＧなんてやりながら死なれたりしちゃあ家の恥だから、何とかしなきゃと思っただけで──」

「うんうん！　ありがとうな！」

　妹の心遣いが嬉うれしくて素直に微笑ほほえむと、何な故ぜだか楓は激怒し、枕を俺の顔に投げつけてきた。

「ぶわっふ!?　何すんだよ!?」

「やっぱりアンタみたいな腐れオタクは、ゲーム中に一人寂しくフルダイブ・ポックリしちゃえばいいのよっ!!」

「!!　『フルダイブ・ポックリ』って何だ、オイ!?」

　叫ぶが、楓は蝶ちよう番つがいが外れそうなくらいに思い切りドアを閉めると、部屋から出て行った。

　な、何て妹だ……！　ちょっと休憩したくてログアウトしたのに、全く休憩した気がしない……！

　気分を変える為ため、俺は台所でコーヒーを淹いれる。部屋に戻るとＰＣとブラウザを起動させて、オーベルダイン歴れき程ていを開いた。

『ゴブリン襲来』のページを読み進め、中断していたタイトルをクリックする。

　──これでようやくキワクエの裏技が分かるんだ……！

　少し緊張していたのだが、表示されたのは裏技ではなかった。




『テメー、ホントに傭よう兵へいイベントに耐えたんだろーな？　嘘うそ吐ついてっと針千本、金玉に突き刺すぞ』




　飲ますじゃないんだ!?　怖っ!!




『現在持っている称号を入力しやがれ』




　またしてもパスワード的なことを要求される。俺は渋々、思い出したくもない称号をＰＣに入力した。




『ケッ。悪魔のように陰湿な親友殺しデイアボリツク・スパイトフル・ベストフレンドキラーを得やがったか。それで良い』




　!?　良いのかよ!!　アレ、正規の攻略法だったんだ!?




『もちろん他にも色々と方法はあるがな。まぁやられっぱなしの玉無しよりかは陰湿野郎の方が幾分マシだ。それじゃあキワクエの裏技を教えてやる。ありがたく読みやがれ』




　褒められてんのか、けなされてんのか分かんねえ……。

　ふて腐れながらも俺はカムイの書いた『裏技』を読んだ。

　──こ、これは……!?

「そうか……！　なるほど……！」

　衝撃に思わず、言葉が漏れる。同時に俺の脳裏には、初めてゴブリンと出会い、女の子を助けた時の光景が思い出されていた。

　──だからあの時、俺はゴブリンから女の子を助けられたのか!!

　謎は解けたが、疑問は残る。

　いや……だけどコレ、ホントに裏技か？　しかも、やろうと思ってもなかなかできるもんじゃないだろ、こんなこと。

　俺はカムイの文を何度も何度も読み返した。すると突然、画面がブラックアウトする。

「な、何だ!?」

　驚いていると、大きな赤文字が画面いっぱいに広がる。




『まだ見てんのかよ！　気持ち悪わりぃな、お前！　伝えられることはとうに伝えてんだろうが！　後はテメー自身の器量の問題だ！　何でもかんでも攻略法見てプレイしようとすんじゃねえ！　この指示待ち人間が！　死ね！』




「何で俺、攻略サイト見てるだけで怒られてんの!?」

　攻略サイトの主から攻略サイトを見るんじゃねえと怒られる矛盾に怒りが込み上げてくる。しかしカムイの言う通り、オーベルダイン歴れき程ていからこれ以上の情報は得られそうになかった。

「ふぅ……」と溜ため息いきを吐ついた後、俺はＰＣの電源を切る。

　──やるか。一いちか八ばちかだけど……。

　顔を洗い、冷めたコーヒーを飲み干してからレオナさんにメッセージを送る。そうして俺は再度キワクエの世界にログインしたのだった。















第七章　本当の怪物






　宿舎のベッドで目を開けば、窓から朝日が差し込んでいる。テッドの町炎上から六日目──オーベルダイン歴れき程ていによれば『ゴブリン襲来・第二波の日』を迎えた。

　訓練場では、いなくなったアモスの代わりに金色の鎧よろいに身を包んだテスラが、衛兵たちを集めて規律正しく並ばせていた。俺が列に加わると、テスラは皆を見渡しながら表情を緩める。

「君たちに良い知らせがある。今日から更に仲間が二人、傭よう兵へいとして加わることになった」

　そっか、グラナダの後釜の傭兵か！　二人とはいえ、仲間が増えるのは嬉うれしいな！　俺の生存確率もほんの少しは上がるかも知れないし！

　テスラの話の途中で、ログインしたらしいレオナさんが飛んできて俺の肩に降り立った。耳元で囁ささやく。

「遂ついにゴブリン襲来ね！　ヒロ君、剣は磨いた？」

「はい」

「ご飯、食べた？」

「腹八分目です」

「おしっこは？」

「しました」

「うんちも？」

「しました」

「ようし！　準備万端ね！」

　どこが万端なのかよく分からないが、でもまぁ此こ処こまで来れば俺もある程度、覚悟はできている。後は野となれ山となれ、だ。

　するとテスラが手招きして、新たな傭兵をにこやかに紹介する。

「こちらが本日から傭兵になる異端審問官インクイジターのミザリサ君と、地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサーのアリシア君だ。仲良くしてやって欲しい」

　!?　いや、仲良くできねええええええええええええええええええええ!!

　ミザリサとアリシアを見た瞬間、俺は急に冷や汗ダラダラ、心臓バクバク、覚悟はボロボロになった。

　ちょ、ちょっと何コレ!?　ここに来てゴブリン以外にも敵が増えるとか、そんなことってある!?

　ミザリサが俺に気付いて、ブンブンと手を振っている。

「ヒロっち！　お久し振りっす！　今日も元気に漏らしてるっすか？」

　!?　赤ちゃんじゃねえんだよ!!　元気に漏らすか!!　恥ずかしいからやめてくれ!!

　そんなミザリサとは違い、アリシアは衛兵の皆に「よろしくお願いします」と大人の対応を見せていた。だがその後、俺の顔をちらりと見ると、

『ニタァ────ッ』と嗤わらったので、何だかちょっと涙が出てきた。

　絶望的な俺の頬ほおをウリウリとレオナさんが突つつく。

「以前、交友のあった女性が窮地で仲間になる──コレはまさにゲームの王道！　そしてハーレム状態！　よかったじゃない、ヒロ君！」

「全然よかないですよ!!　だって俺、ゴブリンと戦う前に果物ナイフとノコギリで切り刻まれるかも知れないんですよ!?」

　アリシアとミザリサの登場に、俺も含めて衛兵たちは騒然としていた。もっとも俺以外の奴やつらは、見かけの良い女子の出現に興奮していただけだと思うが。

　騒がしくなった訓練場だったが、テスラがコホンと咳せき払ばらいすると一斉に静まりかえる。

「町外れに住む者たちは警備の整った中央に避難させているが、避難勧告を無視している者も多い。僕たちの目の届かないところで治安が乱れていると聞く。ゴブリンがまた襲ってくるかも知れないという不安がその原因だろう……」

　テスラは真剣な顔で皆に告げる。

「本日、君たちには町の見回りをお願いしたい」

　──ええっ!?

　驚いて俺はレオナさんに囁ささやく。

「今日って、ゴブリンが襲ってくるんじゃないんですか!?」

「うーん。どうやらその前にもう一イベントあるみたいね。まぁカムイの攻略サイトにも書いてなかったし、そんなに難易度の高くないイベントよ、きっと」

「だ、だと良いんですけど」

　今までの例からキワクエのイベントにはロクなのが無い。俺の不安をよそに、テスラは衛兵たちに指示を飛ばしていた。どうやら三、四人を一つのチームとして組ませているようだ。やがてテスラが俺の前にやってくる。

「ヒロ。君には貧民街の見回りを頼みたい」

「貧民街？」

「ヒロ君。ギンジさんのいたところよ」

「ああ、あそこか。確かに貧民街っぽいもんな」

「ん？　何か問題でも？」

「大丈夫！　問題ないよ！」

　笑顔で答えると、テスラも俺に爽やかな笑顔を見せた。

「それでは、ミザリサ君とアリシア君も一緒に連れていってくれ」

「!?　いや、それはメチャクチャ問題あるよ!!」

　叫ぶがミザリサが、いつしか俺の近くにいて腕を絡ませてくる。

「私、ヒロっちと一緒に行動できて嬉うれしいっす！」

「やはり二人は仲が良いんだね。先程、互いに手を振り合っていたから、そうだと思ったよ」

「俺、手なんか振ってないけど!?」

　俺はすがるようにテスラに近づき、耳打ちする。

「な、なあ！　テスラだって知ってるだろ？　アリシアが俺を恨んでること！」

　焦る俺とは違い、テスラは余裕の表情だ。

「町内衛兵隊に入隊した時点で僕らは仲間だ。ゴブリンとの戦いを控えているのに、仲間内でゴタゴタがあってはまずいだろう？」

「だからって！」

「アリシア君としっかり話し合って、誤解を解くチャンスだよ」

　テスラはウインクすると、俺の言い分を聞かずに去っていった。




　分けられたチーム毎ごとにぞろぞろと訓練場を出ていく。俺はどうして良いか分からず立ちつくしていたのだが、このままだとアリシア、ミザリサと俺だけが訓練場に取り残されることに気付いて、慌てて飛び出した。

　レオナさんが飛行する後に続きながら、恐る恐る後ろを振り返る。数メートル離れてミザリサ──更に少し離れてアリシアが付いてくる。

　すると突然、ミザリサが俺に駆け寄ってきたので身構えてしまう。

「な、な、何だよ？」

　ミザリサは神妙な顔をして、背後のアリシアを振り返った。

「ヒロっち。あの女、不気味っすよね」

「いや……お前も結構不気味だけど……！」

「アリシアからは、しっかり距離を取っておいた方がいいっすよ」

「お前も俺から離れてくれない？」

「!?　酷ひどいっす!!」

　ミザリサを追い払った俺に、レオナさんが苦笑いした。

「まぁまぁ。アリシアはともかくミザリサに殺意はないわ。前だって助けてくれたじゃない」

　確かに殺意はないかも知れない。だがミザリサは、俺を生かしたまま拷問したいという願望を持つ、とんでもないサド女なのである。全く安心できない。

　二人と適度な距離を取りつつ、俺はレオナさんに愚痴る。

「つーか、ゴブリンが襲ってくるかも知れないって時に、どうして町で問題なんか起きるんですかね……」

「バカねえ。世情が大変な時だからこそ治安が悪くなるのよ。現実にも火事場泥棒だっているでしょう？」

「だからフルダイブＲＰＧにそんなリアルさ、誰も求めてないんですよ！」

　苛いらついて、そう吐き捨てる。するとレオナさんはアゴに指を当てて何か考え始めた。

「どうしたんです？」

「逆かも知れないわ。人心が乱れるからこそ、世の中もまた同じように乱れるのかも知れない……」

「いいですよ、今そんな哲学的な話は!!」

　そうこうしているうちに辺りは閑散としていく。広いテッドの町の中でダントツの吹きだまり。俺たちはカジノのあるうらぶれた路地に着いた。

　ギンジさん、まだカジノに入り浸ってるのかなあ──ふと、そんなことを思った瞬間だった。

「きゃああああああ!!　泥棒よおおおおおお!!」

　女性の叫び声が耳じ朶だを震わせる。俺の視線の先には倒れた女性、そしてこちらに向かって猛ダッシュしてくる男の姿があった。

「どけえっ！」

「わわっ！」

　茶色の鞄かばんを抱えた男に突き飛ばされる。あまりにも咄とつ嗟さのことで、鞄を取り返すとか、男を捕まえるとか、そんなことは頭に無かった。

「く、くそっ！」

　追いかけようと立ち上がり、男の走っていった方を見る。男の向かう先にはアリシアが佇たたずんでいた。

　アリシアは微動だにしなかった。しかし男がアリシアの隣を走り抜けようとした時『ザッ』という鈍い音と共に男が激しく転倒した。

　──え!!　何が起こったんだ!?

　だが俺はすぐに気付く。アリシアの手に茶色の鞄かばんが握られていることに！

　あ、あの一瞬で泥棒から鞄を取り返した!?　マジかよ!!　流石さすがはアリシア!!

　何となく頼もしく思いながらアリシアを眺めた俺の目に、信じられない光景が映る。

　アリシアの片方の手には血に濡ぬれた果物ナイフ！　そしてもう一方の手に持っていた鞄の持ち手には、切り取られた男の腕がくっついていた！

「ぐわああああああああ!!」

　手首から先を無くし、血を噴出させながら絶叫する男を無視して、アリシアは俺に腕が付いたままの鞄を放り投げてくる！

「ひいっ！　グロい！」

　地面を転がる『腕付き鞄』を見て、俺は腰を抜かす。しかしレオナさんは爽やかな笑顔を俺に見せた。

「よかったわね、ヒロ君！　早速その鞄を女性に返してあげましょう！」

「で、でも腕が!!　腕が付いてますよ!?」

「オプションみたいなものだと思えば良いじゃない」

「!!　こんなオプション、ありますか!?」

「とにかく！　町の人をトラブルから救ったのよ！　これもＲＰＧの定番！　きっと何かお礼が貰もらえるわ！」

　ま、まぁ確かにＲＰＧだと、町の人のトラブルを解決したら、お金やアイテムが貰えたりするよな。

　俺はなるべく腕の部分に触らないようにしつつ、鞄を女性に渡した。

「あのこれ、どうぞ」

「ヒィィィィィィィ!!」

　女性は鞄を見た途端、叫んで失神してしまった。

「!?　いや、やっぱこうなるじゃないですか!!」

「チッ。何も貰えなかったわ。残念ね」

　俺たちがバカなことをしている最中、ミザリサは腕を無くした男に話しかけていた。

「アンタ、一体どうしてこんなことしたんすか？」

　男は苦痛に満ちた表情で、傷口を押さえながら叫ぶ。

「ど、どうせ俺たちはこれからゴブリンに殺されるんだ!!」

「ふんふん。だから死ぬ前に自分の欲望を満たしたい……ってな感じっすか」

　ミザリサが呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。アリシアはいつの間にか男の傍そばにいて、鬼のような顔で見下していた。

「簡単に諦めて自暴自棄になりやがって……！　生きたくても生きられず、若くして死んだ人もいるのよ……！」

　アリシアは突如ぐるんと首を回し、目を大きく開いて俺を見つめてきた！

「ねえ、ヒロ……!?」

　あああああああああ!!　それってマーチンのことっすよねええええええ!!

　ドス黒いオーラを体から発散させているアリシアを見て、俺も男も震え上がっていた。身の危険を感じた男が、土下座してアリシアに懇願する。

「こ、殺さないでくれ!!　俺は奴やつに、そそのかされただけなんだ!!　『町内衛兵隊の目がゴブリンに向いている今こそチャンスだ』って！　俺だけじゃない！　奴がそう吹いて回るもんで、みんな悪事をしでかしてるんだ！」

「『奴』？　奴って一体……」

　俺が呟つぶやくと同時に、辺りでまたも叫び声が木霊する。

「うわあああああ！　盗人ぬすつとだ！」

「待てええええええ！」

「誰かああああ！　暴漢よ、助けてええええええええ！」

　今起きたのと似たような事件が、あちらこちらで同時に起こっていた。

「れ、レオナさん、これって……！」

「話を聞く限りだと、その『奴』ってのが、悪事を煽せん動どうしてるようね。つまり今回のイベントのボスってところかしら」

　イベントボスか！　そういう風に言われると、ちょっとだけテンション上がるな！

　俺は中腰になって、倒れている男に尋ねる。

「おい。そいつは何ど処こにいるんだ？」

「す、すぐそこにあるバーだ……」

　残された手で指さす。この一帯の建物は全てボロいのだが、その中でも一際酷ひどい。店には崩れ落ちそうな看板がぶら下がっている。いかにも悪党がたまり場にしていそうな酒場である。

「あそこか」

　バーに向かい、先頭を切って歩く俺の後をミザリサとアリシアが付いてくる。耳元でレオナさんが囁ささやく。

「悪党をこらしめる──これもＲＰＧあるあるね。さっきは何も貰もらえなかったけど、このイベントを解決したら絶対に何か貰える筈はずよ」

　俺はこくりと頷うなずく。レオナさんの言う通り、これはゴブリン戦の前のイベントである。ＲＰＧの流れからいくと、ゴブリンと戦うのに有効な武器が此こ処こで手に入る可能性は高い。

　──よし！　頑張ってボスを倒すぞ！

　少し気分を上げながら俺はバーの扉を開いた。木の扉は軋きしむような音を立てて開かれ、中にいた柄の悪い連中が一斉に俺の方を向く。

　──うぉっ!?　怖っ!!

　入れ墨をした者や、顔に傷のある連中にビビって目を逸そらしてしまう。すると部屋の隅に、女性たちが縄で繋つながれているのが見えた。おそらくコイツらにさらわれたのだろう。視線を戻すと、スキンヘッドで両肩にタトゥーの入った大男が、皆に囲まれて酒をあおっている。スキンヘッドは明らかに他の奴やつとはオーラが違った。レオナさんが俺の耳を引っ張る。

「ヒロ君！　アイツが煽せん動どう者しやよ！」

「あ、あれがボスですか！　強そうっすね……！」

　でもやらなきゃ！　今、俺は町内衛兵隊！　捕らえられた町の女性たちを解放しなくちゃ！　それにゴブリンはアイツよりずっと強い筈はず！　こんなとこでビビっていられない！

　俺は剣の鞘さやに手を伸ばす。ちゃんとサビも取ったが実戦で使うのは初めてだ。

　──ううっ……やっぱり緊張してきた……！

　頭の中、不安が渦を巻く。アモスにも勝てなかった俺が、果たしてあんな強こわ面もてに勝てるのだろうか。ボス以外にも、周りには強そうな連中がウジャウジャいる。

　戸惑う俺の前にミザリサが立ちはだかった。

「ヒロっちは下がって！　私がやるっす！」

「み、ミザリサ？」

「ヒロっちは、おしっこを漏らす以外、特に役に立たないっすからね！」

「!?　うるせえよ!!」

　いや確かに俺はお前らより遥はるかに弱いよ！　けど、ゲームの主人公に向かってそんな言い草はないだろ！

　ミザリサは怒る俺を無視し、面倒臭そうな顔をアリシアに向ける。

「ホラ。何してるんすか。アンタは私と行くっすよ」

「……ふん」

　アリシアもまた、果物ナイフを手に面倒臭そうに立ち上がった。

「ヒロっちは私たちが戦っている隙に、捕らえられている人たちの救出を頼むっす」

「りょ、了解」

　でもまぁ、それが一番現実的だよな。戦力差から言っても……。

　ＮＰＣに仕切られつつ、俺は渋々納得する。ミザリサはノコギリを抜くと、声を張り上げた。

「異端審問官インクイジター──いや今は町内衛兵隊のミザリサっす！　諦めてお縄につくっすよー！」

「町内衛兵隊だと……？」

　バーにいる連中がざわめく。ミザリサはそのままノコギリを振りかぶって、スキンヘッドの一団に突進していった。アリシアもその後に続く。

　──よし、今だ！

　代わって俺は、一角に捕らえられている女性たちの方に向かった。駆け寄って、声を掛ける。

「皆もう大丈夫だ……って、えええええっ!?」

　喫驚してしまった。猿ぐつわを付けられた女性たちの中に見知った顔があったからだ。

「何だあ。まぁた、お前かあ」

「ぎ、ぎ、ギンジさん!?　ギンジさんも捕まってたんですか!?」

　赤ら顔の小太り中年は照れたように笑う。

「そうよ。奴やつら、この俺をさらって売り飛ばそうとしてたんだ」

「マジっすか……！」

　女性はともかく、はたしてギンジさんが売れるのだろうか。こんなオッサン、一体何ど処この誰が買うのだろう。そんな疑問を感じつつも俺は女性たちを解放する。そうしてミザリサたちがどうなったか振り返った。

「おおっ!!」

　感嘆の声を上げてしまう。ミザリサとアリシアの背後では、悪党たちが山のように積み上げられていた。

「呆あつ気けないっすねー」

　余裕の笑顔を見せるミザリサ。一見強そうに見えたスキンヘッドに入れ墨の男が、泣きべそを掻かいた顔でこちらを見ていた。そして意外にも甲高い声で叫ぶ。

「ギンジさぁん！　話が違うよおおおおおお！」

「……へ？」

　その瞬間。俺の首に毛むくじゃらの腕が回された！

「ぐうっ!?」

　俺は唸うなりながら首を動かして、背後を見る。何とそこには不敵な笑みを浮かべるギンジさんがいた。ミザリサとアリシアに向かって、野太い声を出す。

「お前ら、動くんじゃねえぞう。動くとコイツの首をへし折るからなあ」

「ま、まさかギンジさん……あ、アンタが……煽せん動どう者しや……？」

　首を絞められながら俺は何とか言葉を紡いだ。悪びれもせずギンジが言う。

「ひっひっひ。煽動者たあ、聞き捨てならねえなあ。もともとゴブリンが攻めてきて以来、この地区は荒れ始めてたんだ。俺はそれをほんのちょっと後押ししてやっただけよ」

「後押しって、やっぱり煽動してるじゃないですか!!　一体どうしてＮＰＣたちを煽あおるような真ま似ねを!?」

「この地区にいるＮＰＣたちが皆一斉に悪事を働けば、町内衛兵隊の目を俺から逸そらせるってもんよ」

「つ、つまり、ＮＰＣに紛れて、悪事をしてたってことですか……！」

「それなりに稼がせて貰もらったぜ。だがまぁ……それも今日までだな」

　そしてギンジは大きく声を張り上げた。

「オラ！　全員、金目のものを残して出て行きやがれえ！　さっさとしねえと、このガキぶち殺すぞ！」

「うーん！　ギンジさんって清すが々すがしいほどの悪党ね！」

　レオナさんはなぜか感心しているが……いやいや何なの、このオッサン!?　最低すぎる!!　同じリアルプレイヤーだと思えない!!

　俺は苦しみながらもギンジを睨にらみ付つける。

「アンタって人は……！　色々あって、ほんのちょっとは仲良くなれたと思ったのに……！」

「バーカ。ケンカした後で仲良くなるとか、そんな青春ドラマみたいにいくかよ。所詮、お前と俺はゲームで知り合っただけ。吹けば飛ぶような薄っぺらい関係よ」

　ああそうか、そうですか。アンタと俺は一生分かり合えないんだな。はいはい、分かった、分かりましたよ……

「このくそじじいがああああああああああ!!」

　俺は怒りに任せて、肘鉄をギンジの腹にぶち込んだ。ギンジが唸うなり、俺の首に回した腕の力が緩む。その隙に俺は束縛から逃れた。

「く、クソガキがあ……！」

「すごいわ、ヒロ君！　ギンジさんにはめっぽう強い！」

　レオナさんが叫び、ノコギリを持ったミザリサが加勢しようとこちらに駆けてくる。だが俺は腕を上げてミザリサを制止した。

「来るな、ミザリサ！」

「ヒロっち？」

「手を出さないでくれ！　コイツは俺が倒す！」

　俺はギンジを睨にらみ、ギンジも俺を睨み返す。レオナさんが上擦った声を上げた。

「また始まったわ！　ライバルとの因縁の一戦！　興奮しちゃう！」

　ギンジは俺を見据えながら、ベッと床に唾を吐く。

「倒すだあ？　調子に乗りやがって。この間の俺とはひと味違うからよお。もっと強力な武器を持ってきたんだ」

　不敵に笑うギンジに動揺してしまう。ま、まさか今度こそファンタジー世界らしく、魔導具でも持ってきたってのか!?

　しかしギンジは懐から見慣れた武器を取り出し、両手に装着する。両の拳が銀色に輝いた。

「どうよ!!　ダブル・メリケンサック!!　死んだぞ、おめえ!!」

「!?　前と一緒じゃねえか!!　バカなの、アンタ!?」

「分かってねえなあ!!　メリケンサックが二つ──つまり攻撃力はこの間の二倍よ!!」

　小学生のような理論を叫びながら、昭和の武器を両手に装着したオッサンが突進してくる。俺もまた腕を振りかぶってギンジに向かっていく。

「うおおおおおおおお!!」

　俺はこれからとんでもなく強いゴブリンと戦うんだ！　こんな古くさい武器つけた性根の曲がったオッサンに負けてたまるか！
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　ギンジが叫ぶ。

「死にくされええええええええ!!」

　俺も叫ぶ。

「負けるか、オラアアアアアア!!」

　レオナさんも叫ぶ。

「雑魚同士、どっちも頑張れえええっ!!」

　ギンジとのバトルの火蓋が切られようとした、まさにその刹那──俺はアリシアがギンジの背後に立っていることに気付く。ギンジが気配に気付き、「あん？」と言って振り向いた瞬間、アリシアはギンジの腹部にえぐるようなアッパーを放った。

「ごっふうっ!?」

　唸うなり声ごえを上げて、ギンジはくずおれ……そして、そのままぴくりとも動かなくなった。アリシアが冷たい目を俺とギンジに向ける。

「あなたたち……茶番はそこまでにしてくれるかしら？」

　!?　ＮＰＣに茶番って言われた!!

　俺はショックを受けていたが、ギンジは腹をさすりながらヘラヘラと笑っていた。

「へへっ……すいやせん……勘弁してつかあさい……」

　いや情けねえな、もう!!

　ギンジは、アリシアの圧倒的な攻撃力を前にシオシオになっていた。そして自ら、捕まえてくださいとばかりにメリケンサックを外した両手をアリシアに差し出す。

　そして次の瞬間、

「あれっ!?」

　薄暗いバーから場面は突然変わって、俺は大きな空の下で佇たたずんでいた。近くには、既に縄で繋つながれた悪党たちとギンジがいる。地ち下か牢ろうのあるガバン邸の敷地内まで強制的に戻されたようだ。レオナさんが辺りを飛び回りながら言う。

「どうやらイベントが終わったようね」

「連行のシーンはいつも省略されるんすね……」

　衛兵に先導され、ギンジたち窃盗団が地下牢への入口に連れて行かれる。やがてギンジは俺の傍そばまで来ると立ち止まり、ぼそりと呟つぶやいた。

「それにしても強つぇえなあ、お前の幼おさな馴な染じみは」

　そっぽを向いた俺の代わりにレオナさんが相づちを打つ。

「でもギンジさん。昔、幼馴染みと親友をダブルで殺したんですよね？」

「痛風を患ってなかった昔の話よ。それに俺の時は、幼おさな馴な染じみが地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサーに覚醒する前だったからな」

　話している間も地ち下か牢ろうからは地獄の底から響くような声が木霊している。

「ひっひっひ。いつ聞いても、身の毛のよだつ叫び声だ。暗い地下牢に長い間、閉じこめられたら、人間ああなっちまうのかねえ」

　自分もこれから収監されるというのに、ギンジはまるで他ひ人と事ごとのように言っていた。俺は無視し続けたが、レオナさんが微笑ほほえむ。

「ギンジさん、余裕ですね！」

「まぁ俺が入れられるのは別の監房だからな。俺は窃盗をメインにしていただけ。そこまで悪い処遇じゃねえ」

「牢ろう獄ごくに詳しいんですね！」

「へっ。まあな」

「威張るところかよ！」

　俺は流石さすがに呆あきれて吐き捨てる。ギンジがにやりと笑った。

「飯だってちゃんと与えられるし、ゴブリンだって檻おりの中までは入ってこられねえ。考えようによっちゃあ刑務所暮らしも悪かねえ」

「すごいわ！　プラス思考ね！」

「プラス思考って言います、それ!?」

「ひっひひ。俺は実際、現実世界でもたまにこうやって急場を凌しのいだりしてるんだ」

　えええっ!?　リアルでも生活に困ったらわざと軽犯罪を起こして留置所に入ってるってこと!?　マジでクズ中のクズだな、このオッサン!!

　しかしレオナさんは感心していた。

「生活の知恵ですね！」

「!?　知恵じゃねえわ、そんなん!!」

　やがて衛兵がギンジを「早く歩け」と急せかした。俺は最後に軽蔑の眼まな差ざしをギンジに向ける。

「アンタ、マジで生き方、改めた方がいいですよ」

「うるせえ。ガキじゃあるめえし、この年でもう性格なんて変わるかよ」

　ダメな大人は不敵に笑うと、獣のような叫び声が木霊する地下牢へと消えていった。




　ギンジたちが収監された後、俺はぽつんと敷地内に佇たたずんでいた。どうやら見回りのイベントはこれで終わったらしい。

　ふと気付いて俺はレオナさんに呟つぶやく。

「ってか、報酬もアイテムも何も貰もらってませんけど……！」

「うーん。一体何だったのかしら、このイベント」

　全く意味が無かった気がする。そして、カムイがあえて攻略サイトに書かなかったのも分かる。つーか、完全に時間の無駄じゃねえかよ！

　キワクエの不条理さを再確認していると、テスラが急に地ち下か牢ろうの入口から出てきたのでビックリしてしまう。

「て、テスラ？」

　テスラは俺に気付くと柔和に微笑ほほえむ。

「ヒロ。窃盗団の確保、ご苦労様」

　ああ……捕らえたギンジたちを確認してたのか。なるほど。

「ってか、俺は何も。やったのはミザリサとアリシアで、」

　照れ笑いをしたちょうど、その時。




　カーン、カーン、カーン、カーン、カーン。




　激しい鐘の音がテッドの町に響き渡る！　周りにいた衛兵たちが顔を引き締めて、騒然とし始めた！

「……ついに来たな」

　テスラも戦士の顔になり、凜りんとした声を張り上げる。

「皆に伝えろ！　この間のように奴やつらは北門から攻めてくる！　今こそ日頃の修練の成果を見せる時だ！」

　そしてテスラは颯さつ爽そうと北門に向かう。衛兵たちがそんなテスラの後を我先にと追っていく。

「ヒロ君!!　始まるわよ!!」

「は、はいっ!!」

　つ、遂ついにゴブリン襲来か!!　ようし!!　とにかく俺もテスラに付いていくぞ!!

　そう思った瞬間、

『ぐぎゅるるるるるるるるる』

　妙な音が俺の腹から聞こえた。

　……え？　な、何コレ？　もしかして空腹？　朝、パンを食べたのに？

　だが空腹ではなかった。キリキリと痛む下腹部。顔からは脂汗が滲にじみ出でてくる。

「は、腹が……痛いてぇ……？」

　かろうじて呟つぶやくとレオナさんが眉間にシワを寄せた。

「何してるのよ！　あれほど事前にトイレに行っておくように言ったでしょう！」

「お母さんが小さい子に言うみたいに言わないでください！　い、いやでも、ちゃんとトイレにも行っておいたんですよ！　なのに何だって、この一大イベントの前に腹痛が!?」

　するとレオナさんがポンと手を打った。

「分かった！　これは緊張したりすると、テスト当日に下痢になったりする現象ね！」

「え……そ、それって？」

「経験あるでしょ？」

　そう言われて、陸上大会のイヤな思い出がふと頭をよぎった。

「は、はい、あります……あるけど、今はゲームの中でしょ!?」

「何度も言うように、キワクエはリアルを追求したゲームなの。現実でそうなるってことがゲーム内でも起こるのよ」

　確かにリアルに痛風持ちのギンジは、ゲーム中でも発作を起こしていた。

「だからってゴブリン襲来の時に!?」

「大事な時だからこそ緊張がマックスになってお腹なかが痛くなる──そういうものよ。とにかくトイレに行ってらっしゃい！　早く！」

　レオナさんに言われるまでもなく、俺は脱だつ兎との如ごとく訓練所のトイレに駆け込んだ。

　扉を閉めて、ズボンを下ろす。一刻も早く腹痛の原因を出そうと踏ん張るが、なかなか出てくれない。気持ちばかりが焦ってくる。

　クソッ！　早く！　早く出ろよ！　もうっ！

　連行シーンのように場面カットして欲しいのに、こういうところは全然カットされない。北門では既に戦闘が開始され、皆がゴブリンと生死を賭けて戦っているかも知れない。それなのに俺は一体、何と戦っているのだろう。

　……ようやく用を足した俺は、高速で尻を拭いた。

　よし！　遅くなったが、大丈夫！　まだ間に合う筈はずだ！　早くテスラの元に急ごう！

　そしてズボンを上げようとした瞬間、俺は凍り付いた。

　扉の上部でゴブリンが、便器にまたがった俺をジ────ッと眺めていたからだ！

「いっやあああああああああああ!!　ゴブリンが覗のぞいてるうううううううう!!」

　俺は女子よりもっと女子っぽく、金切り声でそう叫んだ。

　いやいやいや!!　待って待って待って!!　コレはないって!!　フルチンのままゴブリンに殺されるとか悲惨すぎるにも程があるだろ!!

　ゴブリンから視線を逸そらさず、俺はとにかくズボンを引き上げる。そして外で待っている筈はずのレオナさんに大声で叫んだ。

「レオナさんっ!!　で、出た!!　出ましたよおおおおおおおおおおおおお!!」

「えー？　ちょっとヤダー。そんな大きいの出たのー？　ふーん、よかったわねー」

　!!　いや何、勘違いしてんの、あの人!?　俺、ウンコの話とかしてないんですけど!?

　いつものようにレオナさんは基本的に役に立たない。そしてゴブリンのスピードは俺には視認できない。この至近距離で飛びかかられては、痛みも分からぬまま瞬殺されてしまうだろう。

　流石さすがに観念したのだが……いつまで経たってもゴブリンは俺を襲ってこなかった。ただ扉の上部から顔だけ出して、ジッと俺を眺めているだけである。

「……？」

　意味が分からず、俺もゴブリンを眺めていると、ぴくりと顔が動いた。そして次の瞬間『ごとり』。なんとゴブリンの首が血ち飛沫しぶきを撒まき散ちらしながら俺の足下に落下してきた！

「ひぃええええええええええ!?」

　同時に扉が開かれる。そこにいたのは、

「ヒロっち!!　大丈夫っすか!?」

　血に濡ぬれたノコギリを持ったミザリサだった。更にミザリサの傍そばには首のないゴブリンの死体が転がっている。

「ま、まさか……お前が助けてくれたのか？」

「そうっす！　私、ヒロっちのあとを追って人目を忍んでコッソリ、トイレに入ったんす！　『生でいい漏らしっぷりを拝むチャンス！』と思っていたら、何とゴブリンもヒロっちを狙っているじゃないっすか！　それで扉に飛びついた瞬間、後ろから首をはねてやったって訳っすよ！　ゴブリンの奴やつ、獲物を前に油断してたんで楽勝だったっす！」

　まったくもって誉ほめられた理由ではないが、ミザリサによって助かったのは事実だった。

「あ、ありがとうな」

　とりあえず礼を言うと、ミザリサはニコリと微笑ほほえむ。

「礼なんていいっす。それよりヒロっち。剣、ちゃんと磨いてるっすか？　今からゴブリン戦に向けて、サビた剣じゃあダメっすよ？」

「ああ。それは大丈夫。頑張って磨いたから」

「ホントっすか？　見せてくださいっす」

　トイレの狭い個室で、俺はミザリサに腰の剣を見せた。俺の剣を手に取り、鞘さやから抜いたミザリサは、そのまま──『サクッ』。

「……へ？」

　俺の太ももに剣を突き刺してきた！

「うっぎゃあああああああ!?　何すんだ!!　この変態サド女!!」

　叫ぶとミザリサは恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

「ああっ！　ほんの軽く刺しただけで、その表情！　やっぱりヒロっちは最高っすよ！」

　そしてミザリサは俺に、にじり寄った。

「邪魔な女も消えて、ようやく二人っきりになれたっすね。さぁ、もっといいお顔を拝見させてくださいっす……」

「や、やめろよ、お前……！　こんな時に冗談だろ……？」

　狭い空間で迫るミザリサ。ミザリサは艶なまめかしい指先を俺の頬ほおにソッと当てた。

「痛いことだけじゃないっすよ？　同時に気持ちいいこともしてあげるっすよ」

「ま、またお前は、そうやって俺を騙だまそうとしてんだろ？」

「そんなことないっすよ、だってホラ……」

　突如、ミザリサは黒革ジャケットのような上着の胸元を開き、形の良い胸をはだけた。

　今、俺の目に映るのは修正なしの女性のオッパイであった。

「触ってくれてもいいっすよ……？」

　げえええええっ!?　ちょっとマジで!?　このタイミングで18禁モード!?　なんだか全然嬉うれしくねえ!!

　戸惑う俺。半裸で迫るミザリサ。その時であった。俺の目の前を何かが横切り、小気味よい音と共に壁に突き刺さった。俺とミザリサの顔の間にあったのは、果物ナイフだった。

「うわっ!!」

　驚いて振り返ると、予想通り、悪魔のような幼おさな馴な染じみが俺たちを睨にらみ付つけている。

「バッカじゃないの、アンタたち。こんな時にくだらないことやってんじゃあねーわよ」

「チッ！　いいところだったのに……このバケモノ女！」

「ああ？　何よ、変態女。刻むわよ？」

　バチバチと火花を散らす二人に挟まれた俺は耐えきれなくなって、

「や、やめろって！　とにかくテスラの元に急ごうぜ！　ホラ、こんなところで衛兵同士揉もめてるうちにゴブリンに襲われたら笑えないだろ！」

　そう言った後、二人の返事を待たず、トイレの個室から逃げるように飛び出した。そのまま全速力で走る。

　あ、あ、危あっぶねえ!!　アイツらに関わってちゃ、ゴブリンに殺やられる前に殺されちまう!!　どうせならせめてゴブリンに殺られないと……ってどんなマイナス思考だ、俺!!

　そんなことを考えながら、ふと気付くと隣にレオナさんが飛行していた。

「レオナさん!?　今まで何やってたんすか!!　俺、トイレでゴブリンとミザリサに襲われそうになってたんですよ!?」

「ゴメン。ちょっとだけ気になることがあって」

「え……？　い、一体、何があったんですか？」

「ホラ、ここ見て。この前髪のところ。……ね？　枝毛が多いでしょう？　最近気にしてるの。トリートメントはしっかりしてるつもりなんだけど」

「!!　アンタ、ホントにこのゲーム、俺にクリアして欲しいんですか!?」

　叫んだ刹那、

『ぐぎゅるるるるるるるるる』

　またしても腹が鳴って、腹痛が俺を襲う！

「嘘うそだろ!?　今さっきトイレに行ったのに!!　何なんですか、コレ!?」

「うーん。もしかするとヒロ君の緊張が解かれない限り、この腹痛イベントはずっと続くのかも知れないわね」

「ゲームにそんなイベントあります!?」

　叫んでいる最中も脂汗が額を伝う。痛みに耐えながら、俺は歯を食い縛った。

「クソッ！　また緊張のせいで失敗するってことかよ……！」

「また？　またって？」

　俺の顔の近くでホバリングしているレオナさんは、普段見せない真面目な表情を俺に向けていた。

「ねえ。私に話してくれない？　ヒロ君の過去を」

「で、でも今はゴブリンが……」

「ゴブリンを倒す為ためにも、腹痛の原因を取り除くことが先決よ。でしょ？」

　逡しゆん巡じゆんしていると俺の目の前に飛来する。レオナさんは真剣な顔のまま、誓うように胸にそっと手を当てた。

「ヒロ君。私だって大人よ。こういう時は流石さすがに茶ちや化かしたりしないわ。私を信じて」

「……はい」

　少し躊躇ためらった後、俺はレオナさんに例の話をした。俺のトラウマとも言える陸上大会での出来事だ。

　レオナさんは黙って聞いていたが、話が終わった途端、大きな笑い声を上げた。

「アーッハッハッハー!!　ヒロ君ってば、リアルでもナイスシャワー高校生だったのねー!!　ウケるんですけどー!!」

　!?　メチャクチャ茶ちや化かされてるうううううう!!　信じた俺がバカだったあああああああああああ!!

　浮遊する小悪魔を握り潰してやろうと思ったが、腹痛のせいで動けない。ひとしきり笑った後、レオナさんはようやく落ち着いた声で話し出した。

「キワクエはリアルに忠実なゲーム。つまりヒロ君が昔、陸上大会で緊張してウンコを漏らしてしまったように、ゲーム内でも同じような状況になっている訳ね」

「!?　いやウンコは漏らしてないんだけど!!」

「漏らしたとか漏らしてないとか、そんなのどうだって良いじゃない」

「全然良くないでしょ!?　他ひ人と事ごとだと思って!!」

「まぁまぁ。とにかくカムイならこう言うでしょうね。『くだらねえこと、いつまでも気にしやがってこの小心者が。クソ垂れ流してでも走り続けろ』って」

「だから脱だつ糞ぷんはしてないって言ってんでしょうが!!　それにウンコしながら走れるかあああああああああああ!!」

　怒りで腹痛も忘れ、俺は叫んだ。

　何だよ、もう！　適当なこと言いやがって！　クソ垂れ流してでも走り続けろ!?　いやまぁ……確かにカムイが言いそうな言葉ではあるけど!!

　ふと気付くとレオナさんがニコニコと微笑ほほえんでいる。

「どう、ヒロ君。お腹なかは？」

「あ、あれ……？　痛く……なくなったかも……」

　持続していた痛みが消えている。怒って叫んだことで、緊張がほぐれたのかも知れない。

「レオナさん。まさかこのことを計算して？」

「ふふ。ちょっとはお役に立てたかしら？」

「は、はぁ。どうも」

　感謝すべきなのか何と言っていいか戸惑っていると、俺の胸元が光を放つ。

「ヒロ君！　称号よ！」

「ええっ!!　このタイミングで!?」

　俺はペンダントを取り出した。新たな称号が刻まれていく。




『糞便漏らしの親友殺しエヴアキユエイシヨン・ベストフレンドキラー』




「!?　だからウンコは漏らしてねえって言ってるだろ!!」

　今までで一番最悪な称号に憤慨するも、レオナさんは何ど処こ吹く風だった。

「とにかく腹痛が治まったのなら、私たちも急いで北門に向かいましょう。アリシアもミザリサも先に行ってるかも知れないし」

「そ、そうだ！　テスラを助けに行かなくちゃ！」

　慌てて北門に向けて走り出す。俺の横を飛行しながらレオナさんが囁ささやく。

「それにしても、もう訓練所にまでゴブリンが侵入してるのねえ」

「長々とウンコの話してたからですよ!!」

「けど、ヒロ君がトイレで襲われたのって、その話をする前でしょう？」

「あ……」

　確かに俺がトイレでゴブリンに遭遇したのは、鐘が鳴ってテスラたちが北門に向かった直後だった。なのに、どうしてゴブリンが既に町に侵入していたんだ？

　しかし、俺の思考は凄すさまじい光景に中断される。町の中心部を走りながら、目に飛び込んできたのは、テスラを先頭にゴブリン十数匹と睨にらみ合あう衛兵隊であった。

　お互い一定の距離を保ったまま、相手を牽けん制せいするように身じろぎ一つしない。まさに一触即発の状態である。

　──何て数だ……！　一匹でもヤバいゴブリンがこんなに沢山！　これじゃあいくらテスラでも……！

　俺の不安をよそに、

「……行くぞ」

　テスラが呟つぶやいた。同時に衛兵たちが果敢にゴブリンの群れに突っ込んでいく。だが衛兵たちも俺と同じようにゴブリンの動きが見えていない。勢い勇んでゴブリンに斬りかかった衛兵が、自分の右手がいつの間にか消えていることに気付いて絶叫する。しかし、その衛兵がゴブリンの鋭い爪によって切り刻まれる前に、

「雷鳴神速ライトニング・エクストリーム……！」

　稲光のような軌道を空間に残し、テスラが駆けた。黄金の残像が消えると同時に、ゴブリンの上半身と下半身が分かたれる。

　さ、流石さすがはテスラ！　だけどゴブリンとまともに戦えるのが、たった一人だけっていうんじゃ……！

　そんな俺の懸念とは裏腹に、近くで一匹のゴブリンが首をはねられて地面にくずおれていた。そこにはハァハァと息を切らした赤毛の変態少女が！

「ミザリサ!?　お前もゴブリンの動きが見えるのか!?」

「まぁ何とかギリギリかろうじて、って感じっすけどね」

　更に、

「ギゲェッ!?」

　ゴブリンの叫び声が聞こえた先に、俺はありえない光景を見る。

　アリシアがゴブリンの頭頂部に片手を当て、逆立ちするような体勢で直立している！　そして、もう片方の手に握られた果物ナイフをゴブリンのこめかみに突き刺した！

「西瓜割りウオーターメロン・バースト……！」

　アリシアが体を捻ひねり、ナイフを抜いて着地すると、ゴブリンは頭部から勢いよく血液を噴出させた後、膝から崩れ落ちる。仲間の死に憤慨した一匹のゴブリンがアリシアに襲いかかろうとしたが、

「リンゴの微塵切りチヨツピング・アツプル」

　胸元から取り出したもう一本の果物ナイフで二刀流となったアリシアの姿が、忽こつ然ぜんと俺の視界から消える。気付いた時にはゴブリンは両手両足を切り取られ、絶命していた。

「す、すげえ……！」

　無意識に俺の口から感嘆が漏れた。強いのは知ってたけど、二人がここまで強いなんて！　特にアリシア！　ゴブリンを圧倒してるじゃないか！

　その間にも、

「雷鳴神速ライトニング・エクストリーム……！」

　テスラがゴブリンたちを斬り裂いていく。

　アリシアとテスラ、そしてミザリサの活躍で、至る所にゴブリンたちの死体が転がる。

　レオナさんが興奮した様子で俺の耳元で叫ぶ。

「テスラに加え、ミザリサにアリシア！　素晴らしい布陣ね！　ひょっとしたら、このまま序盤クリアできちゃうんじゃない？」

「え、ええ！　そうですね！」

　レオナさんと同じく、俺の気持ちも高ぶっていた。

　これが『災い転じて福となす』ってやつか!?　確かにこのヤバい女たちは味方になったら頼もしいのは間違いない!!　よ、よし、これでテスラの死亡フラグ回避!!　そして俺の生存確率も大幅ＵＰだ!!

　前方にいた十数匹のゴブリンを掃討し、テスラも俺も一息吐ついた瞬間だった。俺たちの背後より両腕のない衛兵が息も絶え絶えにやってきて、最後の力を振り絞るように言葉を紡いだ。

「ほ、報告……！　南門を越えたゴブリンたちが……が、ガバン様の屋敷に……現在……し、侵攻中……！」

　テスラの顔が真っ青になった。

「バカな！　南門からだと？　屋敷に近い南門は、堅固な鉄扉をあつらえ、有能な衛兵を多数配置して、万全の態勢を保っていた筈はずだ！」

「い、一匹のゴブリンが……鉄扉を破壊し……そ、そして……」

　そこまで言って衛兵は口から血を吐き、地面に倒れた。テスラが苦渋の表情で、絞るような声を出す。

「『ワンアイ』か……！」

「て、テスラ？　『ワンアイ』って？」

「話は後だ、ヒロ」

　テスラは言うや、元来た道を駆け出した。向かう先は無論、ガバンの屋敷だろう。俺も衛兵たちもどうにかテスラの後を追う。

　走りながら俺はようやく合点がいった。

　そうか。俺がトイレで遭遇したゴブリンは南門から侵入してきたゴブリンだったんだ。ってことはガバンの屋敷は、もう既に……？

　テスラに遅れ、ガバンの屋敷に到達した俺が目にしたのは、想像を絶する光景だった。

　美しく整備されていた敷地内が見る影もなく荒らされ、そこに転がっているのは衛兵たちの無惨な死体。

　そして……

「グオォォォォォォォ!!」

　死し屍し累るい々るいの衛兵を前にして雄お叫たけびを上げるのは一匹のゴブリン。だが、それは異様だった。体格も今まで見たゴブリンより一回り大きい。手には棍こん棒ぼうではなく鋼の剣を持ち、人間の兵士のように鉄の胸当てを装備している。獅し子しを彷ほう彿ふつさせる獰どう猛もうな顔の左目は刀傷で塞がれており、それがより一層、この怪物の凶悪さを醸し出しているように思えた。

「な、何だ……アレ……！」

　俺の呟つぶやきに、テスラが歯を食い縛るようにして応える。

「あれがゴブリンの王──『片眼ワンアイ』だ」

　テスラのその一言で俺は理解した。

　コイツが鬼門──カムイの言う生存確率０・１％の原因なのだ、と……！

「奴やつとは数年前に一度やり合ったことがある。テッドの町付近で人狩りをしているゴブリンがいると聞いて、ガバン様が特例的に僕を町の外に派遣したんだ。その時、僕は奴の目に傷を負わせ、どうにか逃げるので精一杯だった」

　片眼ワンアイはまだこちらに気付いていない。テスラはその隙を縫って、苦渋に満ちた表情で俺にそう教えてくれた。同時に衛兵を呼び、指示をする。

「檻おりを。あの檻を運んできてくれ」

　二名の衛兵はテスラに敬礼すると地ち下か牢ろうの方へと駆けた。

「さて、じゃあ行くか」

　不意にテスラは俺にニッコリと満面の笑みを見せた。爽やかすぎる笑顔に不吉な予感がして、俺の心臓が鼓動を速める。

「奴やつを倒して……そして君と一緒に町の外に出なきゃあならないからな」

　だ、ダメだってテスラ！　コレもう絶対、死亡フラグだって！

　だが俺が止める間もなく、テスラが大声で叫ぶ。

「こっちだ、片眼ワンアイ！　かつて、お前の目を潰した男が此こ処こにいるぞ！」

「グルルルル……」と猛獣の唸うなり声ごえを出し、片眼ワンアイが振り返りテスラを見た。途端、その目がギョロリと大きく開かれる。

「グオオオオオオオオオ!!」

　腹の底に響く声を轟とどろかせた瞬間、激しい剣けん戟げきの音が！　気付けば、十数メートル先にいた筈はずの片眼ワンアイは今、テスラと剣を交わしていた！

　──嘘うそだろ!?　なんてスピードだ!!　瞬間移動かよ!!

　その攻撃をどうにか剣で受け止めたテスラはやはり凄すさまじかった。しかし、

[image: ]

「ぐうっ！」

　テスラの剣が片眼ワンアイの膂りよ力りよくに押されているのが、俺にもありありと分かる。

「テスラ！」

　居ても立ってもいられなくて、俺も剣を鞘さやから抜いて構えてみる。だが……足が震えた。凡人の俺には眼前の超絶バトルに入っていくタイミングすらまったく見当たらない。

　焦るばかりの俺の肩に誰かが手を置いた。振り向くと、背後にミザリサとアリシアがいた。ミザリサは俺を見て、優しく微笑ほほえむ。

「ヒロっちは、おしっこを漏らす以外は何も考えなくていいっすよ」

「!?　こんな時に何てこと言うんだ、お前!!」

「あはは。冗談抜きで、ヒロっちは此こ処こで待ってた方がいいっす。アイツはかなりヤバいっす」

「い、いや、でもよ！」

「そうよ。アイツは私たちがやるわ」

　ぼそりとアリシアが呟つぶやく。

　え……？　あ、アリシア？　お前？

「テスラ様はこの町の誇り。ゴブリンなんかに殺させる訳にはいかないもの」

　アリシアの言葉にミザリサが笑う。

「あらら。今、ほんのちょっとだけ良いこと言ったっすね、このバケモノ女」

「フン」と鼻を鳴らしたアリシアの口角も、僅かに上がっているように思えた。

　おおおっ!!　犬猿の仲だった二人が和解!?　な、何だか分かんないけど良い感じかも!?

　そんな中、レオナさんが飛来。俺の耳元で叫ぶ。

「ねえ、ヒロ君！　テスラはさっき『檻おりを運んできてくれ』って言ってたわよね？」

「え、ええ。確か衛兵にそんな手配をしてましたけど……」

「きっとアレはゲーム的に何かの伏線よ！　つまり檻が来るまで片眼ワンアイの猛攻を凌しのげば勝機があるのかも知れないわ！」

　な、なるほど！　テスラの言う『檻』にどんな効果があるのかは知らないが、確かにレオナさんの言う通りかも知れない！

「さぁ、テスラ様！　加勢させて頂くっすよー！」

　ミザリサがノコギリをブンブンと振り回し、押しつ押されつのテスラと片眼ワンアイの間に割って入った。

「頑張れっ！　ミザリサ！」

　初めて心の底からミザリサを応援した、その刹那、

「ぐはあっ!!」と叫び、ミザリサが木の葉のように軽く吹き飛ばされる！

　俺は絶句。数メートル先で大の字になったミザリサの元にレオナさんが飛んでいき、すぐに戻ってくる。

「大丈夫よ、ヒロ君！　あの子、失神してるだけみたい！」

「そ、そうですか……変態だけど一応、死んでなくてよかった……」

　いや、だけどダメじゃん!!　やっぱりテスラの加勢なんて誰にもできないんだ!!　実際、今もミザリサに何が起こったのかすら俺にはまったく分かんなかったし!!　ってか俺以外にも、きっと誰にも分かんねえし!!

　しかし。俺の隣のヤンデレ金髪美少女が冷静な口調で言う。

「今、奴やつはミザリサの腹部を蹴り上げたのよ……」

　えっ！　アリシアには片眼ワンアイの動きが見えるってのか？

「私がやるわ」

　そしてアリシアは胸元から果物ナイフを二本取り出し──そのまま姿を消した。

「……は？」

　思わず、そう漏らしてしまう。消えたのはアリシアだけでない。テスラの姿も片眼ワンアイの姿も眼前から消えている。そして俺の耳に聞こえてくるのは激しい剣けん戟げきの音のみ！

　ま、まさか……今、途方もない速度で動きながら、テスラとアリシアが片眼ワンアイと戦っているのか!?

　これはきっとキワクエ序盤のクライマックスシーン!!　だが俺には何が起こっているのか、さっぱり分からない!!

　俺はレオナさんに尋ねてみる。

「……あ、あの、今、何が起こってるか分かります？」

「……いえ、全然」

「……ですよね」

　何だか無性に悲しくなる。いや俺、このゲームの主人公だよね!?　なのに、大事なバトルの動きすら見えないのっておかしくない!?

　しかし、そんな俺たちにも見えるものがあった。レオナさんが叫ぶ。

「あっ！　アレを見て！　ヒロ君！」

「おおっ!!」

　地ち下か牢ろうから出てきた二人の衛兵が滑車のある荷台に檻おりを載せて、こちらに向かってきたのだ。

　やった！　檻だ！　檻が来たぞ……って……えっ……？

　間近に見て、驚きよう愕がくした。大きな檻おりに入っていたのは、なんと三匹のゴブリンであった。

　檻を載せた荷台が目の前で止まる。途端、三匹のゴブリンは俺に向かって吠ほえてきた。

「ウォォォォォォ!!」

「ひいいいっ!?」

　な、なんだ、このゴブリンたち!?　目が真っ白だ!!　なんか怖っ！

　奇妙な目をしたゴブリンに怯おびえつつ、俺は荷台を運んできた衛兵に聞く。

「こ、このゴブリンたちは？」

「ああ。これがテスラ様の秘策だ。先程、捕らえたゴブリンを片眼ワンアイに見せるのだ。ひょっとしたら奴やつが動揺して、ひるむかも知れん」

　なるほど！　そういうことか！　なら、

「テスラっ!!　檻が来たぞ!!」

　俺は大声で叫ぶ。戦いの最中だが、テスラはこちらを見て僅かに頷うなずいた。そして剣で檻の方を指し、片眼ワンアイに向かって叫ぶ。

「見ろ!!　先程、捕らえたお前の仲間だ!!　分かるか!?」

　テスラの剣先の方を見た片眼ワンアイは、

「ウウウウ……」

　と低く唸うなった。その声には悲痛さが入り交じっているように思える。

　き、効いてる！　やっぱりコイツ、少しは知性があるんだ！　うん！　人間みたいな装備してるもんな！

　仲間を見て、片眼ワンアイがひるんだ隙をテスラは見逃さなかった。

「おおおおおおっ！」

　気合いの入った声と共に片眼ワンアイに体当たり！　体勢を崩した後は馬乗りになり、片眼ワンアイの首元に剣を近付ける！

「よ、ようし！　一気に形勢逆転だ！」

「や、やったわ！　これできっと序盤クリアよ、ヒロ君！」

　テンションを上げて喜ぶ俺とレオナさん！

　そうだ！　やったんだ！　アリシアとテスラのコンビが不可能を可能にする化学反応を引き起こした！　そして檻を持ってくるまでの時間稼ぎができたんだ！

「ウォォォォォォ!!」

　檻の中のゴブリンが呻うめく中、片眼ワンアイの喉元にテスラが剣を向けた。

「終わりだ──片眼ワンアイ！」

　最も早はやテスラの勝ちは揺るがない。俺は何だかもう安心して余裕の心持ちだった。

　ああ、よかった！　生存確率０・１％の壁を越えられたんだ！　それにしても０・１％は流石さすがに言い過ぎだったんじゃ？　カムイの奴やつ、ちょっと大おお袈げ裟さに言ったのかな？




『このゴミ虫が』




　……不意にカムイの悪態が脳裏を過よぎった。

　いや待て。待てよ。カムイが……あのイヤな野郎が、こと攻略に関してそんな誇張したようなことを言うか？　ひょっとしたらカムイは、今この状況も含めた上で『生存率０・１％』と言っていたんじゃないか？

　湧いた疑念は俺にあることを思い出させた。

『あちこちに目を配らせ、考えろ』──ゴブリン襲来時の攻略として、カムイはオーベルダイン歴れき程ていにそう記していた。

　いや『考えろ』って何だよ？　このまま放っておけばテスラが勝つこの状況で、いまさら、何を考えろってんだ？

「ウォォォォォ!!」

　檻おりの中のゴブリンたちが叫んでいる。

　うるさいな！　今、考え事してるのに！　ちょっと静かに……ってアレ……？　この声、どこかで聞いたような……？

　瞬間。俺の脳裏に幾つかの連続した光景が思い浮かぶ。

　初めて地ち下か牢ろうを見た時──。

　訓練所の宿舎にいた時──。

　そして意味がないと思っていたあの窃盗イベントの最後──。

　その全てに於おいて共通していたことがあった。

　突如として、俺に舞い降りた閃ひらめき。だが俺は自分自身でその閃きが信じられない。

　──まさかそんな！　ありえない！　で、でも、これは！

　今まさに片眼ワンアイの喉を剣で掻かき切ろうとするテスラに向かい、俺は叫ぶ。

「待て！　テスラ！」

　訝いぶかしげにテスラは俺をちらりと見た。

「どうしたんだ、ヒロ？　待てとは一体どういう意味だ？」

　確証はない。そして、こんなことは信じたくない。だが俺は俺に舞い降りた閃きに従い、言葉を紡いだ。

「テスラ……その檻のゴブリン……さっき捕まえたんじゃなくて、実は昔からずっと拉致していたんじゃないのか？」

　テスラが反応するより先にレオナさんが喫驚した。

「ひ、ヒロ君!?　いきなり何言ってるの!?　腹痛の次は、心の病気にでもかかったの!?」

「レオナさんはちょっと黙っていてください！」

　そしてレオナさんに軽くデコピンする。「やんっ」と妖精が色っぽい声を出した。

　俺はテスラに向かい、話を続ける。

「前にミザリサに拷問にあった時も俺はあの唸うなり声ごえを聞いていた。訓練所にいる時も、そしてギンジたちを収監する時も。俺はずっと地ち下か牢ろうにいる囚人の呻うめき声ごえかと思っていた。だが違う」

　俺はテスラを睨にらむ。

「あれはゴブリンの唸り声だったんだ。つまり、このゴブリンたちはあの時、既に地下牢にいたんだ」

　続けて、俺は檻おりの中のゴブリンを指さした。

「このゴブリンたちの白く濁った目。これはずっと長い間、暗い所に閉じこめられていたから光を失い、こうなったんじゃないのか？　つまり何年か前に、このゴブリンたちは拉致されたんだ。そしてゴブリン相手にそんなことができるのはテスラ……お前しかいない」

　俺が言葉を終えると、妖精が横やりを入れた。

「ちょっと、ヒロ君！　何いきなりフルダイブＲＰＧで推理アドベンチャーしてるのよ！　この推理オタク！　意味分かんない！　大体、テスラがそんなことをする意味が──」

　レオナさんが怒っている最中、

「グワアアアアアアアッ!!」

　片眼ワンアイの断末魔が聞こえた。テスラは片眼ワンアイの喉元を剣で斬り裂いていた。

「ウォォォォォォ!!」

　檻の中にいたゴブリンたちが、大事な者を殺された時のような悲痛な唸り声を上げる。

「テスラ!?　お、お前!!　待てって言っただろ!?」

　俺の方を振り向いたテスラは人が変わったような鋭い目で俺を睨み、ニヤリと嗤わらった。

「おいおい。なんだ、ヒロ。お前は思ったより頭が良いんだな」
























第八章　行き止まりの町






　自分で出した結論なのに、当の自分がそれを信じたくなかった。しかし、テスラの豹ひよう変へんは俺の推測が正しかったことの何よりの証明だった。

　今、テスラは口元を大きく歪ゆがめていた。

「お前の言った通りだ。この檻おりの中のゴブリンは五年前、僕が巣からさらった。そして今、殺した片眼ワンアイはコイツらの父親だ」

　レオナさんが小さな口をあんぐりと開けていた。

「ま、マジ……!?」

　そしてアリシアも声を震わせる。

「そんな……！　テスラ様……どうしてアナタがそんなことを……？」

　その時。ガバンの屋敷の扉が軋きしむ音を立てて、開かれた。そこから出てきたのは優雅な黒のドレスに身を包んだ町王ガバンだった。ゆっくり歩を進めたガバンはテスラの隣で立ち止まり、汚い物でも見るように足下に転がる片眼ワンアイの死体を一いち瞥べつする。

「テスラ。殺してしまったの？」

「はい。非常の際なれば」

「そうですか。まぁいいでしょう。また違うゴブリンの子をさらえば良いのだから」

　かつて心優しく俺を抱擁してくれた気品漂う女性は、悪魔のように下品な笑みを浮かべていた。

　アリシアが耐えられなくなったように叫ぶ。

「ガバン様!!　一体なぜこんなことを!?」

　ガバンは冷たい視線をアリシアに投げかけた後、嗤わらう。

「ゴブリンの恐怖は、人民をこの町に縛り付ける格好の道具なの」

「縛り……付ける？」

「この世界オーベルダインのいかなる王の支配下にも置かれず、確立された国家としての機能を有する完全独立自治体──それがテッドの町よ」

　言いながら、ガバンがテスラに腕を絡めた。次はテスラが口を開く。

「実はゴブリンは危害さえ加えなければ、そうそう人を襲ったりする魔物じゃあないんだ。だが人間に対する憎悪を持った時の凶暴さは利用できると踏んだんだよ。外からはテッドの町に近付く者を牽けん制せいし、内からは町を出ようとする愚か者を縛る為ためにね」

　ガバンがテスラの顔に唇を近づける。

「そう。全ては私とテスラの王国維持の為……」

　そしてガバンとテスラは口づけを交わした。俺の傍そばでレオナさんがプルプルと震えている。

「さ、最ッ低!!　テスラがこんなヒモ野郎だったなんて!!　ＮＰＣの中で一番好きなキャラだったのにいっ!!」

「カムイといい、テスラといい……レオナさんって男運ないですよね……」

「うっさいわね!!」

　だが、レオナさんとのバカ話もそこまでだった。キスを終え、ガバンから離れたテスラは剣を上段に構え──そして姿を消した。

　や、ヤバっ!?

　一瞬、攻撃を予想して身構えたが、テスラの矛先は俺ではなかった。

「ぐわあああああああっ!!」

　テスラは檻おりを運んできた衛兵たちを一瞬のうちに叩たたき斬っていた。

「て、テスラ!!　お前、自分の部下まで殺すのかよ!?」

　俺は叫ぶが、テスラは全く意に介していないかのように落ち着いていた。感情に乏しい声でぼそりと呟つぶやく。

「テッドの町の謎を知った者、そして謎に近付こうとした者は、すべて殺さなければならない」
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　俺はごくりと唾を飲み込む。

　仮に謎に気付けなくても、結局プレイヤーはこの後、テスラに暗殺されちまうってことか。ゴブリンの王をも上回る最強のＮＰＣ『雷鳴のテスラ』。コイツを倒さなきゃあ町を出られない。つまり、これこそが真の『生存確率０・１％』……！

　テスラが俺を見据えながら、剣を向けた。

「ヒロ。そういえば、お前は脱町したがっていたな。だがお前が生きてこの町を出ることは決してないと断言しよう」

　ぐっ！　町の謎は解けた！　だが、これから先はどうしたらいい？　通常のゴブリンにすら勝てない俺が、片眼ワンアイを上回るテスラに敵かなう訳がない！

「一つ面白いことを教えてやる。僕は先程からずっと手を抜いて戦っているんだ。実は雷鳴神速ライトニング・エクストリームには、もう一段階、速度を上げた『雷鳴神速・絶ライトニング・エクストリーム・デイスペア』がある。冥土の土産にお前にそれを見せてやるよ。とは言っても、お前の目には何も映らないだろうがな」

　いや、それはそうだよ！　普通の雷鳴神速ライトニング・エクストリームですら見えないのに、そんなのどう転んだって見える訳ねえじゃん！　冗談言ってんじゃねえよ！

「殺しなさい。テスラ」

　ガバンが冷酷に言い放つ。無言でそれに応えるように、テスラは腰を低くし、剣を後方に引いて構えた。まるで獲物に襲いかかる野生の虎のような体勢。鋭い眼光が俺を射る。

「喰くらえ……！『雷鳴神速・絶ライトニング・エクストリーム・デイスペア』……！」

　ああっ!!　結局、こうなるのか!!　このままあっさり殺されちまうのかよ!!　痛覚はリアルより鈍いっていっても、死ぬとなるとやっぱり激痛が襲ってくるのか!?　そしてそんな思いして起きた後、ソフトもハードもブッ壊れてるとかマジでありえねえええええええええ!!

　歯を食い縛り、目を瞑つぶる。

　だが……予想した激痛は、しばらく経たっても訪れなかった。

　不思議に思い、ゆっくりと目を開く。

　そして。俺はそこに信じられない光景を見た。

「あ、アリシア……？」

　俺の目の前でアリシアが胸から血を流し、地面に倒れ伏していた。テスラが「ふん」と鼻を鳴らす。

「幼おさな馴な染じみをかばったか」

　バカな！　アリシアが俺を？　そ、そんな筈はずがない！　だって！

　俺はアリシアに駆け寄り、体を起こした。ドクドクと胸から溢あふれ出でる血液。素人目にも致命傷だと分かる。

「な、何でだよ!?　どうしてお前が俺を助けるんだよ!?　お前は俺を殺したがってただろ!?」

　アリシアは口から血を吐きつつも、訥とつ々とつと言葉を紡ぐ。

「ゆ、夢の中でね……兄さんが言ったの……『もう許してやれ。ヒロは悪くない』って……」

　腕の中で俺を見上げるアリシアは、初めて会った時の優しい幼おさな馴な染じみの表情に戻っていた。

「あはは……私……ずっとヒロに酷ひどいことしてきたよね……だからヒロが衛兵になったって聞いた時……私も衛兵になって守ってあげようって思ったんだ……」

「アリシア……お前……」

「ねえ、ヒロ……私、嬉うれしかったんだよ……いつか結婚したいって言ってくれたこと……私……ホントに嬉しかったんだ……」

「アリシア！　待てよ！　死ぬなって！」

「ヒロ……私と兄さんの分まで生きて……ね……」

　そうしてアリシアは瞳を閉じた。

　俺はアリシアをそっと地面に横たえた後、レオナさんに尋ねる。

「レオナさん。この世界で死んだＮＰＣが生き返ることはあるんですか？」

「いいえ……ないわ……」

　レオナさんはゆっくりと首を横に振った。

　……だろうな。このリアルを極限まで追求したクソゲーに、そんな都合の良い展開がある筈はずがない。『死んだ者は生き返らない』──それがリアルだ。マーチンの時だって、そうだったじゃないか。分かってた。分かってたよ。

　テスラは剣を肩に乗せて退屈そうに言う。

「おい、ヒロ。そろそろ葬儀は終わったかい？」

　そして先程と同じ『雷鳴神速・絶ライトニング・エクストリーム・デイスペア』の構えを取った。

「その女は無駄死にだったな。せっかくの犠牲も、お前の命が数分延びただけに過ぎないのだから」

　……そう、これはゲーム。たかだか家庭用フルダイブＲＰＧ。死んだのだってＮＰＣ。そんなの分かってる。だけど、だけど、

「クックク！　行き止まりデツドエンドだよ、ヒロ！」

　だけど!!　この野郎は!!　現実以上にムカつくんだよ!!

「ヒロ君っ!!」

　レオナさんが叫ぶ。それと同時に青白く光る軌道。常識を遥はるかに超えた脚力から繰り出された超高速の必殺技は、だが、俺の前髪を僅かに切り落としただけだった。

　ずざざざざ、と土煙を上げ、テスラが俺から数メートル離れた位置で立ち止まる。

「偶然、首を反らしたか？　だが次はない」

　そして獣の体勢を取り、剣を中段に構える。

「雷鳴神速・絶ライトニング・エクストリーム・デイスペア……！」

　音の速さを超える静せい謐ひつさをもって、テスラは俺に突進してくる。そして剣を俺の頭部に向けて振り下ろそうとしていた。しかし、テスラの剣が俺の頭に近付いた瞬間、俺は鞘さやから抜いた剣をテスラの剣に軽く当て、その軌道を変えた。

　先程のように土煙を上げ、停止したテスラは驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

「バカな!!　今のは偶然じゃない!!　剣を当て、攻撃を防いだ!!　ゴブリンの動きすら見えないクズが『雷鳴神速・絶ライトニング・エクストリーム・デイスペア』を捉えたというのか!?」

　驚いていたのはテスラだけではない。

「な、何なの、ヒロ君!?　意味分かんない!!　何よ、この少年マンガみたいな展開は!?　訳が分からな過ぎて何だか、ちょっとキモいんだけど!!」

「キモい言うな!!」

　いやまぁ、だけど、俺自身この変化に驚いている。そう。この時、この場所、この相手に、カムイの言った『裏技』が発動できたことに対して……。

　狼ろう狽ばいするテスラを見据えながら、俺はカムイがオーベルダイン歴れき程ていに書いていた言葉を思い返していた。




　……それでだな、ゴミ虫。今から教えてやる『裏技』だが、これは何もキワクエに限ったこっちゃねえ。

　もう分かってるだろーが、このゲームはリアルを忠実に再現してやがる。つまりこの『裏技』は程度の差こそあれ、現実世界にも存在する。だがキワクエの中でそれを使っている奴やつをまったく見かけねーように、現実世界でそれを使っている奴もほとんど見やしねー。マジでアホばっかだぜ、世の中はよ。まぁ、それが分かっていれば現実世界でもそれなりに成功してる筈はずだから、アホな一般人どもは皆こぞって知らねえんだろうな。

　いいか、よく聞け、世のアホども代表ゴミ虫野郎。

　このゲームに於おけるプレイヤーの能力値は感情によって大きく上昇する。っても、ただの感情じゃねー。

　諦めない信念が──

　ほとばしる熱い想おもいが──

　魂から溢あふれ出でる人間の強い意志が──

　己の肉体の上限を超え、更には運命をも変えていく。

　それがキワクエの裏技……いや違うな……。

　──『現実そのもの』だ。




「うおおおおおお！」

　気合いと共に俺はテスラに剣を叩たたき付つける。訓練所での練習で一応、剣の型は習った筈はずだが、そんなのはもはやどこかに吹き飛んでしまっていた。俺はバットで殴るように、やたらめったらテスラに剣を振るった。自分の剣を盾にして俺の攻撃を防いでいたテスラだったが、

「こ、このクズが！　何だ、その無む茶ちや苦く茶ちやな攻撃は！　調子に乗るな！」

　俺の隙を突いて、テスラが剣を突き上げる……が、それを紙一重でかわす。アゴを僅かにかすった剣は、頭上まで来ると今度は向きを変えて俺の脳天から股にかけて一刀両断に斬り裂こうとする。しかし、剣の軌道を読んだ俺は横にステップした。テスラの剣は、俺が元いた場所を虚むなしく空振る。

「ぐっ!?　またしても避よけるだと!!　剣術の基本も知らない素人の分際で!!」

　俺を睨にらむテスラの顔には、得体の知れないものを見た時のような焦燥があった。それはそうだろう。テスラにとって俺は格下も格下。大人と子ども以上にレベルの違う相手。なのに、どういうわけだか洗練された筈の自分の攻撃が当たらないのだ。

　テスラが数歩、俺から離れた。レオナさんが叫ぶ。

「ヒロ君！　逃がしちゃあダメよ！　一定距離、離れたら、テスラの『雷鳴神速・絶ライトニング・エクストリーム・デイスペア』が来るわ！」

「ええ！　分かってます！」

　レオナさんに言われるまでもなく、俺の戦略はメチャクチャでもいいから攻撃を続け、テスラに反撃の機会を与えないよう近距離戦に持ち込むことなのだ。そしてテスラが動揺している今は俺にとって最大のチャンスだった。

　俺は息を吸い込み、全力でテスラに向かって駆け、即座に間を詰めた。そして剣を大きく振りかぶり、テスラに斬り付ける。今度は叩くのみではない。薙なぐ、払う、突く……思いつく限りのありとあらゆる攻撃を俺はテスラにぶつけた。

「こ、こ、このガキが！　こんな、こんな筈は！」

　目の前で防戦一方のテスラが苦しそうに喘あえいでいる。少し離れた場所からはレオナさんの感嘆の声が聞こえる。

「み、見えない！　ヒロ君の動きが全然見えないよ！　信じられない！　人間が、リアルプレイヤーが、こんな動きをするなんて……！」

　必死すぎて分からなかったが、テスラの動きについていけるということは、今、俺の動きもテスラ並になっているということだ。つまりレオナさんには俺の動作がよく見えていないらしい。

「これじゃあまるで、あの時のカムイじゃない……！」

　感極まってそう呟つぶやいた後、レオナさんは急に口調を変えた。

「よっしゃああああああ!!　いけるぜ、ヒロぉぉぉ!!　ソイツ、ブッ殺せええええええ!!　そして結婚しようぜえええええええっ!!」

　興奮しすぎて本性をさらけ出し、オッサンのヤジのような叫び声を上げるレオナさんを見て、俺はドン引きしていた。

　──レオナさん……アナタは美人だし、おっぱいも大きいけど……俺、あんまり結婚したくはないです。

　ふとそんなことを思ったが「いかん、いかん！」と自責する。「テスラに勝ちたい」という強い想おもいが薄れると、俺のスピードも落ちてしまうかも知れない。

「おおおおおおおおっ!!」

　俺は気持ちを新たに、なお一層激しくテスラを攻撃した。どれだけ打とうが相変わらず、テスラは俺の攻撃を防ぎ、かわし、いなしている。

　だが……やがて待ちに待った瞬間がやってきた。数打ちゃ当たるとばかりに幾度も振り下ろした剣に、その時、はっきりとした手応えを感じたのだ。見ると、今まで斜めにして頭部をガードしていたテスラの剣が大きく弾はじかれている！　そして俺の前には無防備なテスラの頭部が！

　いける!!　勝った!!

　俺はガードの外れたテスラに向けて、全力で剣を振り下ろした……筈はずだった。

　──あ……れ？

　呆ぼう然ぜんとしてしまう。どうした訳か、テスラを斬った筈の俺の手には、何の感触も伝わってこなかった。

「……ふ……ふふふ……ふはははははは！」

　そして俺の目前。テスラが哄こう笑しようしていた。

「形勢逆転だな、ヒロ！」

　意味の分からぬ俺の隣で、浮遊するレオナさんが青ざめた顔で俺の手を指さしている。

「ひ、ヒロ君……！　け、け、剣が……！」

　レオナさんに言われ、ようやく握っている剣を見た瞬間、俺の口から、

「ファッ!?」

　変な叫び声が漏れた。それも仕方ない。なぜなら俺の剣は、刀身部分がまるっとスッキリ無くなっていたからだ！

「け、剣が……折れちゃった……!?」

　愕がく然ぜんと呟つぶやく。足下には根本から砕かれた刀身が転がっていた。今、俺が利き手に握っているのはグリップの部分だけ。これではもはや剣とは呼べない。

　さ、さっき感じた手応えって……もしかして剣が折れた感触だったの……？　使いすぎて耐久度が０になっちゃったの……？

　状況を認識した後、激しい怒りが込み上げてくる。

　って、どこまで腐ってんだ、このクソゲーはああああああああ!!　こんなところまでリアル追求してんじゃねええええええ!!　あのタイミングで剣が根本から折れるとかありえねえだろうがああああああ!!

「天はどうやらこのテスラの味方らしいな」

　ニヤリと笑うとテスラは剣を上段に構えた。

　ま、マズい！　マズすぎる！　いったん退却して……そ、そうだ！　殺された衛兵の剣がどこかに落ちている筈はず！　どうにかしてソレを持ってくれば……！

　だが、

「痛っ!?」

　足に激痛。上段に構えた剣に意識を集中させておいて、テスラはその隙に俺の足を踏んでいた。俺はグラリと体勢を崩してしまう。悪魔のような顔でテスラが嗤わらった。

「クックク!!　それでは防げまい!!　死ね!!」

　そしてテスラの剣が俺の首を狙って、振り下ろされた！

　──ちょ、ちょっと!?　嘘うそだろ!?　せっかくここまで追い詰めたのに!?

　人間とは悲しいもので、俺は咄とつ嗟さに剣と呼んでいいのかすら分からないものを、盾にしようとテスラに対して構えてしまった。自分でもバカな所作だと分かっている。刀身のない剣で、どうやってテスラの剣を受け止められるというのだろう。

　レオナさんが俺の心を代弁するかのように絶叫する。

「ああ───っ!!　終わったあああああ!!　そしてハードも壊れたあああああ!!」

　……だが、その時。突如として、俺の周りの風景が変わった。




　ガバン屋敷の敷地内でテスラと戦っていた俺は、何な故ぜだか小高い丘の上に立っていた。

　うららかな日差し。聞こえてくるのは鳥のさえずり。そして、見覚えのある大きな木の下で、これまた見覚えのある男が佇たたずんでいる。

　その男を見た瞬間、俺は悟った。

　──ああ、俺、死んじゃったのか。

　そうでなくてはケヌラの木の下で、死んだマーチンに会える筈はずがない。

　マーチンは俺を認めると、優しく声を掛けてきた。

『やぁ、久し振りだな。ヒロ』

　俺はマーチンに照れ笑いする。

「ああ。確かにずいぶん久し振りな気がするな」

『どうだい、調子は？』

「全然ダメだよ。ってか俺、死んでるし。テスラに殺されちまった。ついでにこの後、ハードもブッ壊れるんだ」

　無言で頷うなずくマーチンに俺はおずおずと切り出す。

「そ、それから……あのな、マーチン。じ、実はアリシアも……テスラにやられちまったんだ……」

　マーチンは一瞬、儚はかなげな顔をした後、にこりと微笑ほほえんだ。

『そうか。だが、お前はよく頑張った』

　激しく非難されると思っていた俺は、マーチンの優しい言葉に泣きそうになった。

「ありがとうな……マーチン……」

『礼なんかいいさ。それにヒロ。まだ終わっちゃあいないぜ』

「えっ？」

『今こそ俺を連れて行ってくれないか？』

「連れて行く……って？」

『おいおい、ヒロ。あの時、俺も一緒に連れて行くと言ってくれたろう？』

「あ……ああ、確かに言ったけど……だけど、一体どうやって？」

　マーチンは俺の手を取り、固く握りしめた。

『一緒に行こう。そしてともに戦おう』




「……ば、バカな!!　何だ……その剣は!?」

　テスラの戦おののきを孕はらんだ声で俺は我に返った。そしてありえない現象を目の当たりにする。

　折れて無くなった筈はずの刀身が復活していた。だがそれは以前の刀身ではない。俺は血のように紅あかく輝く刀身の剣を握りしめ、それでテスラの剣を防いでいた。

　赤い瘴しよう気きのようなものが発散されている剣を不気味と感じたのか、テスラは自らの剣を引いた。その刹那、今度はテスラの剣が激しい音を立て、弾はじけるように粉砕される！

「ふ、触れただけでこの金剛斬剣ゴールドブレイドが!?　そうか、その剣は……」

　そしてテスラは俺を睨にらむ。

「魔剣……!!　貴様、呪われた魔剣使いか……!!」

　同時に俺の胸のペンダントが意思を持っているかのように、フワリと目の前に浮かび上がった。ペンダントは光り輝きながら、俺の目の前で新たな称号を刻んでいく。




『親友殺しの剣使いソード・【ベストフレンドキラー】・ユーザー』




　俺はまるで意思を持っているかのように「オオオオオオオオオ」と唸うなる剣を眺める。

　──あははは。聞いたか、マーチン。呪われた魔剣だってよ？　そりゃあねえよな。それからよ、

「呪われてんのはお前だろ。テスラ」
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　俺の言葉にテスラはフンと鼻を鳴らす。先程の俺と同じように剣を無くしたテスラだったが、腰には予備の剣を携えていたらしい。鞘さやからレイピアのような細身の剣を抜き、余裕の表情を見せる。

「強力な武器だが当たらなければ意味がない。そして、その剣が僕に当たることは絶対にない」

「ヒロ君！　テスラが！」

　レオナさんの叫び声で気付く。いつの間にかテスラは俺との間に充分な距離を取っていた。

「油断したな！　この距離ならば雷鳴神速ライトニング・エクストリームが発動可能だ！」

「やってみろよ。でも、もう見切ってるからな、それ」

「いい気になるなよ、クズが……！　『雷鳴神速・絶』は絶望の絶！　そしてお前の絶望をさらにもう一段階上げてやる！」

　突如、黒いオーラがテスラの体から、ほとばしった。

「見せてやろう！　究極奥義『雷鳴神速・極ライトニング・エクストリーム・アルテマ』を！」

　レオナさんが震えるような声を出す。

「う、う、嘘うそでしょ……！　ま、また速度が上がるっていうの……？」

　漆黒のオーラに身を包み、魔人と化したテスラが俺を見据えている。

「ヒロ……お前の目も抉えぐってやるよ……！　片眼ワンアイみたいにな……！」

　レオナさんが心配そうな顔で叫ぶ。

「ヒロ君!!　究極奥義だって!!　ヤバくない!?」

「レオナさん。大丈夫。安心してくれ」

　……究極奥義？　はっ、何が究極だ。いまさら、なに言ってやがる。マーチンを殺しちまった時から、こっちはず────っとキワキワの極限状態だったっていうんだよ。

「負ける気がしない。強がりじゃない。本当にまったく負ける気がしないんだ」

　今、俺が考えていることは一つ。テスラが懐に飛び込んできた瞬間、全力の剣を振るう。ただ、それだけだ。

　息を荒くしたテスラが、獣が獲物に飛びかかるような体勢を取る。

「喰くらえ……!!　これが最高速……!!『雷鳴神速・極ライトニング・エクストリーム・アルテマ』だ……!!」

　瞬間、テスラの姿が俺の視界から忽こつ然ぜんと消失した。

　……それでも。

　研ぎ澄まされた俺の感覚は、凄すさまじい速度で空間を移動してくるテスラを、視覚とは異なる領域で捕捉していた。
























終章　フルダイブと現実






「……で、何で負けるのよ？」

「いや、俺もびっくりしましたよ。普通、あの流れで負けるかと」

　死亡によりキワクエから強制ログアウトとなった俺は今、レオナさんと現実世界でスマホで会話していた。

「まさか、あのタイミングでガバンが膝カックンしてくるとは思いませんでしたよ……」

「まぁ私も気付かなかったのは反省してるけどね。完全にノーマークだったわ。それでガバンにカックンされてバランスを崩した後『雷鳴神速・極ライトニング・エクストリーム・アルテマ』で腹部を貫かれたのよね。それにしてもグロかったわ、あの後のテスラの拷問。まさにＺＺ指定って感じで……」

「や、やめてください、その話は！　思い出したくないんで！」

「ごめん……」

　俺は大きな溜ため息いきを吐き出す。

「それに強制ログアウトの後、現実に戻った時も酷ひどかったですよ。本気でソフトもハードもブッ壊れてましたからね。起きたらヘッドギアが『ブッシュォォォ』って煙吐いてるし。髪の毛、燃えるかと思いました。危なすぎるでしょ、アレ……」

「大変だったわね……」

　そしてお互いに少し沈黙した後、レオナさんがぼそりと言う。

「ねえ、ヒロ君。それでどうする？　続きはいつやるの？」

「えっ！」

「ふふふ。分かってるわ。ハードもソフトも買い直すお金なんてないのよね？　でも大丈夫！　アナタの将来性を買って、何と無料でレンタルするわ！　将来の旦那様への特別出血大サービスよ！」

　レオナさんは自信満々な様子だったが、

「えぇと、それなんですけど……ちょっと考えたいかなって……」

　今度はレオナさんが「えっ！」と驚いた。

「ま、まさか止やめちゃうつもりなの!?　嘘うそでしょ、ヒロ君!?　いい？　アナタほど序盤クリアに近付いた人を、私はここ数年見ていない!!　アナタは本当に凄すごい!!　自信を持っていいのよ!!」

「は、はぁ……」

　レオナさんは熱心にキワクエ再開を勧めるが、俺はどうにも気乗りしなかった。ハードとソフトをタダで借りたところで、また『ＮＥＷ　ＧＡＭＥ』からのスタートなのだ。

　初めに『親友殺しベストフレンド・キラー』の称号を得た時は、心の底からやり直したいと願った。だが今となって、あれが全部無かったことになるかと思えば、どうにもやる気が無くなるのであった。

　あのルートで失ったものは多かったが、得たものもそれなりにあったように思う。人生に二度目がないように、俺のキワクエはテスラにやられた時に終わってしまったのかも知れない。

「やるでしょ!?　ねっ、ねっ!?」

　スマホの向こうで、必死なレオナさんの様子が目に浮かぶ。

「うーん……」

　レオナさんに何と言って断ろうかと悩みつつ、俺は部屋のパソコン画面に映るオーベルダイン歴れき程ていを見るともなく眺めていた。ブックマークしてあったので、パソコンを立ち上げた時、つい癖で開いてしまったのだ。

　そして俺はページ下部に小さく、こんなタイトルがあるのを発見した。




『ゴブリン襲来後、最後の最後で最終的にアイツにやられて、ハードが壊れた癖にそれでもまだ諦めきれないマヌケへ』




「ちょ、ちょっと待ってください、レオナさん！」

　言うや否や、俺はタイトルをクリックする。ちなみにこれはこの間『最高の親友殺しベストオブ・ベストフレンドキラー』の称号を得たことの証明として、誓いの言葉を入力したことにより新たに追加されたタイトルで、普通の閲覧者には見えない仕様のものであった……。




　ハッハー！　ホラ見ろ！　やっぱり負けたろ、ゴミ虫が！　だから生存確率０・１％って書いてあったろうが！　日本語読めねぇの、お前？

　それで何だよ。殺されてハードも壊れたのに、まだキワクエやりたい訳？　お前って超ちよう弩ど級きゆうのマゾなのか？　気持ち悪いな。気持ち悪すぎるぜ。リアルでも一回死んだ方がいい。いや冗談じゃなくて、マジで。

　だがそんな気持ち悪いお前に、ひとつだけ良いことを教えてやる。

　ハードとソフトを買い換えた後、普通ならもう一度『ＮＥＷ　ＧＡＭＥ』から開始するしかない訳だが、これから教える『秘技』を使えば、なんと死ぬ前の続きからリスタートできる。

　やり方だが、新しいハードを起動した後、壊れたキワクエのソフトを入れて十秒以内に、

『ゆうてえみやうおけむこうほりいようじとりまやあきーらぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺ』と大声で叫べ。

　その後、すぐさま古いソフトを取り出して、新しいソフトに入れ替えろ。うまくいけば、死んだ一時間前の状態からプレイを再開できる筈はずだ……。




　オーベルダイン歴れき程ていには、その後もカムイの悪態が続けて書いてあったが、俺はそこまで読んだ時点で大声を上げた。

「や、やれるっ!!　またあの続きからやれるんだっ!!」

「ど、どうしたのヒロ君!?　いきなり叫んで!?　気持ち悪っ!!」

「いや何でレオナさんにまで、気持ち悪いとか言われなくちゃならないんですか!?　とにかく俺、今、オーベルダイン歴程を見てたんですけど、凄すごいことが書いてあったんですよ!!」

　しかも一時間前から、やり直せるって!?　それはつまり、上う手まくやれば今度はアリシアも救えるってことじゃないか!!

「ようし!!　やる気が出てきたぞ!!」

「だ、大丈夫、ヒロ君？　一体何て書いてあったのよ？」

「フフフ!!　レオナさん!!　何と!!　あの続きからリスタートすることができるんですよ!!」

「そ、そんなことが!?　どうやって!?」

「『ゆうてえみやうおけむこうほりいようじとりまやあきーらぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺ』と叫ぶんです!!」

「気は確か!?　いきなり何を言い出したの!?　私、今、かなり怖いんですけど!?」

「!?　俺は正気ですよ!!　オーベルダイン歴程に、ちゃんとそう書いてあったんです!!」

「そ、そうなの……？　でも、それで本当にリスタートできたとして、またテスラと戦って負けたらどうするのよ？」

「うっ……！」

　レオナさんの一言で冷静になる。裏技発動の感覚は何となく体で覚えてはいる。だが、だからと言ってテスラと再戦して勝つ可能性は決して高いとは言えない。

　俺はスマホを握ったまま黙ってしまった。

「……ヒロ君？」

　しばらくした後、俺はレオナさんに言う。

「レオナさん。少しの間、待ってください。リスタートする前にやっておきたいことがあるんです……」





　　　　　　　　　◆






　首に巻いたタオルが走る度に左右に揺れる。学校が始まる前の早朝。俺は人ひと気けのない堤防沿いを駆けていた。

　ランニングを始める前は、ちょっと走っただけで発情期の野良犬の如ごとく「ハッハハッハ」と息切れしていたが、今はそれなりに体力が戻ったのか、呼吸は乱れていない。ひょっとしたら毎日の筋トレもスタミナ作りに一役買っているのかも知れない。まぁ筋トレと言っても腕立てと腹筋を少しずつやってるだけだけど。

　──たかだかゲームの為ために一体何やってんだろな、俺。

　そう思いながらも走り続けているうちに、やがて頭の中が真っ白になって何も考えられなくなる。苦しい筈はずなのに、さほど苦しくない。それどころか、ちょっと気持ちいい。

　そっか。これだ。この感覚だ。昔は走ること自体、好きだったんだよな……。




　家に戻ると台所のテーブルには既にトーストが置かれており、俺の席の前で楓かえでがそれに齧かじり付ついていた。珍しく向こうから話しかけてくる。

「今から学校だってのに、よくやるわね」

「朝の方が空気がいいからな」

　実際のところ、キワクエを再開したら学校終わりの夕方以降にログインすることになるだろうし、ランニングをするなら朝が良いと思ってのことだった。だがそれを楓に言うと『やっぱりフルダイブＲＰＧのことしか頭にないのね、このＶＲオタク！』なんて言われそうだから絶対に言わない。

「まぁ部屋に閉じこもってゲームなんかしてるより、走ってる方がずっと似合ってるわ」

「お、おう。そうか」

　いつになく優しげな楓に驚いてそう返すと、楓もハッと気付いたように口調を変えた。

「勘違いしないでよね！　オワコンのフルダイブＲＰＧなんかしてるより、ほんの少しはマシってことよ！」

「オワコン言うな！」

　すると楓はいつものように鼻で笑う。

「そうよね。もうオワコンなんてとっくに通り越して、完全に世間の記憶から色いろ褪あせて消去されちゃってるわよね」

「色いろ褪あせてねえし消去されてもねえわ!!　つーか、どれだけフルダイブＲＰＧをバカにすれば気が済むんだよ、お前は!?」

　俺の叫びをスルーして、楓かえでが学校の鞄かばんを持って立ち上がる。

「あっ、そうだ。それからあと……」

「まだ何かあるのかよ!!」

「首にタオル巻いて走ると、熱中症になるらしいから気を付けなよ」

　そして楓は台所から出て行った。

「よく分かんねえな、アイツは……」

　俺は首からタオルを外す。俺たちの会話を黙って聞いていた母さんが、楽しそうに笑っていた。




　学校が終わると、俺はレオナさんと待ち合わせている公園に向かった。せっかくだから走っていこうと制服姿のまま駆けていると、前方から会いたくない奴やつらがやってきた。

「やぁやぁ、ヒロ君。頑張ってるねー」

　茶髪にピアスの三み科しなが俺に声を掛ける。俺はランニングを中断し、ぎこちない笑顔で「よっ」と挨拶する。すると、三科の隣で長身の谷たに城しろが鋭い目を向けてきた。

「ホントだったんだなー。ヒロが体、鍛えてるってのはよ」

　三科が俺の顔を覗のぞき込こむ。

「ヒロ君が最近、ランニングしたり筋トレしたりしてるって、クラスの誰かが言ってた通りだったねー」

「ま、まぁね……」

　適当な相づちを打つと、不意に谷城が『ごきり』と拳を鳴らした。

「なぁ、ヒロよー。そりゃあまさか、もしかしてひょっとすると、俺たちをブッ飛ばす為ためにやってんじゃあないだろうな？」

　三科が狐きつね目めを更に細めて嗤わらう。

「まさかまさか、谷城君！　それはない！　ヒロ君に限ってそんなことはないよ！　なぁ俺たち、友達だもんねー？　そうだよね、ヒロ君？」

　二人とも言葉こそ荒らげていないが、目は全然笑っていない。

「そこんとこ、どうなんだよ、ヒロ？」

　谷城が、いかつい顔を近づけてきた。いつもなら怖くて目を逸そらすところなのだが、この状況は俺にあることを思い出させた。

　──そういや、グラナダも最初はこんな風に睨にらんできたっけ。あははは。そういやグラナダの最後って可哀かわい想そうだったよなあ。

　レオナさんの嫌がらせで衛兵隊を追い出されたグラナダのことを考えていると、

「おい。お前、何笑ってんだよ」

　谷たに城しろが眉間に皺しわを寄せていた。いつのまにか俺は思い出し笑いをしていたらしい。誤解されてはいけないと、俺は首を横に振った。

「ち、違うって。そんなつもりじゃないって」

「ああ？　じゃあどうして体、鍛えてんだよ？」

「それは……」




『クックク！　ヒロ！　僕の勝ちだな！』




　突然、記憶がフラッシュバックした。俺の腹をレイピアで串刺しにしたテスラが魔王さながらの顔で嗤わらっている。

『さぁ、調子に乗ったクソガキにお仕置きの時間だよ!!』

　そしてテスラは細く尖とがったレイピアで、お、お、俺の目をグリグリグリグリと……！

「ああああああああ!!　あのクソ野郎が!!　今度はぜってー、ブッ殺してやる!!」

　俺が叫ぶと、谷城と三み科しながビクッと体を震わせた。

「ど、どうしたんだよ、ヒロ。お前いきなり」

「いやどうしてもブッ殺したい奴やつがいるんだって!!　マジで、目ん玉えぐってやりてえ!!」

　抑えきれない怒りをぶつけると、谷城はなぜか俺から一歩後ずさった。

「そ、そうか」

　三科は声を少し震わせて言う。

「ってか、い、いくら何でも、目玉えぐるとか……それは流石さすがにやり過ぎじゃあないの？」

　その時。俺はハッと現実に返る。

　や、ヤッベ!!　テスラのこと思い出したら、ヒートアップしすぎて訳分かんなくなった!!

「ち、違う!!　今のはゲームの話で、」

　だが谷城も三科も俺の話を聞いていない。こわばった顔で、二人ともサッと俺から離れていく。

「じゃ、じゃあねー、ヒロ君……」

「おい、ヒロ。お前、あんまり無む茶ちやすっと警察に捕まるぞ？」

　そして何やらボソボソ話しながら、帰ってしまった。

　一人残された俺は恥ずかしくて死にたくなる。

　うわあああああああ!!　やっちまったああああああああ!!　絶対、ヤバい奴やつだと思われたよな!?　ああ、もう明日からどーしよう!?

　だが、その後でふと気付く。

　──アレ？　そういや今日はアイツらに金、せびられなかったな……？




　谷たに城しろたちと話していたので予定の時間を少しオーバーしてしまった。慌てて走り、指定の場所に着くがレオナさんの姿はない。どうやらまだ来ていないようだ。

　俺は安心して、近くのベンチにドッと腰を下ろす。その後十分待ったが、それでもまだ来る気配がない。

　──ったく。見かけ通りルーズだな、あの人。慌てて来て損したよ。

　レオナさんに呆あきれた後、急に毎朝の走り込みの疲れが押し寄せてきた。俺は座ったまま、ウトウトとしてしまった。




　……ふと気付くと、俺の目の前には大きな木。そして、その木の下に男が佇たたずんでいる。

「マーチン？」と声を掛けようとして、俺は言葉を飲み込んだ。

　俺に背を向けたままケヌラの木の下に佇むのは、漆黒の鎧よろいに身を包む、長髪の男であった。

　初めて出会う筈はず。それでも俺はその男の名前を知っている。

「よー。ゴミ虫」

　振り返り、俺を認めると『永久無敵の冒険者エターナル・インヴインシブル』は低い声と鋭い目を俺に向けてきた。

　長躯から突き刺さるような威圧感が溢あふれている。それでも俺はカムイを睨にらむ。

「あのさ。前から言いたかったんだけど、誰がゴミ虫だよ。大体、今のお前って俺と同じくらいの年だろ？　偉そうに」

　するとカムイは「クックッ」と含み笑いした。

「ゴミ虫にゴミ虫って言って何が悪わりーんだ。テスラなんかに殺されて、ハードもブッ壊れたんだろ。完全にゴミ虫じゃねーか」

　舐なめきった表情のカムイ。だが俺は負けない。

「ああ、そうだよ。だけどこれからリスタートだ。お前に教えて貰もらった方法でな」

「まだやんのかよ。往生際、悪りーな」

「それなんだけどさ、カムイ。ハードが壊れた後、あの復活の方法知ってるってことは……お前も実はハードが壊れたことあるだろ？」

[image: ]

　しばらくの沈黙の後、

「ハッハー!!　知らねーなー!!」

　カムイが声を上げて笑った。

　その後も、しばらく辺りに響く快活なカムイの笑い声。俺も何だか釣られて笑ってしまう。

　しばらく二人で笑い合った後、カムイは俺に背を向けた。二、三歩歩いた後、ちらりと俺を振り返り、真剣な声を出す。

「ヒロ。付いてこい。俺がテメーに現実リアルを教えてやる」

「だから偉そうに言うんじゃねえよ」なんて言い返そうとした時。頬ほおに柔らかい感触がして、俺はゆっくりと目を開いた。

　すぐ目の前に銀髪、妖艶な眼まな差ざしの女性の顔があった。ゲーム内のように小さな妖精の姿ではなく、等身大のレオナさんだ。

「ヒロ君、起きた？」

「あ、ああ……俺、寝ちゃってたんですね。ってかレオナさん、今、俺に何かしました？　頬に何かが当たる感触があったんですけど？」

　するとレオナさんは、何な故ぜだか少し乱れたグレーのトップスを整えながら、頬ほおを赤く染めていた。

「ごめん。寝顔があまりにも可愛かわいかったから。だから、あの──」

「えっ。な、な、何をしたんです？」

「ほんのちょっとだけ『ムニュペロン』とね」

「いや『ムニュペロン』って何!?　アンタ一体、俺に何をした!?」

「内緒」

　そう言って、そっぽを向くレオナさん。

　いやホントに何したの!?　メチャメチャ気になるんだけど!?

「そんなことより、ヒロ君……」

　そしてレオナさんは俺に紙袋を突き出す。中に何が入っているかは見るまでもなかった。

　レオナさんが優しく微笑ほほえんでいる。

「準備はいいかしら？」

「……まぁ一応」

　紙袋に入ったハードとソフトを素っ気なく受け取る振りをしつつ……俺の心は高揚していた。

　体だって鍛えた。戦闘のシミュレーションだってした。準備はもちろんできている。

　だから……さぁ、もう一度行こう。

　現実よりもリアルな、あのクソゲーの世界へ──！






あとがき






『究極進化したフルダイブＲＰＧが現実よりもクソゲーだったら二巻』を手に取ってくださっている皆様ありがとうございます。

　ちなみに長いタイトルなのでＴｗｉｔｔｅｒにて略称を募集してみましたところ『したクソ』『究Ｒ』『クソダイブ』など私好みの面白い略称が沢山集まりました。皆さんのセンスに脱帽です。ですが基本的には好きなように呼んで貰もらって大丈夫です。実際小説内でプレイするゲーム『キワクエ』をこの小説の略称にして頂いても構いません。

　そんな長いタイトルの本作ですが、実は今回嬉うれしい発表が二つありまして……

　一つ目は、コミカライズが決定しました！　月刊コミックアライブでの連載となり、作画は木き野の先生が担当されます。木野先生ならではの緻密な描写のキワクエ世界を私も楽しみにしています！

　そして二つ目は何とアニメ化決定です！　制作は『けものみち』や『宇崎ちゃんは遊びたい！』のＥＮＧＩです。現在、監督やアニメスタッフと綿密に打ち合わせを進めております。こちらも是非是非お楽しみに！

　それでは本巻の内容について軽く触れたいと思います。

　一巻でマーチンを殺してしまい、アリシアに追われる羽目になったヒロは、攻略サイト・オーベルダイン歴れき程ていのお陰でどうにかアリシアの追撃から逃れることが出来ました。しかし、次に立ち塞がるのは最強の敵ゴブリンです。普通のＲＰＧでは雑魚扱いされることの多いゴブリンですが、本作では『人間の動体視力を上回る強力なモンスター』として登場します。またも誤った選択をしてしまい、ゴブリン襲来のイベントを発生させてしまったヒロは、一体これからどうなるのでしょうか……。

　特に名付けてはいませんが一、二巻で一つの物語として完結しています。サブタイトルを付けるなら『行き止まりの町編』といったところです。一巻が前編、二巻が後編のようなものですので、一巻を買って頂いた方には続けて二巻も買って頂きたいです。そして、多数のプレイヤーが行き詰まるテッドの町を、ヒロが果たして抜け出せるのか見届けて欲しいと思っています。

　それでは次に、本作に関わられた方々に感謝を述べさせて頂きます。

　まずはイラストレーターのよう太た先生。多忙の折、本作のイラスト作成に尽力して下さり、誠にありがとうございます。今回もイメージぴったり、かつ美麗な挿絵で感動しました。次巻も何卒よろしくお願いします。

　担当様。時に互いの意見がぶつかることもありますが、結果としてブラッシュアップ出来たといつも感じています。アニメのチェックなど含め、仕事が多岐に渡る中、ベストを尽くして下さりありがとうございます。

　応援してくださる皆様。皆様のお陰で無事に二巻も刊行出来ました。購入して下さる皆様がいるので、この物語を続けることが出来ています。今後とも引き続き応援頂ければ幸いです。

　そして、ＭＦ文庫Ｊはじめ製本に関わって下さった全ての方々に感謝を。更にこの場を借りて、アニメ化の話を進めてくださった菊きく島しまプロデューサーに深い感謝を述べさせて頂きます。ありがとうございました。

　私としても、今後このキワクエの世界をより面白く、より深めていけるよう、執筆に力を入れていきたいと思っています。

　本作はいわゆる『クソゲー』を描いたものですが、私は『クソゲー＝印象に残るゲーム』だと考えています。世界中で年間、何百、何千とゲームが開発されますが、その中で記憶に残るゲームといえるものは少ないのではないでしょうか。

　しかし良ゲーとクソゲーは違います。面白いゲームが記憶に残るのは当然ですが、クソゲーもまた記憶に残ります。良いか悪いかは別にして、このことは私が小説を書く上で意識していることなのです。

　本音としてはもちろん、良書と呼ばれる作品を書いて読者に喜んで貰もらいたい……しかし仮に、何の個性もなく読んだ後すぐに忘れられてしまう空気のような作品を書くくらいなら、一シーン、一節、一台詞だけでも読者の記憶に残るものが書きたい。「酷ひどい話だったがマーチン・タイムは忘れられない」「つまらなかったがアリシアやミザリサは不気味だったので覚えている」といった感想の方が嬉うれしい……いやまぁ実際あまり嬉しくはないですけど、すぐに皆様の記憶から無くなるよりは余程マシというものです。

　話がずいぶんと逸それてしまいました。

　それでは、次巻の発売及びコミカライズ、アニメの展開を楽しみにお待ち頂ければ幸いです。
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